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1．パカル・ヴォタンの石の謎 

　私はパカル・ヴォタン。私は、この預言を私の「預言を語る石、テレクトノン」の中にひ

とつの謎として置いた。この預言と私の語る石を残すために、私は一人のマヤ人として肉体

化し、またこの預言もマヤ起源のものとなっている。なぜなら、マヤは時間の科学に熟達し

ており、その預言は包括的な数字と法則の正確さに特徴づけられるからである。マヤによっ

て知られていた時間統制が、普遍的な信仰の豊かな土壌であるために、私の預言は、すべて

の預言と霊的な真実を包み込む。すべての預言は、一点で結びつく。すなわち、審判の日と 

復活である。 

　ケツァルコアトルは、もうひとりの私自身であり、その者が「13の天国と9つの地獄」の

預言で、審判の日までの時間的な序列をもたらした。この預言は、9.13.0.0.0というバク

トゥン計算の日付、すなわち私の神殿の墓の献堂（AD692年）の時点として石に彫刻され

ている※1。ハーモニック・コンバージェンスは、この「13の天国と9つの地獄」の預言を完

了させた。いまや預言の時間（時代）である。そして私は戻ってきた。パカル・ヴォタ 

ンとしてではなく、ヴァルム・ヴォタンとして。 

　唯一、ヴァルム・ヴォタンだけが、石の謎の深みを知ることができる。唯一、ヴァルム・

ヴォタンだけが時間の通廊に入り、法則の立方体に浸透できる。預言の時間に忍び寄り、

「長いあいだの謎」に対する解決方法を全人類に対して宣言する正確な瞬間を待ち受ける

者、それがヴァルム・ヴォタン。その瞬間とは、私たちの知っている時間の終わり、審判の

日と復活、時間統制への参入、新しい創世記と第二の創造、千年紀の終わり、人類の聖なる

完成、大周期の閉鎖、地上の天国の到来の宣言、強大かつ勝利に満ちた法則の立方体の再創

造！　 

石の謎が、あらゆる者によって解かれ、聖なる計画が広がらんことを！ 

2．ヴァルム・ヴォタン、周期を閉じる者 

　私はパカル・ヴォタン。ヘルメス・トリスメギストゥス※2のように、私も三度生まれる。

だが、誕生のたびに、私は人間の形に従い、人間として生まれること以上に何も望まない。

しかし、聖なる洞察の中で訓練された者にとって、この死すべき身体に縛りつける法は試練

であり、試験であり、内なる知の装飾である。だからこそ私は、人間として誕生した。一度

はパレンケ、ナー・チャンの大パカルとして、一度は預言の最後の並はずれた代弁者ケツァ

ルコアトルとして、そしてもう一度、ヴァルム・ヴォタン、周期を閉じる者として生まれた。 
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※1 長期計算法の日付の最初の「9」が地獄の周期を、次の「13」が天国の周期をそれぞれ表わしているという意味。 

※2 一般に「三度生まれのヘルメス」と呼ばれる。



　このすべてを、私は自分自身のために預言した。私は、この惑星の歴史上の多くの場所と

多くの人々をみずからの霊の形態で訪ねた。三度生まれの者であるにもかかわらず、私は常

にボロン・イク、すなわち白い太陽の風の女のかけがえのない愛によって導かれた。そし

て、三度生まれの者であるにもかかわらず、私は、常にひとりの至高の創造者——地上的な

名前では神、フナブ・ク、アラー、究極的にあまりにも至高である神の最も崇高な名前を発

する 
ことは、あらゆる創造物を粉々してしまうだろうが──に導かれてきた。 

　私は自分の使命、星の統制、ヴァルム・チヴィムのエージェント任務を謙虚に担い、三度

生まれではあるものの、私は普遍的なサマーディ※によって浸透されるべきものに浸透す

る。知られるべきものはすべて、常に正しい時に私に知らされる。至高の聖なる指令によ

り、私 

はいまやヴァルム・ヴォタン、周期を閉じる者の声に語らせる。 

　私はヴァルム・ヴォタン、周期を閉じる者。唯一、ヴァルム・ヴォタンだけが、天王星の

石の聖櫃に浸透し、周期を閉じるためにパカル・ヴォタンによって置かれたコードを取り戻
せいひつ

すことができる。そのコードとは、「時間の法則の20の銘板」、そして「普遍生命の書の 

64のルーンとコドン・キー」である。 

　テレクトノンは、私の名誉とコード（作法）に、もたらされる名前。法則の立方体は、私

の領域。時間統制において私は謙虚である。ひとりの真の神に対して、私は従順である。ボ 

ロン・イクの愛に対して、私は忠実である。 

　ヴァルム・ヴォタンとして周期を閉じるために、私はひっそりと生まれた。パレンケで力

を持った私の時代から1,300年、セ・アカトル・トピルツィン・ケツァルコアトルのサガ（英

雄伝説）から1,000年、古い時間の最終周期の最後の先覚者、そしてそれを宣告する者とし

て、起源の人々から引き離された時間と空間の中で、植民地主義と偽りの時間の致命的な堕

落によって人類の残りと同様に奴隷化されている人々のあいだに、生まれるという選択しか 

私にはなかった。 

　人間としての私の三度目の、そして最終的な誕生は、これまでと共通しているものの、す

べては完璧に設定されていた。 
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※ サマーディ：梵語。仏教用語で「三昧（さんまい）」のこと。



すべては数字。神は数字だ。神はすべてに存在する。 

　私の誕生は1939年に生じた。「19」は、すべての数字の力であり、唯一者の慈悲である。

「39」は、13の3倍で、私の誕生のそれぞれに関わる。「13」の力は、私のコードで20

世紀をしるす。1913年、ボロン・イクの母、マヤの誕生は、私の最初の誕生、パカル・ヴォ

タン、13の至高の力を表わす。1926年、生物圏が認識された神秘のポイントは、私の第二

の誕生、ケツァルコアトルの数字であり、その預言が26,000年の最後の26年を明確にし

た。1939年、13の3倍は、私の第3の誕生、ヴァルム・ヴォタンの数字である。 

19＋39＝58、58は1997年のヴァルム・ヴォタンの自己実現の年であり、年齢である。

58（5＋8＝13）、97（9＋７＝16）。13と16は、「13の月の暦」と「16年間の法則

の立方体」のキーとなる数字であり、それらを掛け合わせると208（＝13×16）の完全な

月、すなわち1997年から2013年までのあいだの月数になる。1997＋16＝2013、強大 

な16年間のテレクトノンの法則の立方体の期間である。 

　私の最後の誕生から13年後の1952年（4×13）、パカル・ヴォタンの墓が開かれ、そ

れから1年後の1953年、私の任務に関する記憶が急速によみがえりはじめた。1953年か

ら預言テレクトノンがやってきた1993年まで、私の聖なる任務のヴィジョン・クエスト※

の40年間は、その使命にしっかりと結びついていた。パカル・ヴォタンのように、私もま

た普遍的な信仰のためにここにいる。私は自分の任務に忠実であり続け、すべてをそれに捧

げてきたことにより、58歳──19＋39──になったとき、私の生涯の全体パターンがいま

やヴァルム・ヴォタン、周期を閉じる者、最終的な啓示と施し、テレクトノン、 地球霊の
アース・スピリット・

通話管 、16年間の法則の立方体の聖なる道具の預言コードとして明らかにされた。ヴァル
スピーキング・チューブ

ム・ヴォタンの預言コードとは、ケツァルコアトル・プロジェクト、すなわち惑星地球、ヴェ

ラトローパ24.3の普遍的な信仰の守護に対して与えられた預言コード・ネームの、最 

終的な縫い目である。 

　ヴァルム・ヴォタンの預言コードは、次のものを包括する。3人の並はずれた覚醒の使者

たち、仏陀、キリスト、マホメットの周期。パカル・ヴォタンの預言的な使者の役割の周期

とマヤのクロノグラフ、13バクトゥン周期。20世紀に完了するアルクトゥルス統制の20 

世紀（2000年）。そして、ヴァルム・ヴォタン自身の生涯の周期、である。 
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※ ヴィジョン・クエスト：ネイティブ・アメリカンなどの先住民が、自分にふさわしいヴィジョン（精霊動物や物語

など）を見い出す、通過儀礼（イニシエーション）のこと。





　3人の並はずれた覚醒の使者たちとは、地球の普遍的な信仰の目覚めを指す。3人の並は

ずれた覚醒の使者たちは、地球の普遍的な信仰の三つの封印：ひとつの心、ひとつの愛、
O n e M i n d O n e L o v e

ひとつの神──で代表される。3人の並はずれた覚醒の使者たちと3つの封印は、ウル・
O n e G o d

ルーンの3つ組コードに従う：発生、仏陀──橋渡し、キリスト──クライマックス、マホ 

メット。 

　パカル・ヴォタンの預言的な使者の役割の周期は、地球の普遍的な信仰の勝利の3つの封

印を表わす。すなわち、ひとつの時間、ひとつの預言、ひとつの人々である。同じウル・ルー
O n e T i m e O n e P r o p h e c y O n e P e o p l e

ンの三つ組コードで、［発生、パカル・ヴォタン、時間の知識の強化・統合］［橋渡し、ケ

ツァルコアトル、預言の宣言］［クライマックス、ヴァルム・ヴォタン、地球の普遍的 

な信仰と、聖なる計画を地球の人々にもたらす者として周期を閉じる者］となる。 

　ヴァルム・ヴォタンである私について、あなた方は私の預言コードに示されている以上に

知る必要はない。私の任務は、周期を閉じることである。これは、パカル・ヴォタンによっ

て、彼の「天の石への4つの旅」で確立された「法則の立方体」のコードの啓示を通しての 

み、達成されうる。 

3．聖なる計画、テレクトノンを取り戻す：16年間の法則の立方体 

1．聖なる計画を取り戻すヴァルム・ヴォタンの28日間の旅は、「すべての旅の中の旅」で

ある。3つの自己存在の（自立的な）通過儀礼が、旅を完了させる。すなわち、形の体、
イニシエーション

調波27、28、29。エネルギー体、調波30、31、32。復活、調波33、「無我の13の

月・月の人の誕生」である。ヴァルム・ヴォタンが、パカル・ヴォタンの「天の石」、地

球の中心にある水晶の核への4つの旅のそれぞれの計画に続いて、自分の28日の旅の自己

反射的な地図を完了させるためには、「28日間の復活のテレクトノン」の外にあるもう

ひとつ最後の調波、調波34が必要だった。28日間の聖なる計画を取り戻す旅をするヴァ

ルム・ヴォタン（ＪＡ※）の通過儀礼は、聖なる計画の実行を通して人々の普遍的な復活

を保証するために、全人類の代わりにヴァルム・ヴォタンが引き受けた、ひとりの人間の

通過儀礼である。彼自身を通して、普遍的な信仰は、地上で人間的な形で実現された。ひ 

とりによって実現されたものは、いまや全員によって実現されうる。 

2．聖なる計画を取り戻す、ただひとつのテレパシー時間トンネルがある。この時間トンネ

ルは、探し求めることはできない。その存在を疑うことさえできない。この時間トンネル

は、時間における正しい瞬間にだけ入り込むことができる。聖なる計画を取り戻すテレパ
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※ JA：ホゼ・アグエイアス（José Argüelles）のこと。



シー的な時間トンネルを開くための、時間における唯一、完全な瞬間があるだけである。

この正確な瞬間が、私に明らかにされた。最初はその理由を知らなかったが、時間トンネ

ルから出てきた人間は、そこに入った人間ではなかった。それが、ヴァルム・ヴォタン、

周期を閉じる者、地球の普遍的な信仰の使者、地球の人々に対して聖なる計画をもたらす

者であることを見いだすためだけに、私は時間トンネルに入った。時間において正しい瞬

間にだけ、ただひとりの人間だけがそのトンネルに入ることができる。唯一、ヴァルム・

ヴォタンだけが時間において正しい瞬間にそのトンネルから出ることができる。 

3．ウル（UR／Universal Religion／普遍的な信仰）の原理を説明するために、私、ヴァル

ム・ヴォタンは、28日間の時間トンネルの地図、「復活のテレクトノン」をあなた方の

ために残した。そうすることで、誰でも望む者は、三つの通過儀礼に参加できる。すなわ

ち、水晶の戦士の形の体、スペクトルの星のエネルギー体、13の月・月の人の復活、無

我の太陽バイオテレパスの誕生である。このすべては、聖なる計画、「16年間のテレク
ソーラー

トノンの法則の立方体」の中で体験するすべての人々のために確かめられている。 

4．3つの通過儀礼、7つの完全な調波は、週ごとの創造の7日間のパターンである。復活

は、永続的である。7つの完全な4日-調波は、4つの完全な7日-週に一致する。28日間

の「復活のテレクトノン」は、パカル・ヴォタンの「天の石への4つの旅」と完全にフラ

クタルになっている。自己存在の（4）-銀河の（8）-水晶の（12）は、三次元の形の

12段によって糸の通された地球。天国への階段は、電気の太陽、啓発された種※、そして

スペクトルの星への進化によって獲得される。四次元の天国のエネルギー体の完成は、

「復活のテレクトノン」の24日目に完了する。 

5．超意識の記憶の力は、復活した月の人の通過儀礼を用意する。無我の4つのステップ

が、天国の12ステップを完了させる。7つの調波、4つの完全な日、4つの完全な週、7

つの完全な日。第1週は神秘の7番目、法則の立方体に入る力を得る。第2週は、魔法使い

の 

14、天国への階段の中間の力を得る。第3週は、21、7の3倍の神秘の力を得る。第4週

は、バイオテレパシー的な完成の28番目のステップを完了させる。これは、完成の調和

により成功する、取り消すことのできない変容である：4週間それぞれに7日間、7つの調

波それぞれに4日間、あがないと創造の力が、すべて一度に、超意識の中で維持され、出

会う。 

6．立方体の中にある4つの神秘の力（4×6＝24）：13の音の蛇による天の石への4回の

旅。天の石の4倍（4回分）で、法則の立方体のパターンが設定された。4倍とは、立方体

化された立方体（4×4×4）、16が4つで64、すなわち普遍生命の調和比が、「普遍的
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※ 共振の種のこと。



な回想のサマーディ」、「普遍的な勝利の菩薩」としてのパカル・ヴォタンの努力のしる

しによって、すべて収まるべきところに収まっている。これは、いまから約104,000年

前の最後のアルクトゥルス周期のはじまりになされた彼の誓いに与えられた名前。「普遍

的な回想のサマーディ」と同じ力によって、ヴァルム・ヴォタンは、再び活性化される。

第一に、パカル・ヴォタンの出現の場であるナー・チャン（パレンケ）で、そして次に、

すでに地球の人々のために用意されていた聖なる計画と共に、28日間の復活のテレクト

ノンを出た存在として。そして同じこの「普遍的な回想のサマーディ」により、地球の水

晶の核でバイオテレパシー的な輝きを持つ放射状対称に置かれた4つの立方体化された立

方体が、私、ヴァルム・ヴォタン、地球の普遍的な信仰の使者によって追跡され、知られ

るようになった。 

7．このようにして、パカル・ヴォタンの「普遍的な回想（Universal Recollection／UR）の

サマーディ」と、「普遍的な勝利の誓い」が、彼を星系キニチ・アハウへと導いた。キニ

チ・アハウの軌道調波の中での78,000年にわたるサマーディのあと、パカル・ヴォタン

はその集中力により、みずからを地球の核に引き寄せた。ヴェラトローパ24.3が、彼の

最終的に指定された場所だった。マヤのクロノグラフで紀元前3113年（ドリームスペル

では－3187年）、「普遍的な回想のサマーディ」は、それ自体をさまざまな出現の形や

力に変異させた。これも含めて、ヴェラトローパ24.3のサマーディ獲得の際の努力すべ

てにおいて、パカル・ヴォタンは、ヴァルム・チヴィムの 霊 の塔の勝利の女王、ボロ
スビリット

ン・イクに助けられた。 

8．ヴァルム・ヴォタンは、パカル・ヴォタンの署名としてのサマーディと誓い：1.24.19.39

＝58Ａ11＝11において、パカル・ヴォタンによって創り出された出現コード体であ

る。パカル・ヴォタンの三度目かつ最終的な肉体化の、危険に満ちた地球の旅のあいだ、

彼を導き、助けたボロン・イクの我慢強さが、結果として、マヤの娘、ボロン・イクの呼

吸の出現を生じ、赤い磁気の竜のしるしの日（＝ヴァルム・ヴォタン42歳、6×7年）に、

ヴァルム・ヴォタンとの連合を成し遂げた。このようにして、32年間のアルクトゥルス

のより糸が設定された（1981～2013年）。最初の16年間、パカル・ヴォタンは、予

兆や幻視的な手がかりによってみずから予行演習を行ない、そうすることで前もって予定

された瞬間、すなわち神秘の七番目の維持者である自己存在の竜で、彼はついにヴァル

ム・ヴォタンとして出現するようになった。すなわち、16年間の法則の立方体を完了さ

せる者、地球の人々に聖なる計画をもたらす者である。 

9．28日間の復活のテレクトノンは完璧である。律動の月27日、調波27、赤い磁気の蛇、

キン105、変容の青い西の城の最初のキン、根源的なマルデク庭園惑星のウェイブスペ

ル、蛇、ナー・チャンとケツァルコアトル自身のしるしに入り込んだのだ。そうして私の

旅の7日目、キン111に、聖なる計画を取り戻すことで、回復された私の宇宙記憶回路

は、完全に開花した。4の超意識の力により、私は、9人の時間と運命の主たちによって
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守られ、導かれる、これら「天の石への4回の旅」の中に設定されている、あらゆるコー

ドの編み目を縫い合わせた。パカル・ヴォタンが立方体を立方体化し、その立方体の中に

天の帳簿を設定するために行なった4つの旅。天の帳簿とは、普遍的な知識のコード、

「普遍生命の書」、64のテレパシーのルーンとコドン、16年間の法則の立方体、「普遍

生命の書」に付随する全部で20の銘板。このすべてを、パカル・ヴォタンは石の謎の中

に用意した。 
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4．パカル・ヴォタンのサマーディ、ウル、 

地球の普遍的な信仰の回想について 

　パカル・ヴォタンはみずからの根源的な銀河の五次元および四次元の形では、エージェン

ト13 66 56として知られている。エージェント13 66 56の超意識のサマーディは、サ

マーディ1352（104×13）として知られている。104は、104,000年の大アルクトゥ

ルス周期のフラクタル。そして1352は、銀河のカルマ的な木星と、銀河のカルマ的なマル

デクのあいだにあるＡＡミッドウェイのコード番号で、その入り口は蛇のウェイブスペルを

通して獲得される。この種のサマーディあるいは集中は、フラクタル時間の力による高度な

焦点化と同時に、意識の拡張の非常に高度な状態を表わしている。 

　パカル・ヴォタンの104,000年のサマーディ1352の構造は、心のヘプタゴノンでコー

ド化された根源立方体部分子の形をとった。根源立方体部分子は、宇宙のエネルギーと形が
プライマル・キュービック・パートン

そこから確立する、起源の宇宙構造である。104,000年周期は、ヴァルム・チヴィム、ア

ルクトゥルス統制の周期として知られている。このパカル・ヴォタンのサマーディ周期の最

後の26,000年は、ヴェラトローパ24.3の周辺およびその中で確立され、審判の日と復活の

時に聖なる計画とともに解き放たれるために用意された。ヴァルム・チヴィム周期の最後の

4分の1（26,000年）は、「普遍的な勝利の誓い」、地球の人々による法則の立方体、ウル、

地球の普遍的な信仰の成就となる。宇宙科学の普遍法則によって動くパカル・ヴォタンは、

根源立方体部分子のテレパシー構造を引き受けることによって、地球の一元的な生命形態と

の協同を可能にする。 

　ヴァルム・ヴォタンは、パカル・ヴォタンのコード出現、1352である。1997年の蛇の

ウェイブスペルへの入り口における、このヴァルム・ヴォタンの出現は、二重拡張電子のテ

レパシー的な活性化、倍音の種を準備する全人類のための普遍的な立方体として、パカル・

ヴォタンのサマーディから立方体を解き放つ。時間統制は、新しい創世記をはじめ、極をと

りまく虹の橋によって完了する時間圏と最後の3つのサイバンク・プレートの開示の歩調を

定める。新しい創世記の3年間のあとの立方体の実現は、第二の創造の13年間を確立する。

この新しい創世記の3年間と、第二の創造の13年間という公式は、放射状母体の時空二相
マトリクス

コード活性物発生の3：13の比に一致する。 
アクティベーター

 ➔「普遍生命の書」先天図配列と64のコドン全テンプレートを参照  

　普遍的な回想、そのパカル・ヴォタンのサマーディの数学的な形である、根源立方体部分

子は、3つの平面で構成される立方体と同様の、内破した構造に参与する。銀河エージェン

ト13 66 56の3つの平面とそのサマーディ1352は、パカル・ヴォタンの使者の役割を担

う3人の主要な出現を組み立てる：第1の出現、心の平面は、パレンケの大パカル。第2の出
マインド

現、 霊 の平面、ケツァルコアトル。そして第3の出現、意志の平面が、ヴァルム・ヴォタン
スピリット

である。根源的な立方体の内なる構造を構成する、これら3人の出現すべてが、創造の7日
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間の832週の基礎を確立し、それぞれが自律的かつ自力で行なう瞑想で、地球人類、各自の

周囲に配置されるウル・ルーン立方体によって完成する。 
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5．地球の普遍的な信仰について 

　「時間の法則の20の銘板」、聖なる計画のコードの目的および配列は、地球に普遍的な

信仰をもたらすことにある。3人のマヤの使者たちの聖なる計画は、放射状の時間の放射状

母体に応じて、地球人類をひとつに統一することを目的としている。聖なる計画が現われ出

るには、地球の一元的な生命が偽りを拒絶する瞬間が必要である。普遍生命は、それがどん

な世界系に現われ出るのであれ、一元的な現象としての生命を表わす。 

　地球の生命、ヴェラトローパ24.3の生命は、一元的な現象である。64のウル・ルーン、

64のコドン、260の時間のキーによって制御される、ただひとつの生命しかない。すべて

の啓示は、これらのコードやキーおよびそれらを司る法則に従属している。このコードのす

べては、時間統制の母体、聖なる普遍的な四次元の心の、放射状の二項対称性によって司ら

れている。 

　生命は、ひとつの時間統制と調和して生きる多くの共同体によって構成されている。普遍

的な信仰の目的は、生命の生きたコードの高められた意識や気づきを通して、全生命の霊的

な統一を促すことにある。このような統一は、自己反射的な心や意識の進化に依存してい

る。この統一は、アトランティス・イブリス※効果──聖なる目的の記憶喪失──を体験し

ている自由意志のテスト・ゾーンの中でのみ生じうる。5,000年にわたるバベルの塔は、正

義の者たちの捕獲、試練、テストを表わす。聖なる計画には、審判の日のあとの地球の継承

者たちに対する第二の生命あるいは新しい創世記として授与される普遍生命のコードがあ

る。これが復活である。 

　パカル・ヴォタンは、あらゆるコード（作法、規約）における普遍的な信仰──地球の普

遍的な信仰の啓示──の7つの封印をフレーム化する、ルーンの三つ組の署名によって、そ

のコードを設定した。7つの封印とは：ひとつの心、ひとつの愛、ひとつの神、ひとつの時

間、ひとつの預言、ひとつの人々、ひとつの銀河の地球である。 

 ➔ P.25 図版4「ルーンの三つ組の使者コード」を参照  

　アラー-フナブ・ク、すべてのおおもとである父、運動と尺度の唯一者は、ひとつである。

普遍的な創造のすべてにとって、ただひとつの信仰だけがあり、それが普遍的な信仰であ

る。普遍的な信仰の目的は、そこに置かれた生命の正確なコードに従うことによって、創造

の法則に仕えることである。これらのコードは、行ないの自然なコードである。なぜなら全

生命は、調和であり、生命のコードの自己存在的（自立的）な調和の成就によって満ちあふ
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（『テレクトノン』用語解説より）



れる混ざり合った喜びそのものだからである。このように普遍的な信仰は、宇宙科学、普遍

的な創造の科学と切り離せない。 

　普遍的な信仰は、ウル、「一なるもの」（唯一者）に向けられた根源的な反射としても知
t h e O n e

られる。信仰とは、私たちが「一なるもの」へと結びつけられる道である。ウルとは、普遍

生命の道──行ないの道と力をふるう道──の2つの段階を定義する64のルーンの名前でも

ある。 

　地球は、堕ちた、審判の、そして復活の惑星なので、普遍的な信仰は、この堕落の期間の

あいだに実現されうるものではない。それは、審判と復活の時にのみ知られうる。しかし、

普遍的な信仰の時間のより糸は、ウルの守護者たち、9人の時間と運命の主たちによって設

定された。 

　この堕落が、イブリスの呪い、アトランティスの回帰とバビロン惑星の勃興だった。ここ

に堕落以来のあらゆる啓示と使者たちのすべての血統が生じた原因があり、それは普遍的な

信仰が成就されるまで続く。イエス・キリスト、アルクトゥルスの羊飼いをゼロ・ポイント

とすると、キリストの両側の時間線で570年が、地球の普遍的な信仰の3つの封印を刻むた

めに設定された。キリストの570年前が仏陀、マヤの息子。キリストの570年後がマホメッ

ト、孤児である。570は、57のフラクタル。57×2＝114、審判の日の証言の書、『コー

ラン』の章（6×19）数である。マホメット、すなわち「預言者たちの封印」の死と、自分

の力の及ぶ時代の開始点を一致させたパカル・ヴォタンは、パレンケでのウル（普遍的な信

仰）の3つの封印を植え付け、審判の日の預言周期を確立した。すなわち、7つの世代の書

※、テレクトノンと、ケツァルコアトルを通しての「13の天国と9つの地獄」、すべての 

預言のハーモニック・コンバージェンスへの審判の日のカウントダウンである。 

　私はヴァルム・ヴォタン、周期を閉じる者、地球の普遍的な信仰の使者、地球の人々に対

して聖なる計画をもたらす者。唯一、ヴァルム・ヴォタンだけが、28日間の復活のテレク

トノンに入り込み、それを開くことができる。唯一、ヴァルム・ヴォタンだけが、長い時代

にわたった謎に答えることができる。唯一、ヴァルム・ヴォタンだけが、「時間の法則の 

20の銘板」と「普遍生命の書」をその全体として提示できる。 

　フナブ・ク、運動と尺度の唯一者であるアラーは、宇宙にあるすべてのものを正確かつ精

密な形に定めた。すべての運動と尺度は、時間の法則によって定義される。それは、生命と

行ないのコードすべてが、時間の法則、T(E)＝Art、の運動と尺度の中に含まれるからであ

る。このすべては、いまや「時間の法則の20の銘板」に明らかにされている。預言それ自
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体が、時間の法則のひとつの機能である。パカル・ヴォタンの墓、テレクトノン、謎、ケツァ

ルコアトル・プロジェクト、16年間の法則の立方体の尺度と運動は、すべて時間の法則の

運動と尺度の機能である。 

　12：60の時間では不可能で、理解できないと思われていた事柄は、四次元の放射状の時

間の中で容易に感得可能である。放射状の時間の中での私の座、自己存在の竜という神秘の

柱、テレクトノンの頂上で、私は指定された時にあなた方のもとにやってくる。放射状の時

間の中で、7番目の神秘の柱、テレクトノン。パカル・ヴォタンは、7番目のバクトゥン、

すなわち放射状の時間の神秘のゼロラインのあいだの4つの旅で、16年間の法則の立方体の

しるしをつけた。これにより、その神秘のラインの私の自己存在の竜の座で、私は聖なる計

画の啓示をもたらす。テレクトノン、140の強大な音、聖なる比5：7は、中央の柱をつく

るキン140によって完了する140の完全な音の合計で鳴り響く。そしてさらに4という自己

存在の音を加えると、私たちはキン144に到達する。パカル・ヴォタンの預言テレクトノン

の解放の瞬間である。これに対して、私、ヴァルム・ヴォタンは、16年間の法則の立方体

のテレクトノン、5,000年間にわたってバベルの塔によって隠されていた啓示をつけ加え

る。 

　倍音の種の音が鳴り響くとき：キン44が、私自身のヴィジョン・クエストの完全な44年

間をしるし、バベルの塔が崩れ、古い時間が終わり、復活が法則の立方体の栄光の中ではじ

まる。そこではすべての者が、「普遍生命の書」に応じた普遍時間のクロノグラフを生きる

ようになる。 

　普遍的な信仰とは、「普遍生命の書」を生きるすべての人々そのものである。「普遍生命

の書」とは、普遍的な計時周波数の13の音と20の紋章によって共に織りなされる64のルー

ンとコドンで、それらはバイオテレパシー的に16年間にわたり、完全な13の月・28日の暦

によって歩調が定められる。 

　「普遍生命の書」は、自然の、自己存在的、自己進化的な言語およびテレパシーのテクノ

ロジーを構成する。それは、四次元の心の時間圏を動かし、時間の法則の数学的な構造に

よって制御される、交差状に織りなされた「行ないのコード」として知覚される。生命周期

の生体恒常性の制御は、生物種の内部および生物種間の双方で、太陽バイオテレパシー・コ

ミュニケーションの正常な状態を確立する。 

　世界系のあいだでの霊的な統一の指標となる普遍的な信仰は、審判の日と復活をつくりだ

した無類の「庭園」の冒涜に引き続いて生じる新しい花。普遍的な信仰は、意識的、数学的

な詳細における時間と生命の正しい尺度の啓示。聖なる計画は、バビロニアの過ちに費やさ

れる時間のあがない。普遍的な信仰は、世界系を司る生命の法則に応じて、科学的である。

普遍的な信仰は、生物圏的に健全であり、精神圏的に創造的である。それは、「生物圏から
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精神圏への移行」と歴史の13バクトゥン周期の成就であるだけでなく、同時に人類進化の 

26,000年周期全体の成就である。それは地球の聖なる計画として実現した科学、芸術、預

言、宗教の成就。それは、免れえない不変の法則で、至高の聖なる源泉そのものによって命

じられている：普遍的なあがない、私たちの知っている時間の終わり、四次元の法則の立方

体への参入、地上の天国のはじまり、である。 

　「時間の法則の20の銘板」の到来は、古い時間のすべての終わりと、新しい時間、新し

い創世記、新しい聖なる導きとなる四次元の心のはじまりを宣言する。「時間の法則の20

の銘板」は、バベルの塔によって作り出された分離を永遠に破壊する、全人類の統一言語と

してのテレパシー言語を確立する。 
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6．ヴァルム・ヴォタンのアルクトゥルス徒弟期間 

　そのありふれた起源、1.24.39＝キン11：青いスペクトルの猿から、聖なる双子（弟ア

イヴァンは司書であり、詩人）ヴァルム・ヴォタンが、エテル・マイヤー（1909年生まれ）

とエンリケ・アグエイアス（1904年生まれ、9＋4＝13、ボロン・イクの母マヤは1913

年生まれ）のあいだに生まれた。ヴァルム・ヴォタンは、二重の役割を引き受けるために、

注意深く準備され、念入りに形づくられた。その役割とは、パカル・ヴォタンとケツァルコ

アトルというマヤの使者たちの仕事を完了させること、そして「アルクトゥルスの盾」、す

なわち人間としての肉体化におけるアルクトゥルス統制のエージェントとして機能すること

である。42年間（6×7、心のヘプタゴノンの聖数）、アルクトゥルスの任務は、彼にとっ

て無意識だったが、1953年のテオティワカンのヴィジョンに従って生きはじめていたこと

で、マヤの使者の仕事の目的は、完全に準備がなされていた。特に、ケツァルコアトルの預

言についてはそうである。夢で天王星を訪ね、オールダス・ハクスレーに遭遇したのは、

1968年の秋で、それが準備の鍵となる信号だった。 

　だが、彼の42歳の誕生日、赤い磁気の竜※になって、やっと彼はボロン・イクとつながっ

た。それまで、彼の中でのアルクトゥルスの徒弟期間は、天性の直観的なものだった。だ

が、「知覚の扉」の絵画、そして『チャールズ・ヘンリー（シャルル・アンリ）と精神物理

の美学の形成』、『マンダラ』、『変容のヴィジョン』といった彼の芸術訓練や著作となっ

た達成物は、アルクトゥルスの調和的な性質を彼の中ですでに完全に開花させていたことを

示す。二人の子供の母であるミリアム・タルコフと共に、ヴァルム・ヴォタンは、集団によ

る創造活動をマンダラ形態で実験した。1971～1972年、ヴァルム・ヴォタンは、チベッ

ト人の瞑想教師であり芸術家であるチョギュム・トゥルンパ・リンポシェに出会い、彼はヴァ

ルム・ヴォタンのサマーディと回想の力を再び目覚めさせるのに手を貸した。二人ともアル

コール中毒だったが、このチベット人はヴァルム・ヴォタンに、霊的に生き残るという地上

的な試練をもたらした。 

　最終的に、アルコール中毒を克服し、ボロン・イクと出会って結びついた1981年の時点

で、ヴァルム・ヴォタンの中にあるアルクトゥルスの徒弟期間がよみがえり、彼はマヤの使

者の役割と結びつくことになった。アルクトゥルスの記憶は、彼の42歳の誕生日に、「ア

ルクトゥルス公文書館の編年史料」から引き出された『芸術惑星年代記』の制作を通して意

識的に目覚めさせられた。この平行的な未来の記憶は、ヴァルム・ヴォタンがコード化され

た情報を受け取る用意を整えた。1年間のテスト期間（1982年、彼の誕生日／年まわりが

月の世界の橋渡しだった年、パカル・ヴォタンの墓の鍵）のあと、彼は時間の数学と生命の

コードの道を辿りはじめた。そして彼は、1983年に『アース・アセンディング』を制作し
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た（彼が電気の猿だった年。それは彼の息子ジョッシュの銀河の署名で、パカル・ヴォタン

の墓の蓋にある月の世界の橋渡しの次のしるし）。 

　これにより、1983年の後期、彼は「火星の人面」の情報で、記憶の導管が大きく開かれ、

その後すぐにハーモニック・コンバージェンスという地球規模の瞑想のヴィジョンがやって

きた。「火星の人面」から、彼は「思い出されたアルクトゥルス」を書き、「レディオジェ

ネシス（放射発生）」のヴィジョンの一連の作品を作り出した（1984年、彼が自己存在の

戦士のとき）。さらに自分の準備を促すため、ヴァルム・ヴォタンは、1984年9月6日（銀

河の竜、1987年、彼の息子ジョッシュが死亡した日の銀河の署名、水晶の月※）、スイス

で臨死体験をした。この時点で、ヴァルム・ヴォタンは、幻視ノートブックの一連の作品を

つくりはじめた。それは、1984～89年、4冊のノートにおよぶもので、その後も少なくと

も半ダースが続き、宇宙科学のドリームスペル・コードを解き明かすことになる。 

　この幻視ノートブックで、彼は自分に明かされた宇宙記憶のパターンを忠実に筆写した

が、その中には「パカル・ヴォタンの普遍的な回想の書」も含まれていた。この時期、彼は

「水晶の地球」の理論を解き明かした。すなわち「水晶の地球の文書：ハーモニック・コン

バージェンスの準備」（1985～86年）と、「アース・シャーマン、歴史を越えた航海」

（1984～85年）と題されたアルクトゥルス的な規模での詩的な宇宙論を書いたのである。 

　1986年、彼は、スペイン語の『宇宙科学』のテキストのコピーを与えられた。それは、

1970年から71年にかけてテレパシー的に筆写されたもので、明らかに彼がそれを活用する

ことが意図されていた。ヴァルム・ヴォタンは、このテキストの価値を認め、それを翻訳し、

彼の作業のための重要な鍵となることを理解した。1986年の初期、彼は最終的に、マヤの

数学的・預言的な研究上での突破口を与えられ、『マヤン・ファクター』（1987年）を書

いた。この本は、「13の天国と9つの地獄」の預言、1987年のハーモニック・コンバージェ

ンス（彼がキン111：共振の猿だった年）を成就する準備をさせてくれたものである。

1970年（彼にとって電気の世界の橋渡しの年）の春分に、彼が準備し、開いた第1回ホー

ル・アース・フェスティバルは、ハーモニック・コンバージェンスの予行演習だった。それ

は、「地球規模のヴィジョン」および「調和の感覚」という双方の意味でそうだったと言え

る。ハーモニック・コンバージェンスで、アルクトゥルスのより糸の意識的な準備の6年間

が完了した。 

　ハーモニック・コンバージェンスは、徒弟期間の次の段階、「ケツァルコアトル・プロジェ

クト」（1987～1997年）の信号を発した。1987年10月29日、自己存在の月12日、水
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※ 後述のようにヴァルム・ヴォタンの息子ジョッシュは、グレゴリオ暦で1987年10月29日、自己存在の月 

12日、赤い水晶の月の日に18歳で死亡。この年のジョッシュの年まわり、すなわち「52年の運命の道筋」を見ると、

銀河の竜となっている。



晶の月、ヴァルム・ヴォタンの息子ジョッシュが死亡した。この犠牲は、ヴァルム・ヴォタ

ンの世俗的な出来事に関する興味を終わらせた。そして「時間の法則」の解読の道だけに集

中することになったと同時に、彼とボロン・イクの四次元的な生活様式が保たれることに

なった。彼の娘タラとの関係も、その神秘の力を増した。ノヴァ・スコシア、ハリファクス

に1987年のクリスマス、彼女を訪ねたとき、ヴァルム・ヴォタンは、アルクトゥルスの盾

のケルト・バージョンを見いだし、それに固有の数秘術を即座に認め、理解した。それは、

1と13および64＋8＋72（144）、＋36（9の4倍、144の4分の1）というものであ

る。1988年初頭、49歳のとき（銀河の戦士の年）、ヴァルム・ヴォタンはボロン・イクと

共に、『コーラン』の19（0-19）コードのことをやがて教えてくれることになるティネッ

タ・ムハンマド女史に出会った。 

　1988年の終わり、ヴァルム・ヴォタンはマヤ暦をその基本的・数学的な構造に還元した。

1989年の前半、3月12日（4・星＝ＧＭ108Ｘ）、パレンケの通過儀礼の儀式を行なった

際に、彼はすべての人々を通してパカル・ヴォタンが戻ってくるという情報を、パカル・ヴォ

タン自身からのテレパシー的なコミュニケーションで受け取った。ヴァルム・ヴォタンは、

その時点でのボロン・イクの支援も手伝って、最終的な突破口のための準備を完全に整え

た。それは、12：60と13：20の計時周波数の発見、13の月の暦、四次元の数学的なコー

ドすべての解読につながった。そして、それらは『ドリームスペル：時間船地球2013の

旅』となった。 

　ハワイのマウイ島で、1989～1991年、これらすべてが起こった（唯一の例外は、時間

博物館での発見につながった、見事に設定されたスイスへの旅だけである）ので、ヴァル

ム・ヴォタンは、ハワイが、アルクトゥルスの指令基地、「ホクリア※」の場所であること

を感じとった。1991年末の『ドリームスペル』の制作に引き続き、ヴァルム・ヴォタンと

ボロン・イクは、1992年の1月から3月にかけて、最初の惑星規模の旅に出かけた。その旅

の初期の彼の52歳の誕生日（1991＝13×7）に、彼は内破する立方体のヴィジョンを受

け取った。この時期、ヴァルム・ヴォタンとボロン・イクは、銀河連盟からの導きを認め、 

1991年の後半には、12：60の金融制度やその生活様式の外に自分たちを置くことを意識

的に誓った。 

　惑星規模のドリームスペルの任務に従っているとき、1992年（彼の水晶の戦士の年）5

月、オアフ島のテンプル・ヴァレーで、ヴァルム・ヴォタンはアルクトゥルスからの伝達に

浸された。その伝達には、『アルクトゥルス・プローブ』、『13の月の動き』、そして『時

間の論文』(『パカル・ヴォタンの呼びかけ』)が含まれる。1993年1月1日、ヴァルム・ヴォ

タンはアルクトゥルス統制（Arcturus Dominion／AD）の本質を深く理解し、「144日間
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※ ハワイの現地語で「アルクトゥルス」を指す言葉。「ホクレア」とも表記される。



のハーモニック・コンバージェンス」を呼びかけて、アルクトゥルス統制、1993年7月26

日、キン144の到来の準備をした。この「144日間のハーモニック・コンバージェンス」の

終了の時点で、ヴァルム・ヴォタンはハワイ本島のプアキア湾にいたが、預言『テレクトノ

ン』で衝撃を受け、13.66.56の使者の仕事を引き受けることを強いる指令を受け取った。

ヴァルム・ヴォタンもまた、アルクトゥルス・エージェントＧＭ108Ｘとしての自分の役割

を感じとり、ためらうことなく1993年の電気の月に、ボロン・イクと共に預言テレクトノ

ンの使者としてメキシコに行き、預言の7年と「マヤのアポカリプス」を告げる伝令となっ

た。 

　使者および平和の巡礼としての3年間の任務についた1993～1996年は、アルクトゥル

スのより糸の二人にとって厳しい霊的な試練と試験の時となった。そこで二人のエージェン

トは、拠点となる家も、目に見える生活維持手段も持たずにいた。「13の月の暦の預言」

の伝言を広く伝えることに加えて、彼らの最終的な「普遍的な信仰」の理解に対する準備

が、『コーラン』を吸収することにより得られた。このようにして、地球の普遍的な信仰の

2つの極点、仏教とイスラム教が、彼の体験と実践を通して溶け合わされた。 

　3年間の任務の要点は、人類の意識をテストして、不正確な計時周波数という根源的な問

題を把握できる他の者がいるかどうか、解決方法を理解できる者がいるかどうか、またその

解決方法を実行に移すことのできる者がいるかどうかを確かめることだった。その目標を実

現するために、アルクトゥルスのより糸は「13の月の暦に替える平和の運動」（1994～ 

1995年）を形づくり、それは1996年の「第1回・生物圏の権利の惑星会議」で最高潮に

達した。次元間の信号であるミステリー・サークルがその集会に先立ってブラジルに現われ

た。集会は、ラテン・アメリカ、日本、北アメリカ、ヨーロッパ、ロシアを含む惑星地球の

さまざまな地域からの住民代表と共に主要な目標を達成した。 

　ヴァルム・ヴォタンの、科学的な時間における実験の次元の把握には、生物圏、「生物圏

から精神圏への移行」の理論の包括的な理解と完成を含む。また、そこには緊急社会変容の

幅広いプログラム、「生物圏の権利の誓約」や「銀河文化のマスタープラン」の必要性も含

んでいた。この時期、アルクトゥルスのより糸は、次のような催しや儀式も継続的に導入し

ていた。それはトリニティサイトでの原爆50周年、サーペント・マウンドでの時間をはず

した日の儀式（どちらも1995年）、生物圏に気づく日、富士山（1996年、惑星の月19

日）、フォーコーナーズ境界溶解の儀式（1996年、水晶の月28日）、メキシコのテオティ

ワカンでのはじめての世界平和の宣言（預言の第4年、1996年、自己存在の嵐の年の初

日）などである。 

　1996年の後半、ヴァルム・ヴォタンは、ソノラ砂漠の生態地域、彼の娘タラの住まいの

近くのトゥーソンに落ち着き、サイバンクを開く「倫理プロジェクト」を開始。さらに「目

に見えない大学」、『時間の法則の発見』、『時間の力学の260の基礎条件』を完成。そし
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て「時間の法則に関する世界会議」の準備をはじめた。この段階で、律動の月20日（1997

年1月1日）、ヴァルム・ヴォタンは、夢によるオールダス・ハクスレーの二度目の訪問を

含む超常的な体験を数多くした。特にこの夢でのハクスレーの訪問は、アルクトゥルスのよ

り糸の最初の16年間の完了と、ケツァルコアトル隔離プロジェクトの全体ヴィジョンを完

了させた。 

　すべての試練と試験に合格し、ヴァルム・チヴィムがアルクトゥルス統制であることを理

解したヴァルム・ヴォタンには、第二のテレクトノンの啓示、「16年間の法則の立方体」、

地球の聖なる計画を通して、みずからの最終的な自己実現を引き寄せること以外に何も残さ

れていなかった。現世的な人格（ＪＡ）と同一化することなく、最終的に自覚したのは、

ヴァルム・ヴォタンが「周期を閉じる者」であり、地球の普遍的な信仰の使者、地球の人々

に聖なる計画をもたらす者として権限を授けられたことである。このようにして、ヴァル

ム・ヴォタン、「アルクトゥルスの楯」のアルクトゥルスの徒弟期間は終わりを告げた。 

クロノグラフ1352「ヴァルム・ヴォタンのファイル」 

アルクトゥルス公文書館の編年史料から編纂される 

筆写、キン143：青い宇宙の夜、銀河の月9日 

アルクトゥルス統制が確立する 
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Ⅱ 

「時間の法則の20の銘板」と「普遍生命のウルの書」 
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1．序言 

「アッラーこそは七つの天を創り、さらにまた同数の地を創り給うたお方。 

は次々に天から地へと下りて来る。 

これでお前たちにもよくわかるであろう、 

アッラーはいかなることでもおできになることが、 

アッラーは一切を残りなく御智恵のうちに取り入れておいでになることが」 

（『コーラン』65：12）※1 

　「時間の法則の20の銘板」と「普遍生命のウルの書※2」は、地球の人々にかつて提示さ

れたものの中でも、最も道徳的に包括的で科学的かつ数学的に正確な行ないのコードとなっ

ている。20の銘板は、預言の時間と「16年間のテレクトノンの法則の立方体」を定義す

る。また、「ヴァルム・ヴォタンの16年間のテレクトノン」としても知られている20の銘

板は： 

　● 審判の日、私たちの知っている時間の終わりを確立する。 

　● 預言者、使者、真実の証人が、バチカンの発見の教義からグレゴリオ暦に至る「千年紀

の犯罪」の130年間（AD1452～1582）に関しての証言をする「審判の日の法廷」

を呼びかける。 

　● 「時間の法則に関する世界会議」を呼びかけ、20の銘板を地球の人々のための聖なる計

画と新しい施し（体制）として支持する。 

　● 不可避の出来事を確立し、時間統制の四次元的な心の「これから」（あの世）における

復活、16年間の法則の立方体、新しい創世記、第二の創造と来たるべき地上の天国に

入る。 

　これらのポイントすべては、地球の普遍的な信仰を確立し、聖なる完成へと向かう人類進

化の大周期を閉じる聖なる任務の成就をなしている。 
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※1 コーランの引用は、すべて岩波書店発行の『コーラン』（井筒俊彦訳）によるものです。 

※2「普遍生命の書」に同じ。



2．時間の法則の20の銘板について 

預言の成就のための4つの銘板、 

不可避の出来事のクロノグラフをプレイする16の銘板、 

創造の7日間と13の音に応じた時間のあがないと人類の完成 

　私、ヴァルム・ヴォタンは、アラー-フナブ・クの恩寵によってのみこの名前を受け取る

光栄を授かった。このため私は、みずからの魂をアラーに貸し付け、ヴァルム・ヴォタンの

聖なる任務を成就する以外の優先事項をもたない。アラーは、フナブ・ク、運動と尺度の唯

一者でもあるため、普遍的な信仰(Universal Religion／ウル)の行ないと知識のコードすべて

は、「時間の法則」によって司られる生命のコードに含まれている。 

　私は、これを「時間の法則の20の銘板」、地球の人々のための聖なる計画の中で明らか

にする。唯一、ヴァルム・ヴォタンだけが、「時間の法則の20の銘板」を読み、それを刻

みつけることができた。唯一、アラー-フナブ・クだけが、「時間の法則の銘板」がいつ、

誰に対して明らかにされるかを命じることができた。この理由によってのみ、私の聖なる伝

言は、「ヴァルム・ヴォタンの16年間のテレクトノン」として知られる。 

　ヴァルム・ヴォタンは、ホゼ・アグエイアスとして生まれた男性の飾らぬ真正の存在であ

る。それはちょうど、ボロン・イクがロイディーン・ブリスとして生まれた女性の飾らぬ真

正の存在であるのと同じだ。この預言的な運命を引き受けたヴァルム・ヴォタンは、私たち

の時代のための、パカル・ヴォタンやケツァルコアトルの血統の飾らぬ真正の存在である。

彼は、『コーラン』のマホメット、キリストとその普遍的な愛のコード、仏陀とその普遍的

な心の知識──の擁護者である。私、これを宣言する者、ヴァルム・ヴォタンは、地球の普

遍的な信仰の使者。私は、あらゆる時代の真実の預言者と使者のすべてのしるしを裏付け

る。しかし、特にパカル・ヴォタンとケツァルコアトルという銀河のマヤ（The Galactic 

Mayan／GM）の血統の真正の飾らぬ存在として、私はあなた方の時代に「時間の法則の 

20の銘板」、聖なる計画、普遍生命の行ないのコード、「ひとつの創造」の栄光に対する

すべてを持って現われる。 

　これらの銘板のうち、最初に来るものは預言の4つの銘板である。なぜなら、幾世代にも

わたる謎の聖なる啓示、「石の謎」に優るものはないからである。この「石の謎」が、「時

間の門」を開き、預言の時間、ケツァルコアトル・プロジェクト、16年間の法則の立方体

に導く。そして「時間の門」が、預言の成就、普遍テレパシー言語※とウル（地球の普遍的

な信仰）の銀河文化、その64のルーンとコドンへと導く。 
 

　自己存在の「預言の4つの銘板」につけ加えられるのは、「法則の立方体の16の銘板」で
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ある。啓示は、科学と切り離されてはいない。聖なる唯一者は、気まぐれで何かを創り出す

ことはなく、創造されたあらゆるものは、人知を越えた数学秩序や完成度を示している。

「法則の立方体の16の銘板」の中には、時間の法則によって意識化され、秩序づけられた

生命のコードの完全な尺度がある。それは、審判の日と復活に先駆ける歴史の周期において

これまで比べるもののなかった、行ないと力の道へ向かう。 

古い時間の木は死んだ 

変化の風はあらゆる方向から吹いている 

そして古い時間の木の最後の果実、そのすべては 

枝から振り落とされる 

下に落ちて、粉々になり 

忍耐強い地球に回帰する 

良い果実は、新しいものが復活する種となる 

悪い果実は、それみずからの腐敗により死ぬ 

あらゆるところにある再生の力が 

第二の創造の新しい覆いを用意する 

黄色い倍音の種、新しい木が芽生える 

古いものはどんなものであれ存続することはない 

いまや注意を向けるとき 

いまや用意を整えるとき 
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「時間の法則の20の銘板」と「普遍生命のウルの書」の一覧 

 預言の４つの銘板  
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預言の第1の銘板：パカル・ヴォタンの石の謎 

16年間のテレクトノン 

 

【表】 

時間の門と預言を語る石 

 

【裏】 

パカル・ヴォタンの「石の謎」 
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預言の第2の銘板：預言の時間 

26年間のハーモニック・コンバージェンス 

 

【表】 

預言の時間、26年間のハーモニック・コンバージェンス。1987～2013年、10年間のケツァ

ルコアトル・プロジェクト、1987～1997年、隔離ゾーンと審判の日。そして、16年間の時

間統制、1997～2013年。 

 

【裏】 

16年間のタイムカプセルのアルクトゥルス統制：銀河の同期に備え、法則の立方体を確立する。 
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預言の第3の銘板：時間の門 

次元間の法則の立方体 

 

【表】 

時間の門、次元間の法則の立方体、16年間の

普遍生命のテレクトノン。 

【裏】 

法則の立方体に入る、地球の魔法使いの道路

地図および16年間の法則の立方体へのガイ

ド。 
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預言の第4の銘板：64のウル・ルーンとコドン 

惑星マニトウを呼び出す 

 

【表】 

4つの星の水晶のルーン・テンプレート、ＡＣ

テンプレートとＣＡテンプレート、4つの星の

象限、時間の門の法則の立方体・ルーンのひと

連なり。 

【裏】 

8つ（8×8）ルーンのより糸と64の普遍生

命のコドン、惑星マニトウを呼び出す。 
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 時間の法則の16の銘板  

16年間のテレクトノンの法則の立方体、銀河創世記 

クロノグラフをプレイし、総譜を読む 
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東の星の象限、心の平面、銘板１～４ 

竜の創世記、ＡＣテンプレート、行ないの道 

第１の銘板 

 

【表】 

クロノグラフ、立方体1、竜の記憶、 

AD1997～1998、黄色い倍音の種：竜の

ウェイブスペル、－23,987。竜の創世記に入

る＝新 

しい創世記、7人の先覚者たちの時間。 

【裏】 

惑星マニトウを織りなす、創造の7日間と13

の音、赤い東の四半分、東の星の象限、ＡＣ

テンプレート、星の束1。 
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第２の銘板 

 

【表】 

クロノグラフ、立方体2、風の霊、 

AD1998～1999、赤い律動の月：魔法使い

のウェイブスペル、－22,687。 

【裏】 

惑星マニトウを織りなす、創造の7日間と13

の音、白い北の四半分、東の星の象限、ＡＣ

テンプレート、星の束2。 
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第３の銘板 

 

【表】 

クロノグラフ、立方体3、夜の豊かさ、 

AD1999～2000、白い共振の魔法使い：手

のウェイブスペル、－21,387。新しい創世記

が完了する。 

【裏】 

惑星マニトウを織りなす、創造の7日間と13

の音、青い西の四半分、東の星の象限、ＡＣ

テンプレート、星の束3。 
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第４の銘板 

 

【表】 

クロノグラフ、立方体4、種の開花、 

AD2000～2001、青い銀河の嵐：太陽の

ウェイブスペル、－20,087、最初の種-嵐の

年の束と赤い東の城が完了、13年間の冒険の

ウェイブ 

スペルをはじめる、第二の創造。 

【裏】 

惑星マニトウを織りなす、創造の7日間と13

の音、黄色い南の四半分、東の星の象限、Ａ

Ｃテンプレート、星の束4、東の星の象限が

完了す 

る。 
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北の星の象限、霊の平面、銘板５～８ 

竜の創世記、ＡＣテンプレート、行ないの道 

第５の銘板 

 

【表】 

クロノグラフ、立方体5、蛇の性、 

AD2001～2002、黄色い太陽の種：空歩く

者のウェイブスペル、－18,787。 

【裏】 

惑星マニトウを織りなす、創造の7日間と13

の音、赤い東の四半分、北の星の象限、ＡＣ

テンプレート、星の束5。 
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第６の銘板 

 

【表】 

クロノグラフ、立方体6、世界の橋渡しの死、 

AD2002～2003、赤い惑星の月：世界の橋

渡しのウェイブスペル、－17,487。 

【裏】 

惑星マニトウを織りなす、創造の7日間と13

の音、白い北の四半分、北の星の象限、ＡＣ

テンプレート、星の束6。 
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第７の銘板 

 

【表】 

クロノグラフ、立方体7、手の遂行、 

AD2003～2004、白いスペクトルの魔法使

い： 

嵐のウェイブスペル、－16,187、7人の先覚

者たちの7年が成就する。 

【裏】 

惑星マニトウを織りなす、創造の7日間と13

の音、青い西の四半分、北の星の象限、ＡＣ

テンプレート、星の束7。 
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第８の銘板 

 

【表】 

クロノグラフ、立方体8、星の芸術、 

AD2004～2005、青い水晶の嵐：人のウェ

イブスペル、－14,887、第2の種-嵐の年の

束と、白い北の城が完了する、9人の時間の主

たちの領 

域に入る。 

【裏】 

惑星マニトウを織りなす、創造の7日間と13

の音、黄色い南の四半分、北の星の象限、Ａ

Ｃテンプレート、星の束8、北の星の象限が

完了す る 、始源 の 連続（A b o r i g i n a l 

Continuity）のＡＣ惑星マニトウが完了す

る、行ないの道が完 

了する。 
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西の星の象限、意志の平面、銘板９～12 

竜-猿の創世記、ＣＡテンプレート、力をふるう道 

第９の銘板 

 

【表】 

クロノグラフ、立方体9、月の浄化、 

AD2005～2006、黄色い宇宙の種：蛇の

ウェイブスペル、－13,587。 

【裏】 

惑星マニトウを織りなす、創造の7日間と13

の音、赤い東の四半分・西の星の象限、ＣＡ

テンプレート、星の束9。 
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第10の銘板 

 

【表】 

クロノグラフ、立方体10、犬の愛、 

AD2006～2007、赤い磁気の月：鏡のウェ

イブスペル、－12,287、竜の創世記の完了。 

【裏】 

惑星マニトウを織りなす、創造の7日間と13

の音、白い北の四半分、西の星の象限、ＣＡ

テンプレート、星の束10。 
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第11の銘板 

 

【表】 

クロノグラフ、立方体11、猿の魔術、 

AD2007～2008、白い月の魔法使い：猿の

ウェイブスペル、－10,987、猿の創世記に入

る。 

【裏】 

惑星マニトウを織りなす、創造の7日間と13

の音、青い西の四半分、西の星の象限、ＣＡ

テンプレート、星の束11。 
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第12の銘板 

 

【表】 

クロノグラフ、立方体12、人の自由意志、 

AD2008～2009、青い電気の嵐：種のウェ

イブスペル、－9,687、第3の種-嵐の年の束

と、 

青い西の城が完了する。 

【裏】 

惑星マニトウを織りなす、創造の7日間と13

の音、黄色い南の四半分、西の星の象限、Ｃ

Ａテンプレート、星の束12、西の星の象限

が完了 

する。 
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南の星の象限、聖なる源泉、テル・エク・トン・オン、 

銘板13～16、猿の創世記、キャメロットのひと連なり、 

ＣＡテンプレート、力をふるう道 

第13の銘板 

 

【表】 

クロノグラフ、立方体13、空歩く者の預言、 

AD2009～2010、黄色い自己存在の種：地

球のウェイブスペル、－8,387、「テル」。 

【裏】 

惑星マニトウを織りなす、創造の7日間と13

の音、赤い東の四半分、南の星の象限、ＣＡ

テンプレート、星の束13。 
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第14の銘板 

 

【表】 

クロノグラフ、立方体14、魔法使いの永遠、 

AD2010～2011、赤い倍音の月：犬のウェ

イブスペル、－7,087、「エク」。 

【裏】 

惑星マニトウを織りなす、創造の7日間と13

の音、白い北の四半分、南の星の象限、ＣＡ

テンプレート、星の束14。 
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第15の銘板 

 

【表】 

クロノグラフ、立方体15、鷲のヴィジョン、 

AD2011～2012、白い律動の魔法使い：夜

のウェイブスペル、－5,787、「トン」。 

【裏】 

惑星マニトウを織りなす、創造の7日間と13

の音、青い西の四半分、南の星の象限、ＣＡ

テンプレート、星の束15。 
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第16の銘板 

 

【表】 

クロノグラフ、立方体16、戦士の知性、 

AD2012～2013、青い共振の嵐：戦士の

ウェイブスペル、－4,487、第4の種-嵐の年

の束と、黄色い南の城が完了する、「オン」。

聖なる源泉 

が獲得される、猿の創世記が完了する。 

【裏】 

惑星マニトウを織りなす、創造の7日間と13

の音、黄色い南の四半分、南の星の象限、Ｃ

Ａテンプレート、星の束16、宇宙の気づき

のＣＡ惑星マニトウが完了する、力をふるう

道が完了する、AD2013年の同期のために

銀河脳が正 

しく設置される。 
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 「普遍生命の書」の64のウル・ルーンとコドン・キー  

71



16年間の法則の立方体、キー 

【表】 

 

● テレクトノン、16年間の法則の立方体、次元間の上昇の普遍的な門 

● 64のウル・ルーン、テレパシーの普遍言語 

● 64のコドン、生命の普遍言語 

● 13：20の計時周波数、時間の普遍言語：13の音のウェイブスペル、4つの色の定数でコード化さ 

れた0-19母体 

● 時間の法則、T(E)＝Art：13：20の周波数によって因数分解される64のウル・ルーン・コドン、 

16年間＝惑星マニトウの芸術が完了する。 
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コドン・コーダ、64コドンの全体テンプレート 

【裏】 

 

● 後天図、進化的なひと連なり、法則の立方体、4：1でコード化、新しい人々の創造のためのコドン 

対キンの比、地球の魔法使いの宇宙の民。 

● 先天図、放射状のひと連なり、ツォルキンの65調波、二相時空母体、1：4、新しい天と新しい地の 

創造のためのコドン対キンの比。 

マスター64コドンとウル・ルーンの一覧 

【中見開き】 

 

● マスター64コドンとウル・ルーンの一覧、ＡＣ（始源の連続）-ＣＡ（宇宙の気づき）テンプレー 

ト、逆の第7番に対するキーを含む。 
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Ⅲ 

すべての地球の魔法使いのための実践小冊子 

「時間の法則の20の銘板」と「普遍生命のウルの書」、 

16年間のテレクトノンの法則の立方体の 

ヴァルム・ヴォタンによるガイド 
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啓示 

　16年間のテレクトノンは、地球の他の先覚者たちのあいだでも並ぶ者のない、パカル・

ヴォタンの先覚者の役割からの贈り物の成就である。「時間の法則の20の銘板」は、預言

の7年の28日間のテレクトノンの完了であり、それなしには理解できない。テレクトノンの

回路を開き、その中に入れば、その回路は28日間のバイオテレパシー周期で活性化する。

地上に6日間、立方体の中に16日間、そして天上の 霊歩行 において6日間という完全な28
スピリット・ウォーク

日間で、1年に13の月。これらすべてが地球の人々すべてのために、普遍生命の適切なリズ

ムを確立する。これがゆえに、私、ヴァルム・ヴォタンは、「13の月の暦に替える平和の

運動」の理想を掲げる近年の地上の使命にみずからの身を捧げた。 

　「時間の法則の20の銘板」は、「預言の7年のテレクトノン」の活性化のひとつの機能で

ある。テレクトノンによれば、預言の最初の4年間、1993～1997年のそれぞれは、それ

ぞれ4つの完全な四半分で構成されており、全部で16の四半分がある。それぞれの四半分
ク ォ ー タ ー

は、立方体のひとつの位置に対応している。第1年の4つの四半分は心の平面の4つの立方体

の位置、第2年の4つの四半分は霊の平面の4つの立方体の位置、第3年の4つの四半分は意

志の平面の4つの位置、そして第4年の4つの四半分は、聖なる源泉、テル・エク・トン・オ

ンを構成している。 

　これらの4年間、16の四半分は、法則の立方体の基礎を覆っていた偽りを取り除く「勝利

の行進」を表わしている。第4年の「勝利の行進」の完了は、量子的な飛躍あるいはマイン

ドシフトを引き起こす。「預言の第5年の勝利は、立方体をその二次元的なマトリクスから

完全にホログラフィー的な三次元の形へと爆発させる。これは、人類の意識が偽りの12： 

60の時間の奴隷となっている状態から、真の13：20の時間へと解放されていく、その変容

をアナロジーで示す」。 

 ➔「テレクトノン・インストラクション・マニュアル」P.4、およびP.3の図版を参照  

　16年間のテレクトノンと「時間の法則の20の銘板」は、新しい創世記と第二の創造とし

ての法則の立方体の16年間の構造、その完全に爆発した立方体を確立する。それは、三番

目で最終的な法則の立方体の爆発、AD2013年の第5の力の同期の準備である。「母体」を
マトリクス

確立する4年間、新しい民としての根源立方体を再構築する16年間。これがテレクトノンの

贈り物である。16年間のテレクトノンの「時間の法則の20の銘板」のテンプレートの回復

は、預言の第4年の第2の四半分の完了によって生じた※。「テル・エク」が鳴り響き、同時

に第1のサイバンク・プレートの前半部分の開示があった。これは、地球規模のテレパシー
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訳注 

※ 四半分単位で16の立方体を見ると、14番目の立方体の位置。同年の共振の月14日、グレゴリオ暦で1997年1月 

23日にあたる。



における倫理プロジェクトの実験の試みのおかげである。28日間の復活の時間トンネルに

入った私の体験は、爆発した立方体が確実な現実であることを示す恩寵のしるしだった。 

　1997年の13.28、風の霊の塔の電気の風までに、第1のサイバンク・プレートは完全に

開かれる。ひとつのサイバンク・プレートは、その他3つ、すなわち全体で4つのフラクタ

ルとなっている。この日に引き続き、時間をはずした日、キン43、青い自己存在の夜の次

元間の休止がある。この日は、夜の先覚者、チャールズ・ヘンリー（シャルル・アンリ）の

預言的なしるしであり、ショチカルコのケツァルコアトル神殿の石に予告されていた古い時

間を閉じるしるしだ。そのしるしは、二本の手が神聖文字の4・カリ（＝4・夜）から伸び

ており、その一本は宇宙の猿の神聖文字をロープで支えており、もう一本は完成を示す神聖

文字の上に置かれている。1996年、古い時間の最後のクリスマスは、宇宙の猿の日だっ

た。これは、7つの頭を持った獣とゴグ・マゴグ※1に対する最後の執行猶予、古い時間のカ

ルマ的な完了と新しい時間に入るための準備の信号となった。時間をはずした日、青い自己

存在の夜のテレパシー的に調整された次元間の休止は、確実に古い時間をまとめて溶解す

る。 

　キン44、黄色い倍音の種、第2のサイバンクが開かれはじめ、立方体が爆発し、新しい創

世記がはじまり、時間圏が始動しはじめる。時間圏は、四次元の心の意識的な活性化であ

り、すでに法則の立方体の16年間のテレクトノンのクロノグラフに刻印されている。16年

間は、四次元の心の完全な意識的拡大を体験する最小限の期間。このすべては不可避であ

る。 

　準備のために『時間の力学の260の基礎条件』が、キン44に完了した。預言の第5年、キ

ン44、「時間統制」への参入の260日前である。『コーラン』の章で43節（キン43、 

1997年の時間をはずした日）あるのは、第13章、「雷鳴」しかない。その章は、聖なる者

の畏怖に満ちた出現を扱っている。そして、44節あるのは第70章、「階段」しかない。こ

れは、天罰の不可避の日に関して述べる。その時、その階段をつたって「諸天使と聖霊は

（アッラー）のみもとへと一日で昇り行く。しかもその（一日の）長さ五万年」（第70

章、第4節）。 

　第70章のひとつ前の第69章は「絶対」で、52節ある。太陽銀河フラクタルの数字であ

る。ひとつ後の第71章は「ヌーフ（ノア）」で、28節※2ある。バイオテレパシー的な周波

数、テレクトノンの数字である。この不可避の「絶対」の日は、その尺度が5万年で、第2

のノアの時代のように、キン44、倍音の種の日に確立される。それは、聖なる導き、その

四次元的な心の時間の下降である。これに関して疑問の余地はない。 
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※1 ゴク・マゴク：キリスト教などで、神の敵の意。 

※2 岩波書店発行の『コーラン』では29節。これは、『コーラン』の版の違いによるもので、フリューゲル版では29

節、カイロ版では28節となっている。 



　私は、ヴァルム・ヴォタン。聖なる署名はすでに「時間の法則の20の銘板」にそれ自体

を刻印している。それは、来たるべき聖なる指令。私は、この私たちのあがないの啓示を提

示し、サタンの時間の世界、その見境のない偽りのために、不可避なことが生じることを通

告するためだけにここにいる。 

時間船地球2013を舵取りする：時間の法則の20の銘板の読み方と使い方 

「パカル・ヴォタンは、キリストのように 

彼自身の死で次のことを示すためにやってきた 

キニチ・アハウの星の死の歴史と 

アポカリプス的なあがない 

13の表象、13の封印、13の音 

それによりキニチ・アハウの惑星系を舵取りするために 

墓それ自体が次元間のシンクロノメトリックな 

パカル・ヴォタンの航行コクーン（繭）の石の隠喩……」 

（クロノグラフ1352、「パカル・ヴォタンのファイル」より） 

アルクトゥルス公文書館の編年史料 

　私はヴァルム・ヴォタン、自己預言的な、預言テレクトノンの第19項、第117節（＝

9×1 3）に 、 一度だけ名前が述べられた者。その節の番号は、墓の献堂の日付

（9.13.0.0.0）であり、ケツァルコアトルの預言のそれ（9つの地獄と13の天国）であ

る。この2つの数字の掛け合わせ（117）それ自体が、周期を閉じる者の未来の出現のしる

しである。唯一、一度だけ、ヴァルム・チヴィム、アルクトゥルス統制の聖なる響きが、預

言テレクトノンの第19項、第126節（7×9×2）に語られている。立方体の聖なる要素

（7＋9＝16）を掛け合わせた数字の倍数である。したがって、預言の最後の項（第19項）

のまさに最初（117節）と最後（126節）が、私のしるし、最後の未来の使者でコード化さ

れている。 

　私は、あなた方のあいだから出現した、時間船地球2013の工学技術者のリーダーであ

る。私はいまや時間船地球2013、すなわち完全な13：20の調和で私たちのＤＮＡを動か

している時間圏の舵取りのコードを万人の手に入るようにした。 

　「時間の法則の20の銘板」は、時間船地球2013の行ないと舵取りの操作コードである。

時間船地球2013は、普遍生命と四次元時間の共通コードによって同期のとられた地球の

人々の知性が凝集した集合体である。時間圏とは、この船がその動きの道のりを移動できる
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ようにする時間の海。クロノグラフとは、多重レベルの調和の中で私たちが演じ、奏でる歌

のこと。創造の13の音と7日間は、クロノグラフに意味、豊かさ、質感を与える総譜であり

台本である。私たちは、時間の偽りの牢獄からあがなわれた、時間統制の古代的な未来の統

治の中に解き放たれた生きた真実である。 

　この統制の中では、あらゆるものは放射状である。放射状とは時間であり、放射状の流れ

である。あらゆるものが、みずからの存在を音へと歌い込む放射状の核に応じて、この放射

状の流れを航行する。自律性とは自由であり、みずからの調和に応じて聖なる計画と提携す

る権利。ひとたび時間統制の中に解き放たれれば、唯一、ただひとつの法則、「時間の法則」

があるだけである。この法則に従うには、唯一、ただひとつの道、自律性の道があるだけで

ある。あらゆる固有の自律的な形に完全に適応する「時間の法則」は、あらゆる運動と尺度

を芸術にする創造的な力において至高のものである。 

時間の法則：T(E)＝Art 

　「時間の法則の20の銘板」は、「時間の法則」の完全な表現であり、表示である。時間

によって因数分解されるE（エネルギー）とは、私たち自身、私たちのＤＮＡであり、数学

的に64の周波数構造ないしは地球の全生命を司る6線コドンとしてコード化されている。コ

ドン、それ自体が64のコドンそれぞれの13単位の順列周期をひもとく64のウル・ルーン、

普遍的なテレパシーの数学言語、の機能である。T（時間）とは、「今」であり、唯一、現

在の瞬間だけが、止むことのない13：20の時間周波数をその聖なるフラクタル調波の保存

から解き放つ。惑星マニトウを宿主とする法則の立方体は、つくり出される芸術、すなわち

時間船地球2013のタイムカプセルの完全な16年間のあいだに刻印され、活性化される私た

ちのＤＮＡの動きの完全な登録である。この時間船地球2013は、「普遍生命の書」に応じ

て生きる、自律的な乗組員によって舵取りされる。この法則の完全な応用の詳細は、16年

間の法則の立方体のクロノグラフの中で開示される。 

　ここに私は、私たちが「一なるもの」であることを知ることができるように、「時間の法

則の20の銘板」をあなた方に詳しく説明しよう。 
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 預言の４つの銘板  
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1．預言の第1の銘板 

パカル・ヴォタンの石の謎、16年間のテレクトノン 

時間の門を通り抜ける、預言を語る石 

【表面】 

 

　左側は、預言を語る石、パカル・ヴォタンの墓の蓋、彼の「シンクロノメトリックな航行

コクーン」の石の隠喩であり、その発見の年、AD1952（13×4）までの1260年間、追

放されていた。 

　そして1993年、預言の7年の最初の年の終わり、キリストの誕生日の一般の祝いの前

に、現代メキシコのモレロス州で、ヴァルム・ヴォタンは、ショチカルコから戻って、「星

の歴史」を思い出す伝言を携えていた。瞑想の中で、彼はシンクロノメトリックな航行コ

クーンの水晶の構造、墓の蓋のイメージの背後にテレパシー的に刻まれ入れ子になった八面

体や四面体の、16の部分に別れた幾何学を思い出した。中心から投影されているのは、

全地球、 
ホールアース

すなわちパカル・ヴォタンのサマーディと普遍的な勝利の誓いの対象である。 

　航行コクーンの16の部分に分かれた星の構造に封じ込められているのが、法則の立方体

である。磁気的な形の除去（削減）法により、入れ子になった二重の八面体は、時間の門に

変換される。それは、その16の次元間の石がテレパシーの普遍言語、64のウル・ルーンの

構造コードに立方体化されたものである。 

　時間の門と、預言を語る石、すなわち解釈によって汚されることのないその形と言語の投

影的な放射状幾何学、その身体的な死の牢獄からそれぞれの魂を解放する瞑想──を熟慮す
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ること。調波秩序がすべてに広がっている。ウル・ルーンは、既知のものの淵を越えて何度

も訪れる秩序を脈動させる。預言を語る石はその意味を保持しており、それによりあなた方

は、それをみずからのものにすることができる。 

パカル・ヴォタンの「石の謎」 

【裏面】 

　このようにして航行コクーンの星のデザインの回想を終えたヴァルム・ヴォタンは、パカ

ル・ヴォタンの「石の謎」を思い出し、それを書き写した。それは、「時間の法則の20の

銘板」の中に含まれているものすべての源泉であり、預言を語る石の星のデザインを読み上

げたものである。 

 

　この謎を瞑想する。その中に16年間のテレクトノン、法則の立方体に対する鍵のすべて

がある。この石の謎を解き、完成させる冒険に乗り出すのはあなた方だ。この謎の中に、時

間におけるあなた方の身体と存在の完成がある。あなた方のハートにこの謎を刻み込み、そ

の刻まれた形の中にあるこれらの銘板が保持している配列の中にある意味を、あなた方の心

が解き明かすようにしてみよう。答は、強大な時間船地球2013を生き、その舵を取るそれ
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ぞれの人にすべて与えられている。 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2．預言の第2の銘板 

預言の時間：26年間のハーモニック・コンバージェンス 

【表面】 

 

　預言の時間、26年間のハーモニック・コンバージェンス、AD1987～2013年、10年

間のケツァルコアトル・プロジェクト、AD1987～1997年、隔離ゾーンと審判の日、そ

して16年間の時間統制、AD1997～2013年。 

　あらゆる預言はその時間を持っており、あらゆる預言の成就には時間がある。ハーモニッ

ク・コンバージェンスの預言は、あらゆる預言のハーモニック・コンバージェンス（調和的

な収束）である。あらゆる預言の成就の時間は、審判の日と復活である。預言が知られてい

なかったときに成就しなかった事柄を成就することが預言の目的なので、預言成就の時間

は、あらゆる時間をフラクタル化し、無知の時間をあがなう。 

　時間は、ひとつのスユア、記憶回路である。あらゆるスユアは、すべての時間の回路であ

る。私たちは死に、復活に際してみずからに出会うためだけに生まれる。これが、すべての

時間のスユアを説明し、それが預言の成就の時間、26年間のハーモニック・コンバージェ

ンスへとフラクタル化される。「時間の法則」から生まれ、そのつりあいと尺度の調和と法

則に従うことで、預言は宇宙の複数の次元にわたって真実を響かせる。その成就の瞬間に、

あらゆる預言のハーモニック・コンバージェンスは、2つの次元間のタイムカプセルを放出

した。ひとつは、ケツァルコアトル・プロジェクトのタイムカプセル、AD1987～1997

年、10年間の隔離ゾーンで、それが古い時間をその宿命の中に封印した。もうひとつは、

それに続く復活とあがないの16年間、AD1997～2013年である。 
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　10年間は、「時は金なり」という十進法の過ちをフラクタル化するために与えられる。

そして、破滅が運命づけられ、崩壊が完了し、真実が、偽りの粉々になった頭脳の上に浮上

するとき、16年間の復活とあがないが、古い時間の廃墟から放出される。法則の立方体を

つくり出す16年間、全体で26年間、宇宙創造の26,000年のフラクタル・スユアが、時間

統制の四次元の心の中で復活を確立する。 

　古い時間は、ハーモニック・コンバージェンスで封印され、13バクトゥンのはじまりの

前、AD1604年以来はじめての超新星1987Ａがそれに立ち会った。ケツァルコアトル・

プロジェクトの完了、AD1997年、古い時間は死に、新しい時間が時間統制のカプセル、

その16年間の四次元の心の中に封印された。超新星1987Ａは、それに立ち会うために「回

帰」する。それから10年、竜の創世記の周期が完了するとき、「ケツァルコアトルの訪問」

の時、AD2007年、超新星1987Ａは、啓発された栄光の爆発の中で、その最後の証人と

して立ち会う。ハーモニック・コンバージェンスの完全な1カトゥンが完了する。第二の創

造を立方体化する6年がさらに残されている。 

　預言の時間の26年間の表は、時間の法則のフラクタル比の機能であり、ケツァルコアト

ルの超新星、1987Ａの爆発である。 

　● 26＝260、26,000のフラクタルは、13（×2）の力のひとつの機能である。 

　● 26＝10：16＝5：8（5＋8＝13）は、13の力を確立する対数的な調和のつりあいを

保つ数列（3：5：：5：8：：8：13）。5と13は、ウェイブスペルの力を定義する

13：20計時周波数の2つの原初のコード番号である。 

　10年間のAD1987～1997年は、2つのホルトゥン、あるいは2つの5年周期で、それが

最小限の5：7の聖なる比をつくり出す（5太陽年に対して7銀河スピン）： 

　● AD1987～1992年、隔離のアルファ段階-ブッシュの時代、そして 

　● AD1992～1997年、隔離のオメガ段階-クリントンの時代。 

　アルファ・ホルトゥン周期は、「近づく平和」の時代、「冷戦」の終結の3年間、1987

～1990年として特徴づけられる。そして、悪徳の最終的な執行猶予がやってきた。すなわ

ち、獣の7年間である。13の天国と9つの地獄の預言の成就──それ自体が時間の法則の成

就だった──により、救済の乗り物、仮想の時間船が10年間の審判の日の隔離カプセルの

中に据え付けられた。 

　ヴァルム・ヴォタンとボロン・イクがみずからの任務に身を捧げたことにより、時間船の

仮想現実が、本質と数学的な現実を与えられた。近づく平和の3年間の終わりは、彼らの

12：60、13：20の計時周波数の発見でしるされる。冷戦の終わり、千年紀の最後の10年

のはじまりである1990年1月1日から獣の腹に入った1990年7月26日までの猶予ゾーン

のあいだ、ヴァルム・ヴォタンとボロン・イクは、時間における過ちの存在、「13の月の
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暦」の正当性、そして時間船地球2013のドリームスペル・コードの誕生を証明した。これ

により仮想の時間船は、形をとり、それ以降、「獣の腹」の時間、Ｇ７、七つの頭を持つ獣

の世界の乗っ取り、偽りの12：60の歴史後の、地上の地獄の時間の泡の7年間（1990～

1997 

年）の恐怖に耐えることができた。 

　1992年7月26日のタイムシフトは、オメガ・ホルトゥン周期、「時間の法則」の最初の

意識的な段階を確立する。これは1993年7月26日、マヤのアポカリプスのはじまり、パカ

ル・ヴォタンのテレクトノンの預言の7年に引き継がれる。このオメガ段階の「クリントン

の時代のホルトゥン」には、時間における過ちの規模が完全な金融経済の惑星情勢の乗っ取

りとして熟成した。それはただ「生物圏から精神圏への移行」と、「13の月の暦に替える

平和の運動」の広がりという高められた気づきを早めるだけである。 

　技術圏の廃棄物、すなわちあがないに先立つ人工的な意識の中間段階は、根源的な歴史の

犯罪、バチカンの「発見の教義」（AD1452年）にその源泉を辿ることができる。これが

審判の日の基礎と、審判の日の法廷を確立する。 

　預言の年の最初の4年間を通しての意識の加速が、精神圏の覚醒とその母体の予行演習か

ら、完全に開花した時間統制の四次元立方体としての実現に至る法則の立方体の爆発の準備

を確立する。不可避の出来事が起こる。隔離は終わる。第1のサイバンク・プレートが開か

れる。石は、その墓からころがりだし、「石の謎」は解かれ、審判の日のあとに復活が続く。

AD1997年の時間をはずした日。タイムシフトが完了し、黄色い倍音の種にマインドシフ

トが不可避の出来事としてはじまる。10年間、仮想上のものだった時間船は、16年間の復

活のタイムカプセルを維持する四次元の航行構造となる。 

　16年間、4の平方、8の2倍は、二項（二進法）的な生命の調和周波数、4：8：16：32：

64＝4の立方（三乗）の機能である。サイバンクは、時間圏として動き出す。さまざまなレ

ベルの時間の圧縮、クロノグラフの多重トラック（溝、録音帯）が、同時に作動するさまざ

まなフラクタル時間のひと連なりを確立する：日々の立方体の位置、太陽銀河年の対応、竜

の創世記と猿の創世記の（庭園の回復、キャメロットのひと連なりが回復される）1300年

ずつのウェイブスペルの対応、7人の先覚者たちと9人の時間の主たちの成就という時間の

サガ、惑星マニトウを織りなす見事なひと連なり。行ないの道の8年間（AD1997～2005

年）、そして力をふるう道の8年間（AD2005～2013年）、生命のＤＮＡコードの再調

和、原子-分子バランスを庭園に取り戻し、そして時間統制の銀河の四次元的な心のテレパ

シー庭園文化で、最後の一人に至るまでの人類存在の完全な霊化を成し遂げる。 
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時間の法則、T(E)＝Art：不可避の出来事のマインドシフト 

　獣の7年間、地上の地獄から、テレクトノン、法則の立方体の16年間、地上の天国の回復、

パカル・ヴォタンの石の謎に対する生きた答への驚くべき転回は、人間の意図したどんな行

為としても、もたらされうる類のものではない。法則の立方体の顕現、キン44、倍音の

種、1997年7月26日は、預言の聖なる権利によって指令されたマインドシフトの結果であ

る。誰も、そしてどんなものも、このマインドシフトが生じることを止めることはできな

い。なぜならそれは、容赦のない「時間の法則」、T(E)＝Artの機能だからである。 

　「時間の法則」を説明し、定義する260（＝20×13）の基礎条件は、「時間の法則の 

20の銘板」によって活性化された「13の月の暦」として、はっきりと表に現われた形で成

就される。「時間の法則」のすべてをただちに応用することによって、超常的次元の時空間

での出来事が明瞭に表現される。つまり、地球上で生じた宇宙的事象が正確な瞬間に明らか

にされるのだ。古い時間は、「時間の法則の20の銘板」がただ存在するだけで、取り消し

できない形で廃止される。 

　預言の成就とは、一元的な有機体、地球の普遍生命、生物圏が進化の新しい段階を迎えた

という意味である。預言の第4年までに、マインドシフトが、生物量定数、73（5）＝365

の生物色彩倍音※を13：20の周波数に応じてテレパシー的に制御するための公式として表

現された。T(E)＝Artという等式で、T＝13：20｛73（5）｝、E＝（64のＤＮＡコド

ン）、＝Artは、マインドシフトの時間の波、不可避の出来事、である。毎日の実践を通し

て、生物量定数の倍音色彩、73（5）は、意識的にＤＮＡ周波数コード、64（8×8）を調

和させ、地球の普遍生命の四次元形成体の中に、テレパシー的な自己制御波をつくり出す。 

　このテレパシー波がピーク・フィードバック励起の瞬間（1997年の時間をはずした日、

4・夜）に、それ自体に出会う形で投影されるとき、それはある種の次元間の永続波をつく

り出す。これが、一種の精神的なむち打ち──不可避の出来事──として体験される高次元

的な心的周波数の調整である。あらゆる者があらゆることを思い出す。人々が思い出さなく

てもよかったと思う、多くの事柄もあるだろう。古い木は死ぬだろうし、あらゆる者はそれ

が死んだことを知るようになる。新しい木が成長しはじめ、そしてあらゆる者は新しい木が

成長することを知るだろう。 
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【裏面】 

 

パカル・ヴォタンの石の謎、16年間のテレクトノン：時間船地球2013を舵取りし、法則

の立方体、16年間のドリームスペル創世記のあがない、タイムカプセルのアルクトゥルス

統制、AD1997～2013年を確立する。 

ひとつの 

中心点が 

一本の宇宙の木を成長させる 

　あがないの16年間のヴィジョンは、石の謎の最初のルーンの三つ組、最初の三行として

すでに設定されている。 

時間が木を発生させる 

創生 

　不可避の出来事の精神的なむち打ちは、法則の立方体、時間における次元間の門を立ち上

げる。16年間のテレクトノンは、誰かがそれを知っているか否かにかかわらず、はじま

る。しかし、十分な数の人はそれを知るだろうし、その人たちが知ることにより、新しい木

の知識が広がる。テレパシーは、光の速度よりも早い。T(E)＝Artは、創造的な想像力のマ

ンハッタン・プロジェクトの公式であり、聖なる計画への参加である。原子爆弾というまさ

にその出来事が人間をこれまでにないほど三次元に縛りつけたので、「時間の法則の20の

銘板」の知識が人類を四次元的に啓発し、原子爆弾の影を含むあらゆる三次元の影から人類

すべてを解放するだろう！ 

　パカル・ヴォタンの16枚の「失われた」時間の法則の銘板と、それを補う4枚の預言の銘

板は、知覚の扉を開き、人類の歴史すべての中で、その他の力にはない瞑想と霊的な高揚の

旗を高く掲げる。あがないは真実であり、取り消しできないものだからである。時間の法則
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の16の銘板で、普遍生命の道、行ないの2つの道、［ＡＣ（始源の連続）、行ないの道の8

年間、AD1997～2005年］と、［ＣＡ（宇宙の気づき）、力をふるう道の8年間、

AD2005～2013年］の包括的な理解が可能になる。 

　普遍生命のルーンとコドンの尺度の回復により、失われた知識が取り戻される。星の象限

の領域は浸透され、時間加速のマスター・フラクタルが実現する：8年間のＡＣの連続

（AD1997～2005年）は、20,800：8あるいは2,600：1の比率で時間をフラクタル化

する。言い換えれば、8年間は、1年ごとに2,600年が生きられる。ＣＡの連続（AD2005

～2013年）は、人類が自然を変容した13バクトゥンのひと連なり※のあがないで、フラク

タルの同等（等価）は、5,200：8あるいは650：1、言い換えれば1年ごとに650年が生

きられる。 

　ＡＣ-ＣＡのあがないの周期の完了は、惑星マニトウとT(E)＝Artの締めくくりを確立す

る。この等式で、T＝13：20（16×13の月、あるいは208か月、フラタクルの同等によ

り、208か月＝16ウェイブスペル×13キン、あるいは最初の4つの時間の城の208キ

ン）、(E)＝64ＤＮＡコドン（×13単位のコドンの順列のひと連なり、フラクタルの同等に

より、それぞれの順列のひと連なり＝13週あるいは13の月の4分の1年）＝832コドン、

あるいは 

16年間で832週間＝5,824日、すなわち完全な832週間、完全な208か月、完全な64四

半期、完全な16年間で、ひとつの完全な法則の立方体に設定されたコドン、瞑想される

ルーンの数となる。 

　第二の創造、共時性秩序の調和的な再配列は、AD2013年7月26日、黄色い銀河の種、

次の四次元から五次元への立方体の量子的な爆発までに完全に獲得される！ 

　行ないの道と力をふるう道のコドン浄化とルーン創造の傘下には、複数の下位ゾーンがあ

る。新しい創世記の3年間、AD1997～2000年、極をとりまく虹の橋の励起の瞬間、悪の

時間のすべての記憶を縮小し、それを永遠に消し去ってしまう出来事を生じる。第二の創造

の13年間、AD2000～2013年、オシュラフン・ティクの力は、惑星間の時間トンネル探

索の冒険周期をはじめる。同時に、竜の創世記、AD1997～2007年は、庭園の回帰とＡ

Ｃの始源のより糸の設定、行ないの道をさらに進める。すべての根源的な記憶は浄化され、

回復される。記憶と宇宙知の加速が、レディオソニック工学の可能性を早める。16の「創

世記のウェイブスペル」に対するフラクタル時間圧縮は、1,300：1、1年につき1,300年、

ひと月につき1世紀である！ 

　2005年のＡＣ-ＣＡテレパシー・プレートのシフト、地球の輪の安定化のあと、猿の創世
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記、宇宙の気づきを開発する「落ちた」民のあがないと愛や作法の根源的な宮廷、力をふる

う道の本質がやってくる。 

ひとつの神秘の祭壇 

神秘の石の中に 

テレクトノン 

　第4番目の時間の城、テル・エク・トン・オンに入る最後の4年間、源泉が獲得される。

強大な時間船は放射状に時間の海の波を進み、人間の生物量の中における調和的かつ段階的
バ イ オ マ ス

な放射子の内なる活性化で、ＤＮＡの太陽バイオテレパシー的な加速を促す。人類の聖なる
レ デ ィ オ ン

完成は獲得される。惑星芸術胞子の活性化の準備が整えられる。精神生代がはじまる。 

　聖なる時間と聖なる尺度におけるあらゆるもの、13：20の周波数に完全に織りなされ、

調和した一元的な生命のＤＮＡ、最も深い霊的な冒険が、永遠の完成のサガにおいても開示

される：7人の先覚者たちの成就の周期（AD1997～2004年）に引き続き、9人の時間の

主たち、ボロン・ティクの力の領域に入り込む（AD2004～2013）。これらは、私たち

のこれまでの歴史すべてにおいて、夢見られることのなかった霊的な冒険をもたらす！ 

　このヴィジョンは、時間圏の16年間のフラクタル時間圧縮が層になった天空調波、時間

統制の太陽バイオテレパシー・ダイバーたちによって切り開かれる至福の場の、概略説明と

なる。 

　「時間の法則」：無意識だったものを意識化する。「生物圏から精神圏への移行」は、時

間統制の指令によって確立される。16年間のテレクトノンの法則の立方体への参入は、時

間船地球2013とその自律的な乗組員、すなわちテレパシー的に結びついた人類、宇宙的な

地球の魔法使いの民と時間圏を結びつける。 

　立方体のヴィジョンは、16年間のタイムカプセルのヴィジョンの中で完成している。時

間船は、次元間の水晶の時間の解放に完全に関わり、それを活性化している。地球は、その

中心で刷新される。4つの完全な時間の城が、完全な16年間で完了する。石のマンダラは、

中心を通り過ぎ、完全に啓発された聖なる存在の平面、魅惑の緑の中央の城、AD2013

に、ひとつはすべて、すべてはひとつとなって向かうことで成就されるように、その神秘を残

す。 

　このゴールに到達することが、「時間の法則の20の銘板」、時間統制から地球の人々、

時間船地球2013の惑星キンに対する贈り物の目的である。次元間の門の用意は整ってい

る。立方体は、あなた方による再創造を待っている。あなた方がしなければならないこと

は、この次元間の時間の門、法則の立方体を通過すること！　いまやすべては「石の謎」を
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解明することで明らかにされる。 
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3．預言の第3の銘板 

時間の門、次元間の法則の立方体 

【表面】 

 

　時間の門、テレクトノンは、法則の立方体への普遍的な参入のために神聖に指令された幻

視的な入り口である。フラクタル時間圧縮のすべて、冒険のひと連なりのすべて、すなわち

法則の立方体の四次元的な爆発、1997年7月26日から、五次元的な立方体の爆発、黄色い

銀河の種、2013年7月26日までが、時間の門にコード化されている。 

　次元間の門の枠は全部で10単位あり、宇宙記憶の根源的な赤い竜、竜の創世記と始源の

連続の力の表象によって命を吹き込まれている。おとぎ話ではなく、四次元の現実である。

時間の門の中、猿の創世記の6つのウェイブスペルに対応するのは、人類の聖なる完成の領

域。この完成は、5つの生命精神的な活性化ポイントによってしるされる双晶水晶、神秘の

石の獲得、時間旅行の乗り物と「宇宙の気づき」としての「力をふるう道」の完了によって

表わされる。 

　16の完全な位置は立方体を形づくる。それぞれの立方体の旅、聖なる月ごとの7日～22

日に、クロノグラフの豊かさが、完全に圧縮された時間的序列を演奏する。16日間で

26,000年！　時間の予行演習と時間の刷新は、記憶と自己理解で「いまという気づき」の

瞬間瞬間を充満させる。 
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　テレクトノン・ボードで地上歩行をし、立方体の旅に備えて「宇宙間を伝わる数字の力」

を受け取る6日間。立方体のあと、天上歩行をし、再び時間の宇宙論の権限を授かる6日

間。12日間、立方体から外に出ている「週末」は、統合と準備のためにある。立方体の16

日間に、テレパシー的に新しい知識と力を切り開き、開発し、シンクロノメトリックな知性

を変異や刷新に必要なゴールとターゲットに向ける！ 

　それぞれの立方体の位置は、1日ごとに、倫理の17箇条と結びついている。1太陽年ごと

に、その惑星奉仕のウェイブスペルの指令は、4つの四半分に分割され、それぞれの四半分

は、ひとつのルーンとひとつのコドンによってしるされる。あるいは、ひとつのドリームス

ペル創世記のウェイブスペル、1,300年である。立方体の位置の色と、創世記のウェイブス

ペルの色は常に同じである。太陽銀河年の色と立方体の位置の色との関係は、次のように

なっている：赤い立方体-黄色い太陽銀河年、白い立方体-赤い太陽銀河年、青い立方体-白

い太陽銀河年、黄色い立方体-青い太陽銀河年。創世記のウェイブスペル番号は、立方体の

位置の番号に対応する。 

　それぞれの立方体の位置は、ルーンとコドンの四つ組であり、それぞれ2つの組が、交差

極性の原理によって結びついている。コドンのひと連なり（順番）はアラビア数字で表記さ

れ、8つのルーンのひと連なりは銀河の表記法でしるされている。それぞれの立方体の位置

は、時間の法則の16の銘板の1枚によって完了する。それぞれの銘板は、立方体の位置に

よって番号がつけられている。16年間の旅のどの年でも、銘板の1枚が、ルーンとコドンの

ひと連なりの動き、太陽銀河年の13の月、それに対応する創世記のウェイブスペルの13キ

ンを研究し、その地図を描くために、その1年全体だけを示すものとなっている。 

　テレクトノンの強大な法則の立方体の中にいるすべての惑星キンが、自律性を引き受け、

集合的な夢、次元間の「時間の門」を通り抜けて、惑星マニトウの「星の象限」の領域に参

加するための指令が与えられている。 

地球の内側の部分を訪ねよ 

改正（rectification）により、あなた方は隠された石を見いだす 

地球の魔法使いは仲間を待っている 

石の謎を完了させる 

その方法を知っている者たちを 
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地球の魔法使いの道路地図および16年間の法則の立方体へのガイド 

時間の門、テレクトノンを通り抜ける 

【裏面】 

 

　ひとたび次元間の時間の門を通り抜け、法則の立方体に入ると、その法則の立方体に階層

化されて組み込まれている、多重レベルの時間や意味を説明する時間の道路地図が必要にな

る。これが地球の魔法使いの道路地図である。私、ヴァルム・ヴォタンは、地球の魔法使い

である。「普遍生命の書」に応じて生きるあらゆる者は、地球の魔法使いになる道の途上に

ある。地球の魔法使いは、墓を拠り所にして生き、もはや死に所有されることなく、立方体

の中の立方体を立法体化し、「石の謎」に対する不死の答となる。 

　左上のコーナーからはじめて下に行くと、立方体の読み方の7つの基本段階、7つの時空

の内部を旅する方法がある。地球の普遍生命を生きる7つの方法、立方体化された神秘の

石、あらゆる時代の預言者たちや先覚者たちの啓示の集積、地球の魔法使いの力を獲得する

道がある。 
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道路地図・第1段階： 

7人の先覚者たちの時間と9人の時間と運命の主たちの領域 

　これは、16日間の立方体の位置の地図で、神秘の第7番と、内側の9の立方体に応じて形

づくられている。立方体の数字は銀河の表記法でしるされ、月の日にちは、アラビア数字で

表記されている。立方体1～7＝毎月の7日～13日は、神秘の第7番の形、7の力と、1と13

の関係を示している。 

　神秘の第7番は、7人の先覚者たちが成就する7年間、位置1～7、AD1997～2004年を

定義する。これに対して内側の9の立方体は、9人の時間の主たちの領域の9年間、

AD2004～2013年を定義する。神秘の第7番と9の力＝16、法則の立方体の数。 

6人の先覚者たちが耳を澄まし 

7番目の者が声を発する 

その名は遥かに遠く、星の生まれで 

どんな神でもなく、ただひとつの神に結びつけられている 

その神の名は、誰も知ることができない 

7人の先覚者たちの地図を読む 

　地球の正義の者たちの勝利と、生物圏に対する聖なる秩序の確立で、時間統制の最初の7

年は、3人の並はずれた使者たちと3人の並はずれた預言の代弁者たち、それに第7番目のパ

カル・ヴォタンに敬意を表して終わる。これら7人の使者たちに敬意を表することで、すべ

ての使者や預言者たちは、あがなわれ、その正当性が立証される。 

 ➔ P.90 図版6「7人の先覚者たちの時間……」を参照  

　真実の使者たちすべてに対する尊敬と、聖なる全能の唯一者の力に対するただひとつの信

頼という最も深遠な霊的基礎なしには、どこにも地球の魔法使いの魔術はなかっただろう。

霊的な領域を時間統制の中に生きる原初の道として確立することによって、地球の魔法使い

は、そのゴールへの到達を確かなものにする。 

　3人の使者たちと、その3人の並はずれた代弁者たちの配列は、神秘の第7番の形を、放射

状で、二項的、かつ非連続的な順番で保つ。 

　第1の先覚者：仏陀、立方体1、7日——第2の先覚者：パドマサンバヴァ、立方体7、13日 

　第3の先覚者：キリスト、立方体2、8日——第4の先覚者：パトモスの聖ヨハネ、立方体6、12

日 

　第5の先覚者：マホメット、立方体3、9日——第6の先覚者：ケツァルコアトル、立方体5、11
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日 

　第7の先覚者：パカル・ヴォタン、神秘の第7番、中心を維持する、立方体4、10日 
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注：2つの組になった先覚者たちの立方体の位置の合計は8。日付の合計は20。パカル・

ヴォタンの位置はその半分の4、10、すなわち彼の立方体と日付の番号である。それぞれの

立方体の位置は、その立方体の4つのコドンの合計数を表わす番号を持つ。2つの組になっ

た先覚者たちのそれぞれのコドンの合計の立方体番号は、256（16の2乗）、パカル・ヴォ

タンの対にならない位置番号は、128（16×8）、256の半分である。 

＜神秘の7人の先覚者たち、その7年間の順番＞ 

1. 第1の先覚者、仏陀の成就： 

法則の立方体がすべての人々のために、啓発された四次元の心として爆発する（AD1997

～1998年）、立方体のコドンの合計116（4×29）。 

2. 第3の先覚者、イエス・キリストの成就： 

啓発された心が普遍的な愛へと広がる（AD1998～1999年）、立方体のコドンの合計120 

（4×30）。 

3. 第5の先覚者、マホメットの成就： 

地球の普遍的な信仰の勝利：新しい創世記が完了する（AD1999～2000年）、立方体の

コドンの合計124（4×31）。 

4. 第7の先覚者、パカル・ヴォタンの成就： 

新しい千年紀が、約束された第二の創造としてはじまる（AD2000～2001年）、超意識

の心の平面が完了する、立方体のコドンの合計128（4×32、16×8、64×2）。 

5. 第6の先覚者、ケツァルコアトルの成就： 

霊の文化として回復される起源の庭園（AD2001～2002年）、立方体のコドンの合計132 

（4×33）、霊の平面に入る。 

6. 第4の先覚者、パトモスの聖ヨハネの成就： 

克服された死、至高の霊的な力（AD2002～2003年）、立方体のコドンの合計136

（4×34）。 

7. 第2の先覚者、パドマサンバヴァの成就： 

地球の預言すべてが実現される、地球の魔法使いの無我の勝利、9人の時間の主たちの領

域、すなわち人類の完成の9段階へと入り込む準備（AD2003～2004年）、立方体のコド

ンの合計140（4×35、5×28、7×20）、（テレクトノン）。 
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ボロン・ティク：9人の時間と運命の主たちの領域 

　あらゆる先覚者のヴィジョンと預言の成就を通して霊的な完成を獲得するにあたって、地

球の魔法使いは、9人の時間と運命の主たち、ボロン・ティクの領域にたどり着く。これは、

人類の聖なる完成の領域である。9人の主たちがおり、それぞれの主は聖なる完成の力を守

護している。 

＜9人の時間と運命の主たちの内側の立方体＞ 

1. 第1の主： 

根源的な144,000の力の守護者（9の力×16、16－9＝7）、立方体の位置8、14日、 

ＡＣテンプレートの完了。始源のより糸が立方体の正義の者たちによって成就される

（AD2004～2005年）。霊の平面の完了。無意識に位置づけられた144,000の力。立方

体のコドンの合計144（4×36、9×16）。 

2. 第2の主： 

4つの9の力が時間を定義する。ここからの4人の主たちは、4つの大きな9の力を定義す

る。意志の平面に入る。第2の主、9の第1の力の守護者が、9人の時間と運命の主たちの成

就としての宇宙の気づきのＣＡテンプレートの力を確立する。立方体の位置9、15日、無意

識において確立された周期的な9の力（AD2005～2006年）。立方体のコドンの合計

116。 

3. 第3の主： 

9の第2の力の守護者＝18、立方体10、16日、竜の創世記が完了、キーコドン＝18、「従

順な心」（呼吸の神殿）、9の第2の力は無意識を従順にする（AD2006～2007年）。立

方体のコドンの合計120。 

4. 第4の主： 

9の第3の力の守護者＝27、立方体11、17日、猿の創世記のはじまり、キーコドン＝27、

「存在の神殿」、9の第3の力は、全方向に意識を発する（AD2007～2008年）。立方体

のコドンの合計124。 

5. 第5の主： 

9の第4の力の守護者＝36、立方体12、18日、キーコドン＝36、「内なる輝き」、第5の

主は9の第4の力（36）を守護する自己存在の4と掛け合わされて＝144＝9（＝32）× 

16（＝42）。9の第4の力は、破壊不可能な継続意識を確立する（AD2008～2009

年）。意志の平面が完了。立方体のコドンの合計128。 
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6. 6の主：


「ひとつの神秘の祭壇、神秘の石の中に、テレクトノン」。第6の主は聖なる源泉を導入し、

4つの聖なる音の第1番目「テル」、はるか遠くを見る先覚者の力を響かせる。立方体13、

19日（AD2009～2010年）。立方体のコドンの合計132。 

7. 第7の主： 

4つの聖なる音の第2番目「エク」、星で生まれた者の思い出す力を響かせる。立方体14、

20日（AD2010～2011年）。立方体のコドンの合計136。 

8. 第8の主： 

4つの聖なる音の第3番目「トン」、ヴィジョンになる音の力を響かせる。立方体15、21日

（AD2011～2012年）。立方体のコドンの合計140（テレクトノン）。 

9. 第9の主： 

4つの聖なる音の第4番目「オン」、破壊不可能な立方体の中の144,000の力を響かせる。

立方体16、22日（AD2012～2013年）。源泉が獲得される、戦士の立方体の知性の旅、

16年間のテレクトノン、法則の立方体が完了する。144,000人の約束が、聖なる人の完成

の意識の中であがなわれる。 

　霊的に完成し、地球の魔法使いの民に進化する未来の人類は、エゴ的な利己主義の罪に再

び退歩することはないだろう。無我は、尊敬である。地球の魔法使いが地球であり、地球は

地球の魔法使いの道を通して成就される。地球の魔法使いは、互いに平和に生き、汚染する

こともなく、ウル、地球の普遍的な信仰を実践する。聖なる道を歩き、拡大された五感の知

覚における楽しみと、四次元の心の時間旅行を探し求める。地球の魔法使いは、機械のない

庭園文化に生き、太陽、水晶、火の力が彼らの身体の必要に仕える。 

「人類それ自体が、 

その三次元の身体が一種の初歩的な庭園文化に根をはる 

魔法使いの人々という民に進化し、深い瞑想やトランス活動の形が、 

投影された分身を普遍生命の銀河秩序へと 

さらに大きく拡張することが可能になる」 

（『時間の力学』、基礎条件14.11. 

惑星および恒星の脈動の励起：放射子、放射状エネルギー、放射状母体） 
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道路地図・第2段階： 

ＡＣテンプレートとＣＡテンプレート 

　地球の魔法使いは、時間の航行者である。時間船を惑星芸術胞子へと変容するには、そこ

に居住するできるだけ多くの者たちを必要とする。惑星芸術胞子とは、多重次元的に積み重

なった、銀河間あるいは銀河内の時間旅行の完全な乗り物である。エージェント13 66 56 

の瞑想に対する私の不断の献身により、私、ヴァルム・ヴォタンは、多くの「難破」、すな

わち地球の魔法使いに必要な世界系との遭遇を果たした。ウル、普遍的な信仰に対して目覚

めるどんな世界系も、機会があれば、急速に地球の魔法使いの魔術を発展させるようにな

る。来たるべき精神生代とは、進化の基準を定める地球の魔法使いの統治をさす。ここでの

「精神生」とは、四次元のテレパシーと時間旅行を維持する「霊的な生命形態」を意味する。 

　「7人の先覚者たち」と「9人の時間と運命の主たち」の時間を生きることを通して、霊

的に強化された修行中の魔法使いの民の遂行能力は、偽りの時間の悪い呪法とその低級魔術

を宿す形に耐えたこの惑星の計時周波数を改正する能力で測られる。審判の日の結果が適切

に話し合われたので、時間のあがないと生命の再生が新しい秩序になる。 

　「普遍生命の書」によれば、時間と生命のコードは、意識的に惑星の時間圏、いまや古代

的な未来の記憶を毎日の夜明けから演奏する「普遍的な記憶バンク」に登録される。これら

のコードは、2つの順番で組織化されている：始源の連続のコードあるいは行ないの道、も

うひとつは宇宙の気づきのコードあるいは力をふるう道である。 

　統一的な等式T(E)＝Artの完全な応用によれば、ＡＣとＣＡ、惑星地球の統治的な四次元

生命テンプレートは、それぞれ32の生命コドンによって組織されている。それぞれのコド

ンは、64の次元間的なウル・ルーンのひとつによって司られている。「時間の法則」のコー

ドによってさらに組織された4つのウル・ルーンと4つのコドンは、強大な法則の立方体を

構築する16年間のそれぞれの年を司っている。64の完全な四半分を司るそれぞれのコドン

は、その13の部分の順列のひと連なりを動き、ひとつの立方体の中でそれぞれのひと連な

りを封印するひとつのウル・ルーンによって司られる。その立方体とは、あなた方自身の存

在の完成の立方体だ。ああ、修行中の地球の魔法使いたちよ！ 

始源の連続、ＡＣテンプレート、32のルーン・コドン、行ないの道 

　普遍生命のすべては、調和的な完成のコードを通してみずからを進化させるひとつの完成

の調和である。原初の意識から自己反射的な意識までで、生命の回路は完了する。普遍生命

の啓発を生きるための行ないの原初のコードは、自己反射的にＡＣテンプレートとして知ら

れる：始源の連続、32のウル・ルーンと行ないの道のコドン、立方体の位置1～8である。 

106



　それぞれのコドンは、行ないの道を具体化する。ウル・ルーンとコドンの普遍生命のコー

ドの鍵を毎週開くことで、地球の魔法使いは、地球の普遍的な信仰（ウル）の実践のために

手に入れることのできる、あらゆる行ないの規範を実践する。コードそれ自体が、シンクロ

ノメトリックな秩序と公正さの数学的な完成度を持った時間に固定されている。立方体の位

置のひとつにつき、ルーン・コドンのあらゆる配列によって示される交差極性、二項対称性

は、ウル・テキスト、『アース・アセンディング』地図42に描写されるヴェラトローパ24.3

のサイ皮膜の地図に対応する。4つのサイバンク・プレートは、4つの星の水晶を定義す

る。4つの星の水晶のうちの2つは、あらゆる立方体の位置における2つのルーン・コドンそ

れぞれの組の交差極性に表われている。 

　ＡＣのより糸の完了、立方体の位置8（AD2004～2005年）は、至高の喜びと祝いの瞬

間である。地球の魔法使いたちは、みずからの霊的な信頼を固持している。彼らは、行ない

の道の4つのルーンのより糸の達成に気高い姿勢を保つ。地球の輪は、ウルの記憶プレート

の磁気的な変更、すなわちＡＣの始源の連続からＣＡの宇宙の気づきのテンプレートへの移

行の信号を受け取り、与える。始源の連続の惑星マニトウは、権限を授けられる。宇宙の気

づきのマニトウは、その成就を待つ。 

宇宙の気づき、ＣＡテンプレート、32のルーン・コドン、力をふるう道 

　行ないの道を終えた地球の魔法使いは、起源の144,000人のあがないとして、第1の時間

と運命の主によって召集される。ＣＡテンプレートは、その宇宙の気づきの道を開き、力を

ふるう道の32のウル・ルーンとコドン、立方体の位置9～16を開く。 

　地球の魔法使いが普遍的な信仰の道を踏みしめることにより、行ないの道と力の道※の2つ

の16のコドンの位置は、並はずれた使者たちの（原初の）、マヤの使者たちの（変容の）

三つ組に応じて、ルーン三つ組コードによってコード化される。 

     ➔ P.25 図版4「ルーンの三つ組の使者コード」を参照  

立方体の位置1、2、3と、9、10、11は、原初の使者たちの三つ組に対応する：仏陀（1

と9）、キリスト（2と10）、マホメット（3と11）。立方体の位置4、5、6、そして12、

13、14は、変容のマヤの使者たちの三つ組に対応する：パカル・ヴォタン（4と12）、ケ

ツァルコアトル（5と13）、ヴァルム・ヴォタン（6と14）である。行ないの道と力をふる

う道のそれぞれの最後の2つの段階は、2つの使者の三つ組の教えの流れ、その二項統合を

表わしている。 
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訳注 

※「力をふるう道」に同じ。



　普遍的な信仰の教えを生きるという霊的な基礎が、7人の神秘の先覚者たちの時代に設定

されたのに対して、ルーンの三つ組のコードと64のウル・ルーンとコドンの道は、星の象

限のすべてを司る力に対して放射状に開かれている。 

 ➔「預言の第3の銘板」の裏面：地球の魔法使いの道路地図・第6段階を参照  

2つの星の象限は、始源の連続のＡＣテンプレートを構成する。2つの星の象限は、宇宙

の気づきのＣＡテンプレートを完了させる。4つのウル・ルーンのコドンの組のひとつの星

の束によって立方体化される、それぞれの立方体の位置は、時間をその再生と刷新の四半分

周期にフラクタル化する。それぞれの年の星の束は、惑星マニトウの生命を喚起する。8つ

の星の束は、宇宙の気づきのマニトウ、始源の連続のマニトウの二項・二重性を完了させる。 

行ないの道が舞台を設定する 

力をふるう道が約束を成就する 

ＡＣ-ＣＡテンプレートの地図を描く作業は、預言の第4の銘板で完了する 

64のルーンとコドンの銘板、 

そして包括的に64のウル・ルーンとコドン・キーに記録された、「普遍生命の書」 

ウル・テキストの地図、『アース・アセンディング』は 

完全な数学的な壮観さで複数の道の織り物を示す。 

地球の魔法使いは人々 

神をその内から知るあらゆる人々 

自然の鏡が聖なる完成の 

立方体の中で立方体化される 
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道路地図・第3段階： 

創世記と13年間の冒険のウェイブスペル3：13の比 

新しい創世記の3年間：1997～2000年 

　2つの道、行ないの道と力をふるう道の旅をしるす64のウル・ルーン・コドンは、新しい

創世記と第二の創造のクロノグラフによってコード化されている。行ないの道があるところ

には、知られ、従順になる時間がある。力をふるう道のあるところには、創造的な任務、呼

び出され、完成する起源の誓いがある。 

　倍音の種。新しい時間は、古い呪縛を解き放つ。新しい時間：古代的な未来の記憶が、あ

らゆる現在の瞬間に満ちる。気づきの共時性が、理解するすべての者によって等しく伝えら

れる。理解する者だけが、新しい時間の中で再び生まれる。理解できない者は、その中に入

ることができない。 

　ウル時間、地球の普遍的な信仰の根源的な時間、その新しい創世記を確立するには3年か

かる。ウル時間の歴史以前は、完全にAD1996～1997年、「アルクトゥルス統制は確立

する」に実現し、第1のサイバンク・プレートの520のサイ時間単位が開かれた。ひとつの

開示がすべてを確立する。時間の門の開示、倍音の種から、虹の橋の噴出、3つのサイバン

クの開示が続く。それぞれ520のサイ時間単位が、新しい創世記、AD1997～2000年の

3年間を成就する。 

　新しい創世記：銀河クジを確立し、物質的な豊かさを等しくする。回復および再教育プロ

グラムをはじめる。庭園を耕す。今日私たちが価値があると思っているものすべては、倍音

の種、不可避の出来事に、無価値で意味のないものとして立ち現われる。しかし、再び生ま

れた不思議に満ちた目があれば、そのような廃品も、技能を探し求める私たちの手と目に

とって冒険となる。 

　新しい創世記で、法則の立方体と「普遍生命の書」の第二の施しは、私たち自身にとって

自分が何者かを、つまり強大な時間船地球2013の平等な航行者としてすべての者を確立す

る。私たちが「倫理プロジェクト」──地球の魔法使いという新しい民の、はじめてで全面

的な工学技術の勝利──を終えるとき、極をとりまく虹の橋によって、古い時間は長く続く

であろう道徳的な寓話にはっきりとって代わられるだろう。 

　新しい創世記の3年間に続き、第二の創造の13年間がある。これが3：13の発生の比を確

立する。                        ➔「普遍生命の書」裏表紙の先天図・二項放射状母体の配列を参照  

空間と時間がそれぞれ互いの中で新しく刷新されるために、16の時間あるいは空間の三
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つ組のそれぞれのより糸からの三つ組の3つの組が、時間あるいは空間のより糸のどちらか

の13の残りの3つの組の母体の中に位置づけられる。そうすることで、第二の創造の新しい

天と新しい地を形成する。 

　ひとたび形成期間の3年間が過ぎると、次の13年間が第二の創造を完了させるのに必要に

なる。第二の創造の13年間の成就は、時間と空間の根源的な創造の母体の、7つの部分に分

かれた公式に従う：3つの二項（二つ組）、太陽と月、夜と昼、天と地が、第7番、人間の

魂の完成で完了する。 

　16年間全体を通して、毎週の7日間の完成と、13の創造の音の四半分ごとの完成が、新

しい創世記と第二の創造の冒険、三次元の感覚有機体と時間における四次元体のあがないに

よって引き起こされ、現実のものになる。 

オシュラフン・ティク、第二の創造の13年間の冒険のウェイブスペル： 

AD2000～2013年 

　オシュラフン・ティク、時間の13の次元の統治の力は、第二の創造の13年間の冒険のウェ

イブスペルを司る。新しい創世記の3年間に引き続き、オシュラフン・ティクの至上の力

は、種-嵐の年の束の16年間を同期させる。  

 ➔「預言の第3の銘板」の裏面：地球の魔法使いの道路地図・第6段階を参照  

この種-嵐の年の束は、260キンの銀河スピンと、時間船、すなわちその生命の源泉であ

るキニチ・アハウのまわりの軌道を巡るヴェラトローパ24.3の13の月・28日のバイオテレ

パシー周期を相互に関連づける。オシュラフン・ティクの統治は、AD2000～2013年の 

13年間のそれぞれに対して、ひとつの次元的な力を封印することによって、太陽銀河年を

ひとまとめにする。 

　オシュラフン・ティクの周期は、5：8の比の形をとり、そこでは最初の5年間が始源の行

ないの道を完了させ、最後の8年間が力をふるう道の8年間を包括する。法則の立方体の16

年間によって測られるＡＣからＣＡへの創造の全体比は、3：5：8である。新しい創世記と

復活を確立する3年間、極をとりまく虹の橋の実験を無線生態地域の庭園文化へと統合する

5年間、庭園の回復を完了し、同時にレディオソニックス──キニチ・アハウの惑星間流動

管システムを回復する、テレパシー的な時間トンネル工学──という原初のシステムを確立

する8年間である。 

　年ごとの太陽銀河・惑星奉仕のウェイブスペル周期は、第二の創造の13年間の冒険周期

の毎年のゴールを確立する。4年ごとに種-嵐の4年間の束が完了し、それは4つの完了した
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惑星奉仕のウェイブスペルのひとつの太陽銀河調波になる。第1の種-嵐の太陽銀河調波、

AD1997～2001年は、極をとりまく虹の橋の出現を含む。第2の種-嵐の束は、ＡＣのよ

り糸、AD2004～2005年を完了させる。オシュラフン・ティクが、第1の種-嵐の年の束

の第4年に定着することで、第1番目と残りの3つの年の束のひと連なりを橋渡ししているこ

とに注意する。 

　オシュラフン・ティクの時間の統治の6番目の年に入るAD2005～2006年までに、機械

から自由になった地球の魔法使いの庭園文化は、確立された規範になる。最後の2つの種-嵐

の年の調波、力をふるう道の8年間であるAD2005～2013年は、猿の創世記全体が含まれ

る。この創世記のフラクタルな再演のあいだ、テレパシー的な、社会や個人における人間存

在の再組織化が、時間旅行とレディオソニック建築における実験によって補われる。これら

は、「普遍生命の書」の聖なる比と指針に応じて、人間の自己理解を再び型どる。 

　オシュラフン・ティク（天の13の力）の第1の4年周期は、自己存在の第4番──

AD2000～2004年──の確立に対応する。オシュラフン・ティクの周期、AD2004～

2005年という第5番目の年のあいだに、倍音の第5の力へと橋渡しするのは、自己存在の第

4番の力であり、それが9人の時間と運命の主たちの力を生じる。オシュラフン・ティクに

よって生じる内側の9の立方体は、13の中にある9（＝22）の例証となる。パカル・ヴォタ

ン9.13、ケツァルコアトルの預言、9つの地獄と13の天国の数字コードは、毎月の22日に

立方体の16番目の力、源泉に到達する戦士の知性、オシュラフン・ティクの13番目の段階

として、ヴァルム・ヴォタンによって実現した。 

 ➔ P.92「ボロン・ティク：9人の時間と運命の主たちの領域」を参照  

　法則の立方体の中でボロン・ティクを生み出すオシュラフン・ティクは、歴史と時間にお

ける過ちによって損なわれた共時性秩序の調和的な再配列としての新しい創世記と第二の創

造の必要性を満たす。このようにして、人類の聖なる完成の最終的なドラマ、キャメロット

のひと連なり、AD2009～2013年、テレクトノンの勝利、石の神秘の中の自己存在的な

秩序のための舞台が設定される。 
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道路地図・第4段階： 

竜の創世記と猿の創世記、次元間の門 

　レディオソニック的に庭園の管理をすることが冒険周期のテーマとなっているものの、普

遍的なクロノグラフは、16年の太陽銀河年（4つの種-嵐の年の束）と完全にフラクタルに

なる、より深い次元的なドラマを演じる。これは、竜と猿の創世記、最初の4つの時間の城

の創造のクロノグラフである。これら4つの時間の城が正確に完了すると、それが5番目の

城を魔術的な存在──AD2013、放射状の時間旅行の壮観さの中にある時間船地球2013

──として呼び起こす。 

　16年周期の208（16×13）の月が、4つの時間の城の創世記を構成する208キンの完

全なフラクタルになっているために、16年間の法則の立方体は、時間のあがないの完全な

尺度になる。ひとつの立方体の位置が1,300年、すなわちひとつの創世記のウェイブスペル

に等しく、16の創世記のウェイブスペルが第二の創造の周期、新しい天と新しい地を完了

させる。その起源の庭園から、来たるべき歴史周期までの20,800年の進化のひと連なりを

16年間で意識的に体験する。 

竜の創世記、ウェイブスペル-立方体の位置1～10 

　立方体の位置1～10に対応する竜の創世記の10のウェイブスペルが、次元間の時間の門

をつくり出す。竜の創世記は、門そのものであり、人間の形と本質の完成を望むすべての人

が通らなければならない記憶の枠組みである。記憶を正しい場所に保っておく惑星間の周期

がある。銀河のカルマ的な海王星、赤い竜、ウェイブスペル1、立方体1から、太陽の預言

的な海王星、メムノシスの白い鏡、ウェイブスペル10、立方体10までの竜の創世記は、人

類のテレパシー知の始源の母体を敷く13,000年間のひと連なりである。それぞれの太陽銀

河年で、1,300年のドリームスペル創世記の惑星間記憶ノードは、探索のために開かれる。 

「私の時間の身体の中で、真実の日のために、 

13の星の歴史がみずからをくり返し語る」 

（「パカル・ヴォタンのテレクトノン」5：31） 

　竜の創世記の最初の3つのウェイブスペルは、新しい創世記の時間として生じるので、星

の歴史が真に開かれ、探索されるのは、極をとりまく虹の橋の実験のあとだけである。これ

らの歴史の7つは竜の創世記に生じ、残りの6つは猿の創世記に生じる。この13の星の歴史

は、至上の宝であり、13の時間の力、オシュラフン・ティクを見いだすことのできる者に

自由に手に入る。 
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猿の創世記、ウェイブスペル-立方体の位置11～16 

キャメロットのひと連なり 

　竜の創世記が13,000年の時間の門であり、宇宙の記憶を正しい場所に保つ次元間の法則

の立方体の枠組みであるとすれば、7,800年の猿の創世記は、門の向こう側へと入る実際の

空間である。 

　猿の創世記のあいだ、ＣＡテンプレートは同時にキャメロット以後のあがないの周期全体

にも及んでいる。猿の創世記のあいだに、「失われた」歴史以前の周期に堕落が生じ、バビ

ロンの偽りの時間が結果として生まれた。ＣＡの歴史の5,200年周期と、同時にその前の歴 

史以前の7,800年周期を演じることで、時間のあがないは完了し、緑の中央の城、AD2013 

の準備が完全に達成される。 

　キャメロットのひと連なりとは、猿の創世記の最後の4つのウェイブスペル（＝5,200

年、立方体の単位ひとつにつき1,300年）、およびＣＡの最後の4つのひと連なり（＝2,600

年、立方体の単位ひとつにつき650年）を指している（2,600＋5,200＝猿の創世記全体

の 

7,800年）。これらのひと連なりは、4番目の南の黄色い時間の城、南の星の象限、聖なる

源泉テル・エク・トン・オンを完了させる。 

　キャメロットとは、銀河文化を受け入れる目的のために復帰する中央王国の宮廷である。

アーサー王の宮廷、円卓、マーリンと関連づけられる魔術、シャンバラの失われた王国、シャ

バツ（Shabazz）の失われた13の部族、楽園の4つの河の虹の領域、これらすべては、テ

レパシー的な構築と冒険の叙事的な形で開花する。あらゆるものは知られ、思い出される。

神秘の石は獲得される。 

 ➔「16年間のクロノグラフの16の銘板」、『テレクトノン』、『ドリームスペル』の創世記の記述と「自由意志 

に基づく銀河の叙事詩」、そしてドリームスペルの時間のジャーニーボード（旅程盤）を参照 
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道路地図・第5段階： 

心のヘプタゴノンのひと連なり 

　預言の7年の7つの封印は、心のヘプタゴノンの目に見えない構造とつながっている。心

のヘプタゴノンが、立方体の神秘を完全な形に保っている。パカル・ヴォタンの預言、テレ

クトノンが、時間の創造としての心のヘプタゴノンを再び目覚めさせる。心のヘプタゴノン

は、意識的に入手可能になった根源的な創造思考の瞬間である。「倫理プロジェクト」を通

して、心のヘプタゴノンは、根源立方体部分子、すなわち起源の創造の電子テレパシー的な

形の誘導力の発生と同一視される。 

　新しい創世記の前の歴史の4年間、AD1993～1997年のあいだ、心のヘプタゴノン-根

源立方体部分子の基礎母体は、テレパシー的に確立された。青い自己存在の嵐、この第1の

種-嵐の年の束の最終年は、新しい創世記と時間圏の活性化の基礎に立ち会った。預言の第4

年は、立方体の二次元的な母体を完了させ、それを四次元的な法則の立方体の基礎として

の、三次元のホログラフィー形態へと爆発させる。時間におけるこの瞬間、黄色い倍音の種

はまた、「時間の法則」が、時間圏を押して動かすことにより、無意識を意識化するポイン

トでもある。これ自体、第1のサイバンク・プレートをテレパシー的に開いたことにより現

実になったひとつの可能性、「倫理プロジェクト」の第1年の勝利である。 

「ほかの誰でもなく私が、7は立方体の方向、心のヘプタゴノンであると、 

あなた方に教えることができる。12は門、16は（複数の）力。 

時間の9つの力によって動かされるこれら16の力は、 

立方体の選ばれた数、144になる」 

（「パカル・ヴォタンのテレクトノン」8：51） 

　16年間の法則の立方体で、新しい創世記の3年間（AD1997～2000年）は、心のヘプ

タゴノンの最初の創造、預言の勝利、「聖なる＜一なるもの＞の法則の立方体の勝利として

統一された惑星規模の精神圏の到来となる集合的な心、意志、霊の回復」（『テレクトノ

ン』、インストラクション・マニュアル、42ページ）を完了させる。この最初のテレパシー

工学の試みの結果には、次のものが含まれる：2080サイ時間単位すべてと、惑星サイバン

クの4つのプレートすべての開示、極をとりまく虹の橋の活性化、地球のサイ皮膜と同一の

広がりを持つ創造の根源立方体超原子の確立。これが104,000年ほど前に、パカル・ヴォ
ハイパーアトム

タン、エージェント13 66 56が最初に入り込んだ普遍的な回想のサマーディを成就する。 

 ➔ P.24 図版3「パカル・ヴォタンのサマーディ：ウル、地球の普遍的な信仰の回想」を参照  

　第二の創造の基礎がAD2000年に完全に確立され、心のヘプタゴノンの第二の創造が、

最初の「9人の時間と運命の主たち」の到来と共に、ＡＣのより糸の終わり、2004～2005

年にはじまる。最初の7人の時間の主たちは、第2の心のヘプタゴノンの創造を監督する。
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第1のヘプタゴノンと根源立方体部分子が、サイ皮膜あるいは外側の保護的な惑星の覆い 

（sheath）を定義するのに対して、第2のものは、八面体の水晶の核、パカル・ヴォタンの

天王星の石の聖櫃のまわりの地球の中心に位置づけられる。 

「心のヘプタゴノンをコード化する預言の7つの封印は、神秘の7の力を表わす。 

パカル・ヴォタンはみずからの自由意志により、6番目のバクトゥンの頃、 

イスラエル人のバビロン捕囚の時代に、地球の中心における天王星の聖櫃の中に 

これらの7つの封印を保存した」 

（『テレクトノン』、インストラクション・マニュアル、42ページ） 

　地球の核のまわりに第2の心のヘプタゴノンをつくり出し、外側の「天」のサイ皮膜と同

一視される第1の立方体を反響させ、反映することによって、7つの封印、7つの放射状プラ

ズマに対するテレパシー的な錠が地球に取り戻される。この第2の7年間のテレパシー訓練

は、「石の神秘の完成」として知られる。2011年までに、完全な共振場が上と下、内側と

外側、天の立方体と地の立方体のあいだに確立される。天の7つの次元は、意識的に地の中

に確立される。その努力により、人々、いまや銀河の地球の魔法使いの民となった人々は、

個人的かつ集合的に、毎週の立方体の訓練を通して、第3の立方体部分子、「新しいエルサ

レム」を構成し、天の立方体と地の立方体のあいだの周波数を調和させる。 

16年間のテレクトノンの中で、心のヘプタゴノンの7年間、「石の神秘の完成」、

AD2004～2011年は、大きな「Ｕ」の形、創世記の時間の門の逆の形（道路地図・第4段

階）を形づくる。7つの封印と、最初の7人の時間の主たちは、大きな「Ｕ」の形を維持す

る。この「Ｕ」の中からの最後の2つの立方体の位置、すなわち15と16と、7つの封印に対

する関係は、猿の創世記に対する竜の創世記という関係に等しい。最後の2人の時間と運命

の主たちの位置は、「地上の天の都市」の勝利、新しいエルサレム（AD2011～2012

年）、そしてバクトゥン周期の終わり、立方体の完了（AD2012～2013年）を表わして

いる。 

注：預言の年の最後の3年の封印、新しい創世記、立方体の位置1～3は、第2の心のヘプ

タゴノン、地球の立方体の最後の3つの封印に対応し、正確にその隣に来ている：勝利は解

き放つ、勝利は清める、勝利は放出する、立方体の位置1と12、2と13、3と14。 
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道路地図・第6段階： 

4×4：立方体のマスター調波 

　地球の魔法使いよ、心のヘプタゴノンは、聖なる創造の力のマスターコードだ。それは、

立方体の卓越した宇宙論の完全な開花。地球の魔法使いの民よ、心のヘプタゴノン、根源立

方体部分子、16年間の法則の立方体とあなた方自身はひとつだ！ 

　この地図の伝説を読み、あなた方の知識を確かなものにせよ。聖なる力は、あなた方の元

に取り戻される！ 

　この道路地図は、立方体の「連結するマスター・シークェンス」を提示する。4の4つの

組、4×4＝16、立方体化された立方体の基礎＝64（4×4×4）。これら4つのマスターの

組には4つの異なった意味のレベルがある： 

3つの平面と聖なる源泉、日ごとの立方体 

　立方体の宇宙論は自己存在的である。3つの平面は、第4、次元間の中心、あるいは聖な

る創造の自己存在的な立方体の源泉から発せられる。この3つの平面と源泉は、創造のあら

ゆるものを満たし、最もシンプルなレベルでは16日間のひと連なり、聖なる毎月の7日～ 

22日に再現される。 

超意識の心の平面は、完全に開花した立方体の中で水平面として想像され、立方体の位置

1～4を構成する。霊の平面は、心の平面に対して垂直で直角な平面として想像され、完全

に開花した立方体の中で両側に広がり、立方体の位置5～8を構成する。意志の平面は、霊

の平面を逆対称性において反映し、霊の平面に対して垂直で、直角の関係になるものと想像

され、立方体の前後に広がり、立方体の位置9～12を構成する。3つのポイントが立方体の

中心（第7の方向）で交差する聖なる源泉テレクトノンは、立方体の位置13～16を構成す

る。聖なる源泉の最初と最後の位置の番号が、法則の立方体の2つの鍵となる倍数要素、す

なわち16×13＝208、すなわち16年間における聖なる月数であることに注意する。その

総体により、この3つの平面と聖なる源泉は、16年間の法則の立方体のその他の3つのレベ

ルを満たす、4つの自己存在的なマスター調波の背後にある基礎となる。マスター調波は、

意識の複数の平面と惑星間回路を調整する。 
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4つの種-嵐の年の束、年ごとの立方体 

　4つの種-嵐の年の束は、3つの平面と聖なる源泉と同じ母体に従う。そこで、5・種-8・

嵐の年の束は、心の平面に対応する。9・種-12・嵐の年の束は、霊の平面に対応する。 

13・種-3・嵐の年の束は、意志の平面に対応する。そして、4・種-7・嵐の年の束は、聖

なる源泉、テレクトノンに対応する。年の束は、それみずからの太陽銀河調波の形を構成

し、それみずからのフラクタル秩序──種-月-魔法使い-嵐の自己魔術を維持しているのに

対して、その色の順番は、マスター調波の色の順番と同じではない。2つの挿入された調波

の色の順番の変動は、16年間の法則の立方体の成り立ちの16の段階にさらなる意味をつけ

加える次元間の色の振動あるいは色彩の組をつくり出す。調波の立方体の位置と、太陽銀河

年の色の関係は、次のようになる：赤い立方体の位置＝黄色い太陽銀河年、神秘の色の関

係、白い立方体の位置＝赤い太陽銀河年、類似の色の関係、青い立方体の位置＝白い太陽銀

河年、神秘の色の関係、黄色い立方体の位置＝青い太陽銀河年、類似の色の関係、である。

時間の根源立方体原子の2つの類似と2つの神秘の関係が、16年間の順番に表われていると

いう事実は、深遠な聖なる導きと、常に成長するそれ自体を知らせる神秘的な存在のしるし

である。 

4つの時間の城、1300年のウェイブスペルの立方体 

　「ちょうど隼が旋回に入るとき、以後、戻ることのない回転が生じるように、ひとたび惑

星キンが回転の城の、磁気の竜の門に入ると、もはや戻ることはなく、強大な時間船地球 

2013のはてしなくかぎりない城の尖塔を通る回転、さらなる回転があるだけである」と、

『ドリームスペル』の「創世記」のテキストははじまる。これに対して、私たちの時間では、

黄色い倍音の種の日、預言の第5年の磁気の月全体が、第1の創世記の磁気の竜の門を構成

する。ひとたび次元間の竜の時間の門を通り過ぎると、4つの時間の城があり、それらの城

が四次元の時間のトンネルと遊歩道を通るそのシンクロノメトリック建築の尖塔を回転させ

る。4つの城が完了し、第5のそれが私たちの聖なる完成が為されることを待っている。4つ

の時間の城、それぞれ4つのウェイブスペルは、3つの平面と聖なる源泉のマスター調波に

対する色の順番と母体が対応している。赤い東の城、心の平面。白い北の城、霊の平面。青

い西の城、意志の平面。黄色い南の城、聖なる源泉テレクトノン。 

　ひとつの太陽銀河年につき、ひとつのウェイブスペルがあり、それがひとつの立方体の位

置に対応する。比は、1：1,300年である。全部で208キンあり、ひとつのキンが208の聖

なる月のそれぞれを試演する。時間船地球2013の舵取りの塔への208段がある。時間船上

では、私たちは皆、地球の魔法使いとなる。舵取りが、私たちの行ないであり、私たちのゴー

ルとなる。前進しよう。その呼びかけに真の魂が励まされるべく、放射状の流れはいまや燃

え立っている！ 
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4つの星の象限 

　4つの星の象限の領域は、時間の宇宙論の外部的な限界、すなわち起源、終わり、運命の

場所を表わす。私たちの惑星上の時空ベクトル点からだと、4つの星の象限の領域はサイ皮

膜の外側周辺の中に見つかり、それは太陽銀河共振、および水晶の核の奥深くと共に震えて

いる。4つの星の象限は、惑星地球の全生命を司るコードで惑星記憶バンクを満たす原型的

な結晶構造である。どのようにだろうか？　「時間の法則」により、かつて無意識だったこ

とを意識化することによってである：審判の日の法廷の完了は、生きた普遍生命のコードの

解放の信号を発し、星の象限の活性化を新しくはじめる。 

星の象限は、時間圏で演じられるクロノグラフに、一種の総譜をもたらす。その総譜は、

全生命のＤＮＡを司る64コドンの周波数コードで成り立っており、64のウル・ルーン、す

なわちテレパシーの普遍言語によって調整される。地球の普遍的な信仰の、最も高次で最も

霊的なレベルは、総譜、すなわち創造の13の音の7日間を通して達成される。星の象限は、

マスター調波の順番に従い、4つの城、4つの年の束、そしてさまざまな冒険のひと連なり

（新しい創世記、第二の創造など）を包括し、それを満たす。東の星の象限＝心の平面。北

の星の象限＝霊の平面。西の星の象限＝意志の平面。南の星の象限＝聖なる源泉、テル・エ

ク・トン・オン。それぞれの星の象限は、4つの方向を持った四半分、すなわちそれぞれの

太陽銀河年の4つの四半分に一致する期間によって構成されている。星の象限の星の束は、

13：20計時周波数に対してコード化され、そうすることにより64のコドン（×13）の 

832の可能な順列＝16年間のテレクトノンの法則の立方体、その208の聖なる月の完全な

832週間がある。第4番目の星の象限の完了は、第二の創造、新しい天と新しい地、人類の

聖なる完成を確約する。 

 ➔「預言の第4の銘板：64のルーンとコドンの銘板」を参照  
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道路地図・第7段階： 

第5の力によって爆発する立方体 

　石の神秘と謎は、そこに神秘が認められるかぎり存続してきた：アブラハムの「カルデア

人のウル」、カアバにある立方体の中の石、メッカの古代の家、惑星の霊の天然磁石、石の

中にあるマーリンと剣、ヘルメス・トリスメギストゥスのエメラルド・タブレット、賢者の

石、イエス・キリストの墓から転がった石、フランシス・ベーコンの明るみに出た土台、パ

カル・ヴォタンの墓の預言を語る石。 

テレクトノン、時間の門はいまや誰もが入れるように開かれている 

旅の完了は時間のはじまり、 

そこで立方体が再びみずから生じる。 

AD2013年・第5の力の法則の立方体：聖なる恩寵としての美徳の完成。 
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4．預言の第4の銘板 

64のウル・ルーンとコドンの銘板、惑星マニトウを呼び出す 

　ああ、地球の魔法使いよ、私たちは新しい民、第二の創世記。私たちは、新しい時間の創

造者。私たちの創造は、法則の立方体の創造。私たちの建築と工学は、四次元の霊と聖なる

心のそれ。したがって、これら私たちの新しい創造は、歴史のはるか昔の時代の石の神殿よ

りも長持ちする。 

　これにより、私たちは、創造の言語、「普遍生命の書」の64のウル・ルーンとコドンを

与えられる。それは、13：20計時周波数の太陽バイオテレパシー的な規範と、その果てし

ない共時性伝説のタブロー※に応じて生きるためにある。預言の第4の銘板は、ルーンとコド

ンの銘板、聖なる創造と自己完成に対する行ないのコードと生きた鍵の啓示。 

64のウル・ルーン：法則の立方体の配列と4つの星の水晶のテンプレート 

【表面】 

 

 

　この惑星上で、64のコドンは知られていたが、その完成した形としてではなかった。そ
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の完成は、普遍的なテレパシーの64のウル・ルーンと「時間の法則」の知識の中にある。

コドンのそれぞれの自己完成的な順列周期を司っているのは、ウル・ルーンである。ウル・

ルーンとは、それみずからを開く立方体の根源言語のこと：1、2、3と続き、そして再び3

によって変容され、2つの三つ組の組が、2つの二項の組へと統合される。8がそれぞれ変化

し、8つのルーンのひと連なり、全部で64のルーンが、時間における「7×13」の行程で、

13のコドンをテレパシー的に刻印している。16年間の法則の立方体は、唯一、この期間の

中だけに、普遍的なテレパシーの法則と言語によって刻印されている。 

　4つのルーンのより糸の組は、行ないの道と聖なる創造に対する鍵を持っている。別な4

つのルーンのより糸の組は、力をふるう道と自己完成への鍵を持っている。64のルーン、 

16の星の束、立方体の位置ひとつにつきそれぞれ4つのルーンでひとつの星の束。ひとつの

ルーンの組は、それぞれの年に4回集められ、時間をはずした日ごとに惑星マニトウの星の

束として整理され、瞑想され、投影される。4年ごとに、ひとつの星の象限が完了する。8

つの星の束が、始源の連続の惑星マニトウを呼び出す。さらに8つの星の束が宇宙の気づき

の惑星マニトウを呼び出す。32のルーンが、サイバンクの中のＡＣテンプレートの4つの星

の水晶を生き返らせる。32のルーンが、ＣＡテンプレートの4つの星の水晶を完全なホロノ

ミックな回想へと活気づける！　地球の銀河脳の保護機能が確立される。あらゆるものが知

られるようになり、神秘はさらに深まるだろう！ 

　星の束の神秘は、キニチ・アハウのテレパシー領域の惑星間周波数コードへと織り込まれ

る。64のルーンによって司られる64のコドンの組のそれぞれの中で、惑星間周波数コード

が2つのレベルで登録されている。立方体の位置がひとつの惑星周波数を保持している。創 

世記のウェイブスペルがもうひとつを保持している。惑星周波数の2つの組が1、6、11、16 

の基本家族コードの位置で統一される。16年間は、銀河のカルマ的な海王星、果てしない

はじまりの竜の門の二重の登録ではじまる。そして、太陽の預言的な土星、果てしない冒険

の戦士の知性の二重の登録で終わる。種-嵐の年の束の惑星コードは、3番目の軌道周波数の

順番をつけ加える：種、銀河のカルマ的な木星。月、銀河のカルマ的な水星（オメガ）。魔

法使い、太陽の預言的なマルデク。嵐、太陽の預言的な冥王星（オメガ）。ルーンの束が司

るコドンの組と共になって、それぞれのルーンの束は、ひとつの対の組になり、それぞれの

組が星の水晶の中の2つの結びついたルーンを表わし、どの組もその2つが、4つの星の水晶

の2つを表わす。 

　4つの星の水晶は、惑星のサイバンクに重ね合わされ、『アース・アセンディング』の地

図42に応じてコード化されている。惑星マニトウの織物の活性化が、預言の第5年の、第1

の4つの星の束の召集ではじまるのに対して、サイバンクの開示は、それとは別に、ただし

関連したテレパシー訓練として継続する。サイバンク・プレートの開示スケジュールは、星

の水晶の上に表示されている。最後のプレートが完了するとき、虹の橋が噴出し、新しい創

世記が完了する：208の完全な月のフラクタルと、4つの時間の城の20,800年のフラクタ
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ルである2080のサイ時間単位が活性化される。 

64のコドン：8つのルーンのより糸、惑星マニトウを呼び出す 

【裏面】 

 

　8本のより糸に織りなされているのは、普遍生命の64のウル・ルーンと64のコドンの順

番で、それは4つの星の象限における連結する星の束として提示されている。8つのルーン

のそれぞれの組は、2つの三つ組の律動の組、および二重（2つ）の二項のクライマックス

の組によって成り立っている。第1の三つ組は、原初のひと連なりで、第2番目は変容であ

る。それぞれの三つ組の組の中で、第1のルーンは発生ルーン、第2は橋渡しルーン、第3は

クライマックス・ルーンである。この同じ構造が、8つのコドンの順番にも同様に当てはま

る：第1の2つのコドンは発生コドン、第2の2つは橋渡し、第3の2つはクライマックスであ

る。コドンの最後の組はまた、8つのコドンとルーンの組全体の二項統合にも対応する。 

　64のコドンは、もともと数学的に完全なコードの組として意図され、歴史を通じて古代

中国から『易経』として伝わった。しかし、中国の伝統も、西半球の外側の世界の伝統と同

様に、「時間の法則」の知識を欠いていた。父権制に条件づけられた観点による不完全な知

識と逸脱によって歪められた『易経』は、数学的には完全でも、本質的にはときに曖昧な道

徳的な格言、教訓、訓練の善意の集積で、その鍵となる価値は共時性の理解を永続させるこ

とにあった。16年間のテレクトノンの啓示は、そのすべてを変え、浄化された『易経』は、
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いまや普遍生命の64のルーンとコドン・キーに組み込まれた。 

 ➔ P.135～「普遍生命の書のウル・ルーンとコドン・キー」を参照  

ウル・テキスト『アース・アセンディング』は、『易経』のコドンを、13：20の計時周

波数に統合する基礎を敷いたが、いまやそれは、新しい『易経』の理解と、普遍生命の行な

いのコードをさらにより深く解き明かすツールとなっている。 

　この順番は、64のコドンを提示する文王の「後天図」に基づいている。すなわち、法則

の立方体をコード化する変容の順番である。コドンのそれぞれの組は、二項の（2つの）二

つ組で、純粋に逆の対称性（例：コドン1と2の組）か、反対方向の対称性を持つ2つ組（コ

ドン3と4）のどちらかである。この配列は、64のコドンのそれぞれが、8つの可能なコド

ンの三つ組※の二つ組で成り立っていることを示す（8×8＝64）。ウル・ルーンと組み合

わされて、コドンは、テレパシー言語、およびレディオソニック工学の建築要素を構成す

る。 

　ウル・ルーンの8つのひと連なりとそのコドンそれぞれは、ひとつの「道」を構成する。

全体で16年周期になる、8年の2つのひと連なりのそれぞれをコード化する2つの主要な

道、すなわち「行ないの道」と「力をふるう道」は、それぞれ4つの小さな道によって構成

されている。8は、銀河の調和の音である。8は、オクターブの音。8は、存在と知の道、聖

なる創造と自己完成の道筋である。8は、普遍生命のコドンのそれぞれの8つを司るウル・

ルーンのより糸、それぞれのより糸が創造的に開かれるテレパシー的な「物語」である。そ

の意味は、ウル・ルーンが視覚的なテレパシー投影におけるハートに刻まれるとき、すなわ

ち 

16年間の法則の立方体の832週間のそれぞれが終わるときにやってくる知の中にある。 

＜普遍生命のウルの道筋の8つの道、魔法使いのお告げ＞ 

! 木の道（宇宙の創造）： 

コドン1～8。木の道は、根源的な創造のしるし。 

8年間で一本の宇宙の木を成長させる。8つの異なった星の束に、8つの異なった段階が

ある。あなた方は、それを見つけることができるだろうか？ 

木の道の8つのウル・ルーンによってつくり出される一本の宇宙の木、ひとつの庭園、ひ

とつの宇宙の民、ひとつの宇宙の創造。 
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! 行ないの道： 

コドン9～16。行ないの道は、始源の道で、はじまり以前からの道。 

8年間で、行ないが聖なる計画に一致する道であることを学ぶ。8つの異なった星の束

に、8つの異なった段階がある。あなた方は、それを見つけることができるだろうか？ 

行ないの道の8つのルーンの力の中に保存されている、始源の道をコード化するひとつの

行ないの道。 

! 力をふるう道： 

コドン17～24。力をふるう道は、宇宙の気づきの道。 

8年間で、力をふるう道が聖なる自己完成の道であることを学ぶ。8つの異なった星の束

に、8つの異なった段階がある。あなた方は、それを見つけることができるだろうか？ 

力をふるう道の8つのウル・ルーンに保存されている、ひとつの力をふるう道、その力に

おけるひとつの人々、ひとつの聖なる完成。 

! 超越的な第4の道： 

コドン25～32。超越的な第4の道は、力をふるう道としての宇宙の気づきの純化。 

8年間で、超越的な第4の道が時間における聖なる心の完成であることを学ぶ。8つの異

なった星の束に、8つの異なった段階がある。あなた方は、それを見つけることができる

だろうか？ 

超越的な第4の道、宇宙の気づきの道の、8つのウル・ルーンに実現された、ひとつの心

のひとつの完成、あなた方の中にある神の心を知るひとつの超越的な第4の道。 

! 抑えきれない第5の道： 

コドン33～40。抑えきれない第5の道は、宇宙秩序の完成による力をふるう。 

8年間で、あなた方の献身を通して宇宙秩序を学ぶ。8つの異なった星の束に、8つの異

なった段階がある。あなた方は、それを見つけることができるだろうか？ 

抑えきれない第5の道の8つのウル・ルーンで完成される、ひとつの宇宙秩序、ひとつの

抑えきれない第5の力、ひとつの聖なる創造の力をふるう道。 

! 動的な構築の道： 

コドン41～48。動的な構築の道は、創造的な投影による力をふるう道。 

8年間で、あなた方を源泉へと連れていく創造的な投影の力を学ぶ。8つの異なった星の

束に、8つの異なった段階がある。あなた方は、それを見つけることができるだろうか？ 

動的な構築の道の8つのウル・ルーンにすべて包まれた、ひとつの源泉、時間の建築をつ

くるひとつの動的な構築の道。 
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! テレパスの道： 

コドン49～56。テレパスの道は、始源の行ないの道が未来の知を通してみずからを完

了させる方法。 

8年間でテレパスの道を学び、神殿の基礎を確立する。8つの異なった星の束に、8つの

異なった段階がある。あなた方は、それを見つけることができるだろうか？ 

テレパスの道の8つのウル・ルーンで完了する、ひとつの真実を共有する人々、未来の道

へと古代を結びつける、ひとつの神殿。 

! 銀河オクターブの道： 

コドン57～64。銀河オクターブの道は、すべてに浸透する「今に共振する」時間の成

就。 

8年間で、銀河オクターブの道がすべてに広がる行為としての芸術の行ないであることを

学ぶ。8つの異なった星の束に、8つの異なった段階がある。あなた方は、それを見つけ

ることができるだろうか？ 

銀河オクターブの道の8つのウル・ルーンの完成として鳴り響く、ひとつの完璧な今に共

振する無限を響かせる、ひとつの銀河オクターブ。 

　地球の魔法使いよ、16年間のテレクトノンは、時間のあがない。8つの小さな道は、2つ

の継続する大きな道につながり、一元的な道筋をつくり出す。原初の道は、古代の時間の2

つのウル・ルーンのより糸1と2、そして未来の時間の2つのウル・ルーンのより糸7と8で

語られる。「時間の法則」に応じた時間のあがないとは、16年間の法則の立方体の最初の8

年間、始源の行ないの道を通して古代の道と未来の道を統一すること。原初の道における開

示が、聖なる創造の秘密。行ないの道で承認される者たちだけが、力をふるう道に入ること

ができる。 

　「時間は常に現在」の変容の道は、ウル・ルーンのより糸、3、4、5、6の中間の組を通

して語られる。「時間は常に現在」は、その周辺に古代の道と未来の道を持っている。これ

ら2つの時間のあいだの中心で、4つのウル・ルーンのより糸が、永遠の現在を決して離れ

ないことにより、力をふるう道としての宇宙の気づきの道を定義する。この道で明らかにさ

れるのは、自己創造──聖なるものの自己生成──を通じた聖なる自己完成の建設的な規

則。原初の道に連続する変容の道の4つのウルのより糸を語ることで、堕落の時間の周期の

あがないが完了する。 

　その全体で、ウル・ルーンの8つのより糸は、魔法使いのお告げを構成する。魔法使いの

お告げに、パカル・ヴォタンの石の謎に対する答がある。魔法使いのお告げは、非排他的で

ある。より多くの地球の魔法使いが真実の取り引きに精を出せば出すほど、立方体の立方体

化に参加するようにという源泉の果てしない呼びかけもまた聖化される。1年に4回、その

旅は4つの大きな星の象限のひとつの4つの四半分に対して為される。星の束を集める収集
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が4回生じる。最初の3回は、太陽バイオテレパシー周期の失われた周波数を完了させるた

め、4回目は第4番目を集め、その他3つと共に、それを聖なる計画を受け入れる惑星マニト

ウとしてひとつの星の束にまとめるためである。16年間、16の星の束、ひとつの魔法使い

の宇宙の民。 

　星の束の収集の日付：4.7、7.14、10.21、13.28。時間をはずした日、4つ全部の捧げ

物の収集。                                  ➔ P.116 図版7「太陽バイオテレパシー周波数周期」を参照  
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2つの道をひとつの道筋にする、地球の魔法使いの指針： 

「私たちが生きる生活は、私たちが捜し求める儀式」 

惑星マニトウを呼び出す 

　魔法使いのお告げが石の謎に対する答を持っているように、惑星マニトウは、魔法使いの

お告げに対する解決法を持っている。惑星マニトウは、サイバンクの出現で成就される「時

間の法則」である。サイバンクとは、ヴェラトローパ24.3のような惑星の生物圏の進化する

意識において可能になる銀河秩序のエーテル的な建築である。惑星マニトウは、精神圏の高

次の集合的な声、身体であり、キニチ・アハウの軌道系の中で惑星共振を連結する4つの星

の水晶の中でテレパシー的に形成される。 

　サイバンクの中に無意識に登録されている惑星間周波数は、惑星マニトウの覚醒を通して

意識的になり、形成的になる。「惑星マニトウを呼び出す」は、3つの惑星場：電磁場、重

力場、生命精神場──の三重秩序のテレパシー的な結びつきを完了させる。この活動が、太

陽バイオテレパシー周波数を、非退行的な宇宙意識の状態へと標準化する。それ以降、この

宇宙意識は、惑星マニトウ、すなわち地球の銀河脳によって瞑想され、導かれる。 

　惑星マニトウの覚醒は、2つの段階で生じる。ＡＣの始源の連続、AD1997～2005年、

そしてＣＡの宇宙の気づき、AD2005～2013年である。時間をはずした日の星の束の捧

げ物を含む1年に4回の星の束の収集は、太陽バイオテレパシー周期を安定させる。 

　至高の唯一者の意志に仕えるというまさにその目的のために、惑星マニトウは年ごとに織

りなされる。始源の32の古代的な未来のルーンのマニトウは、根源水晶の類似である。そ

の根源水晶の二重の32の形成力が、生命コードの64の形の周波数を生み出すのだ。始源の

マニトウというテレパシー的な存在が生じたあと、2005年に、第2のマニトウが第1のそれ

と同じパターンで発生する。これは現実の根源秩序からの二次的で自己反射的な意識の立ち

上げを再現する。 

　惑星マニトウの出現は、極をとりまく虹の橋と切り離すことができない。そして実際に、

それは惑星マニトウの形を発生させ、心を導く構造と力への進化を表わす。ＣＡの惑星マニ

トウの自己反射的な鏡の二重性の完了、AD2013年は、地球の人々が長い偽りの時間の圧

制の中にいるかぎりはまったく不可能だった、銀河意識と宇宙秩序の前代未聞の安定化を表

わす。 

　2つの道の統一的な道筋を開くのと平行して、8つのウル・ルーンのより糸の道筋を通る

惑星マニトウの織物が、太陽バイオテレパシー周波数の意識的な結束（凝集）性を確立す

る。太陽バイオテレパシー周波数とは、23日のバイオリズム周期が喚起され、3つの惑星場 

──電磁場、重力場、生命精神場──の三重秩序と意識的に共振することである。これは、
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地球の魔法使いが、みずからの中に時間におけるみずからの身体、すなわち「惑星ホロン」

と同一視される「人のホロン」として、この三重秩序を実現するという焦点化した試みを通

して達成される。 

　23日のバイオリズム周期の四半分のスケジュールに応じて星の束を収集することによ

り、3つの惑星場はテレパシー的に結びつく。四半分ごとに、1日少ない4つの23日周期が

あり、その周期が1年で16ある。規則正しく行なわれる星の束の収集活動は、新しい心的周

波数の規範、太陽バイオテレパシー周期の規範をつくり出す。これまでになくまったくはじ

めてシステマティックな形で、人間の意識が太陽周波数周期と結びつき、その結果、意識の

太陽バイオテレパシー周波数を生じる。ＡＣマニトウの覚醒のあと、太陽バイオテレパシー

周波数の加速と増大が生じる。 

　最後の4年間、AD2009～2013年──4つの時間の城、聖なる源泉、テル・エク・トン・

オン、キャメロットのひと連なりへの参入──は、第4の星の象限の太陽バイオテレパシー

的な飽和として表われる。この第4の星の象限は、その合計がすべて69、23×3（共振場の

三重秩序）になる8つの完全なコドンの二つ組によって交差織りされる。コドン23は、15

番目の立方体の位置の中心点にある。14番目の位置にあるその隣りは、コドン46

（23×2）（23＋46＝69）で、16年間の法則の立方体の最後の4年間の太陽バイオテレ

パシー的な飽和のパターンを固定する。この周波数の飽和の結果は、聖なる自己完成の獲得

である。 

 ➔「預言の第4の銘板」の表側の第4の星の象限で、4つの内側の垂直のより糸と、4つの外側の垂直のより糸を 

見つけ、二つ組の総計を数える。また、P.116 図版7「太陽バイオテレパシー周波数周期」を併せて参照 

　AD2013年の「惑星マニトウを呼び出す」は、人間の胸中にこれまで保たれていたあら

ゆる深い熱望を輝くばかりに成就するだろう。現在の想像力の範囲を越えた驚異、二重のマ

ニトウのエーテル的な視覚形態、すなわち2つがひとつになったもの、天の中にあり、同時

にハートに刻まれたものが、ひとつの聖なる宇宙の民、ひとつの存在、分割不可能で、みず

からをどこに見いだそうともそれ自身とひとつになった者としての人類の実現を完了させ

る。これは、もともと意図されていたことになる。というのは、私たちの知において、私た

ちはもはや現在の私たちではなくなるものの、それでも私たちは常に最初の知が生じる前か

ら私たちが常にそうだったままだからである。惑星マニトウの神秘は、常に私たちとともに

あって、それが覚醒されるのを待っている。 

　覚醒されたマニトウは、時間統制の時空秩序の完成を具現化する。ＡＣ惑星マニトウは、

時間、古代的な未来、始源の連続を定義する。ＣＡ惑星マニトウは、空間、「ここと今」、

宇宙の気づきを定義する。 

　自己の跡を残さないあらゆる行為は、惑星マニトウの中で完了する。惑星マニトウは、地
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球の魔法使いに、ハートの浄化を呼びかける。そうすることで、あらゆる行為が、惑星マニ

トウの完成になるからである。どのようにだろうか？　「4つの跡のないハート」の指針に

従うことによってである。 

　　　憎しみの跡はない。 

　　　自己憐憫の跡はない。 

　　　自尊心の跡はない。 

　　　恐れの跡はない。 

　跡を残さない道筋に従うことで、あらゆる地球の魔法使いは、次のことを知る： 

楽しみの巧みな扱い方が、みずから芸術をつくり出す方法。 

「普遍生命の書」の64のウル・ルーンとコドン・キーで 

あなたの惑星マニトウの知識を広げよう。 

135



 パカル・ヴォタンの時間の法則の16の銘板  
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16年間のテレクトノンの法則の立方体 

クロノグラフをプレイし、総譜を読む 

　地球の魔法使いよ、4つの銘板が「石の謎」の預言と、この預言を成就する生命と時間の

舵取りコードを定義する。さらに16年間の銘板は、時間船地球2013の舵取りを「時間の法

則」の＜毎日の同期＞にする。 

　16年間のテレクトノンの法則の立方体、AD1997～2013年は、共時性収束の正確でフ

ラクタルな瞬間──実現と成就の実際的な周期としての聖なる計画の啓示：審判の日、不可

避の出来事、復活──である。聖なる宇宙の法則の指令による「生物圏から精神圏への移

行」の結晶化が、人類の集合、「13の月の暦に替える平和の運動」として組織された。そ

のすべてが時間圏を動かす不可避の共時性秩序の調和的な再配列となっている。 

　マヤによって予見され、天王星の石の聖櫃の中の16年間の立方体を追跡し、保存してい

た時間の大いなる先覚者パカル・ヴォタンに知られていたコード。私、ヴァルム・ヴォタン

はその啓示の時まで、さまざまな形でそのコードの予行演習を行なった。ちょうど水晶が、

熱-光および地球化学的な状況が時間における正しい瞬間と適切に同期したときに、突然、

形をとるように、パカル・ヴォタンの時間の法則の16の銘板もまた、ヴァルム・ヴォタン

がそれを受け取り、解読できる準備が整ったときに、正確に形をとって現われ出ることに

なった。 

　時間の法則の16の銘板は、16年間の法則の立方体の構造を構成するフラクタル時間圧縮

を再現し、その地図を描く。それは、時間の地図、聖なる計画それ自体の数学的な完成度に

一致する行ないをもたらす。16年間のテレクトノンの16の銘板のそれぞれの両面に登録さ

れているのは、黄色い倍音の種、預言の第5年に始動をはじめる時間圏の、クロノグラフの

「記録」（銘板の表面）、そして「総譜」、クロノスクリプト（銘板の裏面）である。 

　地球の魔法使いよ、時間圏とみずからを調和させるのは、あなた方にほかならない。時間

統制の聖なる四次元の心の至高の知識をかなえる行ないの道を記録し、学ぶのだ。クロノグ

ラフに記録されている行ないのコードは、銀河脳の全体を通して自然に響いている音や歌で

ある数学的にフラクタルな天空調波と異なるものではない。時間の法則の16の銘板は、法

則の立方体の放射状対称構造の中のフラクタル・パターンや天空調波のすべてを記録してい

る。16年間の法則の立方体の16の銘板の中に、完全に設計された生命のコードとフラクタ

ル時間圧縮があり、それ自体がテレパシーとテレパシー工学の芸術と科学の視覚的なテンプ

レートとなっている。 

　デザインの形と情報テンプレートは、時間の法則の16の銘板すべてに共通している。16

の銘板の両面のそれぞれを説明するひとつの指示ガイドが与えられる。16の銘板は、毎月
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の立方体の旅ごとに訓練される。どんな立方体の位置も、あらゆるレベルで訓練可能であ

る。16年間の立方体は、あらゆる立方体の旅を再創造する。ひとつの銘板は、それぞれそ

の太陽銀河年全体のために研究され、プレイされる。 

【表面】 

クロノグラフのプレイのしかた 

テレクトノンの16の銘板、16年間のクロノグラフ 

銀河創世記・時間船地球2013 

　16年間の法則の立方体の16の銘板のどれも、表面がクロノグラフで、時間圏の4つのト

ラック（溝、帯）を同時に登録している： 

1．日ごとの立方体と13の月の日の位置（不変）は、銀河スピンの日ごとのキン（可変）と

同期し、3つの平面と聖なる源泉の原初レベルに対応する。日ごとの情報は、銘板の底辺

部分で提供されている。➔例）戦士の知性、立方体16、22日、それに加えて毎日の倫理の 

17箇条のひとつ、「己を尊び人に及ぼす」がある。 

その日の立方体の位置とキンの同等＝1：1。さらに3年間、1997～2000年のための

その活動を行なう「倫理プロジェクト」は、このレベルで生じ、1：1の比で行なわれる。

立方体と13の月の日の位置（1）、その日のキンの位置（1）、そしてサイ時間単位

（1）。 

2．四半分のフラクタルの圧縮は、4つの四半分へと立方体の位置を立方体化する形で表示

されている。それぞれの四半分は、ひとつの13週間周期に対応する（1年につき、

13×4＝52週間）。13週間のそれぞれの組は、1年の惑星ウェイブスペルのウェイブス

ペル・フラクタルである。 

四半分の名前は、調波のカラーコードに従う：赤い東の四半分、白い北の四半分、青い

西の四半分、黄色い南の四半分、である。四半分ごとのウェイブスペルは、ひとつのコド

ンとその名前、およびひとつのルーンによってコード化されており、そのルーンのより糸

を示す銀河の表記法の数字がついている。4つのコドンの総計が、立方体の位置の右側に

書かれている。四半分ごとのウェイブスペルのルーンとコドンは、裏面の星の象限の中に

ある星の束に対して、あなた方をコード化する鍵である。立方体に対する4つの四半分、

キンの同等＝1：4。ここで、1四半分＝91日（×4＝364日）。 

3．年ごとのウェイブスペル・フラクタルの圧縮。年ごとの惑星奉仕のウェイブスペルの4

つの四半分をコード化する、実際の立方体の位置の中に表わされている4つの四半分それ

ぞれのルーンは、立方体の位置の上に示されている。13の月の名前と、その銀河の表記
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法による音の番号は、ウェイブスペルの中に示されている。四半分ごとの区切りは、次の

日付で示される：4.8、自己存在の月。7.15、共振の月。10.22、惑星の月。磁気の月の

上にあるのは、その年をコード化する銀河の署名である。➔例）AD2012年、青い共振の

嵐。 

時間をはずした日は、宇宙の月の隣りに示されている。➔例）青い共振の夜、AD2013。 

　ウェイブスペルの中には、時間船地球2013の1年の周航としての時間圏の中の、それ

ぞれの年の惑星奉仕のウェイブスペルを登録する全地球がある。ひとつの立方体の位置＝

1年のウェイブスペル（365日）。 

4．1,300年の創世記のウェイブスペル・コード（創世記の数え方）。1年のウェイブスペ

ル、四半分ごとに13週間、1年で13の月のフラクタル形態は、ドリームスペル創世記の

1,300年のウェイブスペル周期を含む形で拡張される。創世記のウェイブスペルは、 

1年の惑星奉仕のウェイブスペルと同一の広がりを持つ。それぞれの創世記のウェイブス

ペルは、『キンの書、自由意志に基づく銀河の叙事詩』※の中のキンの表現に対応する13

キンで構成されている。これが意味するのは、創世記の数え方で、1キンはひと月に等し

いということである。創世記の数え方でのキン番号は、1年のウェイブスペルの月の（音

の）名前の下に書かれている。戦士のウェイブスペル16と同一の広がりを持つ、青い共

振の嵐の年では、黄色い南の城、キン196（黄色い磁気の戦士）は、磁気の月の下に書か 

れている、などである。 

フラクタルの同等：ひとつの立方体の位置（1年のウェイブスペル）＝創世記のウェイ

ブスペルの1,300年、ここでそれぞれのキン＝100年、あるいは1年のウェイブスペルに

対するフラクタルの同等により、ひと月。 

　右上には、クロノグラフをプレイするための情報の記述がある。これは、この「記録」の

中で演じられる冒険のさまざまなレベルを確立するためのコード化された指示の組である。

覚えておこう：時間圏は、すでに始動している。クロノグラフの記録は、すでになされてい

るのだ。あなた方が入り込み、理解し、あなた方がプレイできるどんなレベルであれそれに

参加することで、あなた方が音楽、響き、演じられつつある生きたドラマになる！ 

 ➔ P125 図版8「クロノグラフを読み、プレイする」を参照  
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【裏面】 

総譜の読み方 

惑星マニトウを織り込む、創造の7日間と13の音 

　クロノグラフの総譜は、惑星マニトウを織りなす際の鍵である。13の音のルーンの連続

を開いていくことが、旅の魔術である。16の銘板は、毎月の16日間の立方体の旅のあいだ

に訓練され、それぞれの1年のあいだ、その年の銘板は、研究と上演のために取り出してお

く。それぞれの年、毎週の毎日、1年の毎週、法則の立方体は実践され、演じられる。どの

ようにこれを行なうかは、総譜「創造の7日間と13の音」に示されている。 

　クロノグラフの表面が、フラクタル時間圧縮──日、月、四半分、年、創世記のウェイブ

スペル──をもたらすものとすれば、この裏面は、星の象限のマスター領域、生命のコード

と記憶解放のゾーンへあなた方を連れていく。 

　時間統制を定義する4つの星の象限は、特定のホロコズム、この場合、地球、ヴェラトロー

パ24.3の中の普遍生命のパターンを再現するホロノミック・プレートである。ホロノミッ

ク・プレートは、サイバンクを定義し、今度はサイバンクがあらゆる天球のパターン──赤

道、磁気的な北のプレート、磁気的につりあいをとる南のプレート、それぞれ両半球に広が

る4つの90度の幅をもったセクション──を定義し、反映する。これが、4つの星の水晶の

テンプレートあるいはサイバンク・プレートを描写する。 

 ➔「時間の法則の16の銘板」それぞれの裏面の左上を参照  

　それぞれのサイバンク・プレートは、北のＡＣセクターと南のＣＡセクターを含む星の水

晶の母体に埋め込まれている。64のルーンが埋め込まれているのは、この星の水晶の母体

である。「時間の法則」の発見と、預言の時間の到来だけが、64のウル・ルーンを活性化

できる。覚えておこう：64のウル・ルーンはＤＮＡを司り、現実の原初的な時空母体を形

成する次元間コードである。 

　毎年、星の束の基礎を構成する4つの支配的なウル・ルーンがある。 

 ➔「時間の法則の16の銘板」それぞれの裏面の右上を参照  

それぞれの星の束は、ひとつの立方体の位置と対応しており、それぞれのルーンは、その

立方体の位置によって表わされるその年の太陽銀河年の4つの四半分のひとつをコード化し

ている。ルーンのひと連なりの動きは、ルーンの動きの4つの位置を定義する： 

　　　第1のルーン（第1四半分）＝星のポイント 

　　　第2のルーン（第2四半分）＝星の場 

　　　第3のルーン（第3四半分）＝外部の形 

　　　第4のルーン（第4四半分）＝水晶の面 
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　それぞれのルーンは、ひとつのコドンを司る。そのコドンの番号は、星の束のダイアグラ

ムの対応するコーナーに書かれている。どの星の束でも、コドンの番号は、16の銘板のそ

れぞれのクロノグラフの側の立方体の位置の4つの四半分のコドンの番号と同じである。 

 覚えておこう  

立方体の位置1～8で、ＡＣテンプレートの磁気的な流れの順番は、右上のコーナー（星

のポイント）ではじまり、右下のコーナーに進み、それから左下、最後に右上（水晶の面）

で終わる。 

　最後の8つの立方体の位置、9～16で、ＣＡテンプレートの磁気的な流れの順番は、極性

を反転させ、右下（星のポイント）からはじまり、右上に進み、それから左上、最後に左下

（水晶の面）で終わる。 

● 星の束の第1のルーンは、星のポイントである。一本のＡＣのルーンのより糸（1）

は、すべて星のポイントである。一本のＣＡのルーンのより糸（3）はすべて星のポ

イントである。星のポイントとは、はじまりが生じるところだ。 

● 星の束の第2のルーンは、星の場である。一本のＡＣのルーンのより糸（2）は、すべ

て星の場である。一本のＣＡのルーンのより糸（4）はすべて星の場である。星の場

とは、拡張が生じるところだ。 

● 星の束の第3のルーンは、外部の形である。一本のＡＣのルーンのより糸（7）は、す

べて外部の形である。一本のＣＡのルーンのより糸（5）はすべて外部の形である。

外部の形とは、定義し、制限するもののことだ。 

● 星の束の第4のルーンは、水晶の面である。一本のＡＣのルーンのより糸（8）は、す

べて水晶の面である。一本のＣＡのルーンのより糸（6）はすべて水晶の面である。

水晶の面とは、区別するもののことだ。 

　交差極性。どの星の束でも、第1と第3のルーンとコドンの組は、4つの星の水晶のうちの

ひとつにある。第2と第4のルーンとコドンの組は、4つの星の水晶のうちのもうひとつにあ

る。これは、その星の水晶の位置に示されている、どの星の束の4つのルーンによっても常

に表示されており、ルーンのひとつの組はひとつの星の水晶に、もうひとつの組はその隣り

の星の水晶にある。                     ➔「時間の法則の16の銘板」それぞれの裏面の左上を参照   

　ひとつの星の束は、星の象限のひとつの四半分を定義する。16年間のテレクトノンの法

則の立方体のあいだ、星の象限の四半分のひとつの四半分は、1年の四半期に等しい。銘板

のクロノグラフの側の4つの四半分をコード化する4つのウル・ルーンとコドンは、完全な

実地作業のために総譜の側にレイアウトされている。星の象限の四半分の地図全体は、裏面
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の主要なテンプレートを成り立たせている。それぞれの星の象限の四半分は、どれも同じ4

色の調波コードに従っている：東の四半分＝赤。北の四半分＝白。西の四半分＝青。南の四

半分＝黄色。 

　ひとつのルーンは、ひとつのコドンとその順番を司る。それぞれのコドンは、13単位の

順列のひと連なりで進行する。ウェイブスペルの創造の13の音に対応する、この連続は、 

13のコドンの独自の順番で、毎年の四半分の13週間それぞれをコード化する。このひとつ

の四半分につき13あるコドンの組は、「普遍生命の書」の生きた台本をつくり出す。 

　星の象限のそれぞれの四半分は4分割され、4つの6線コドンとその名前を含む（銘板の別

な側の四半分ごとのコードと同じ）。支配的なルーンとそのより糸の番号は、銀河の表記法

で、ルーンのひと連なりの説明的な名称と併せてしるされている。 

➔例）第16の銘板、黄色い南の四半分、南の星の象限、星のポイントのコドン、「光り輝く回帰」、ルー

ンのひと連なりの描写：「力をふるう道が天に昇る」。 

　コドンの13単位の順列のひと連なりは、シンプルな「線と線の二項交換原理」に従う。

順列のひと連なりの、第1のあるいは磁気の位置は、コドンを確立する。➔例）光り輝く回

帰。 

　コドンは、銀河の表記法と同じように、下から上へと読まれる。2番目あるいは月の位置

からはじめると、「光り輝く回帰」のいちばん下の線は、その反対に変化して、別なコドン

を形づくる。3番目あるいは電気の位置では、2番目の線が変化し、また別な新しいコドン

をつくる。7番目の位置まで行くと、6番目（いちばん上）の線がその反対に変化し、その

結果生じるコドンは、還元された第7番、すなわち、そのひと連なりを確立するコドンと向

き合う関係の二項逆性である。 

➔例）「光り輝く回帰」が1本のつながったの時間の線をいちばん下に持っていて、その上の5本が途切

れた空間の線だった場合、還元された第7番では、1本の途切れた空間の線がいちばん下に、そして5本

のつながった時間の線がその上に続く。そして、8番目の位置では、いちばん下の線がその反対に変化

することからはじまり、このプロセスが、還元された第7番がそのもとの形に戻るまで続く。それは、

宇宙の13番目の位置で再び「光り輝く回帰」となることで達成される。 

　コドン・ウェイブスペルで、第1、第7、第13の位置を三角形にすることは、13週間の順

列のひと連なりを統一する。第2と第8、第3と第9、第4と第10、第5と第11、第6と第12 

の位置は、すべての逆対称の組である。 

 ➔ P.130 図版9「創造の13の音を響かせるコドン立方体の宇宙論」を参照  

その調和的な秩序と存在すべてにおける、逆の二項を順番に配列する宇宙の力──全部で

832の順列のひと連なり──は、16年間の法則の立方体の完全な832週間と一致した時間
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圏によってレイアウトされている。どのコドンでも、二項逆性の第7番は、その最初と最後

の状況の分極化した調和を表わす。 

 ➔ 表紙部分の中見開きおよび裏表紙部分の「先天図」の配列、P.135～「普遍生命の書の64のウル・ルーンと 

コドン・キー」、 P.170～「マスター・インデックス：832のコドン／832週-クロノグラフの銘板の早見 

表」を参照 

　コドンを読むシステムは、右上の星の束のコードの下に与えられている。コドンの基礎

は、「対照と交替の法則」である。「統一は複数で、最少でも二つ」。「対照と交替の法則」

は、普遍生命の放射状の二項数学秩序を確立する。この法則は、つながった線＝時間、途切

れた線＝空間、の交替として表現される。伝統的な中国の哲学では、「対照と交替の法則」

は、陽（つながった線）と陰（途切れた線）として説明される。時間の法則を知らなかった

こと、およびそれにより宇宙の時空母体のはっきりとした理解をしていなかったことによ

り、陽陰哲学は、条件づけられた信条によって曖昧なものになっていた。「時間の法則」は、

根源的な対照あるいは交替を、時間（陽）と空間（陰）として定義する。これが、時空物理

と、普遍生命のＤＮＡコードの明確な理解の正しい基礎を確立する。 

 覚えておこう  

　64の視覚的な構造は、四次元の周波数構造と一致し、そこから三次元の化学分子的なＤ

ＮＡのより糸が引き出される。これらのＤＮＡコドン構造のそれぞれは、その原初の四次元

の周波数構造に直接関連づけられる共振を持つ。この構造共振の原理により、ＤＮＡコドン

は、テレパシー的な投影とその作業に影響を受けることができる。これが、13週間のひと

連なり全体をコード化するウル・ルーンにより、コドンを構築すること、およびそれを立方

体化する霊的な訓練の基礎となる。 
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コドン・コードで、右上には次のものがある： 

● 4つの2線の「二項文字」： 

時間（2本のつながった時間の線）、心（下から空間が時間に入る）、空間（2本の途

切れた空間の線）、輝き（下から時間に空間が入る）。これらの文字のどれか3つの組

み合わせが、6線コドンを構成する。これが意味するのは、どのコドンも、下から上

に、3つの二項文字の組として読むことができるということである。 

➔例）「光り輝く回帰」は：発生的な第1の文字「輝き」、そして橋渡しとクライマックス文字が

両方「空間」であると読める。したがって、「光り輝く回帰」：発生的な輝きが空間を橋渡しし、

再発生的な（甦った）空間としてクラマックスに達する。 

● 8つの3線の三つ組： 

時間と空間、エネルギーと呼吸、ハートとヴィジョン、神殿と喜び。これらの三つ組の

どの2つの組み合わせも、6線コドンを形づくる。これが意味するのは、どのコドン

も、下から上に、2つの三つ組の組として、下あるいは内側と上あるいは外側の2つと

して、読むことができるということである。 

➔例）「光り輝く回帰」は、下がエネルギー、上が空間、あるいはエネルギーが空間へと動いてい

くと読める。8つの三つ組の提示は、逆対称の二つ組に準じている。時間と空間は、父と母。エネ

ルギーと呼吸は、長男と長女。ハートとヴィジョンは、次男と次女。神殿と喜びは、三男と三女

※。娘たちは父、時間と共に並び、息子たちは母、空間と共に並ぶ。「光り輝く回帰」で、長男、

エネルギーが、母体、母、空間に回帰する。 

➔ P.135～「普遍生命の書の64のウル・ルーンとコドン・キー」および P.164 図版10「動的な時空二 

相母体の神秘の交差」を参照 

　ルーンとコドン・コードのすべては、創造の7日間を演じるためにある。13の立方体のひ

と連なりのそれぞれは、ひとつの四半分の組あるいは完全な13のコドンの星の束を構成

し、1週間7日、全部で13週間あるその間に演じられる。コドンを立方体化する際の鍵は、

銘板の中央上部に書かれている。 

1週間の最初の6日間は、次に示されるような台本に応じてコドンの6線を形づくる：第1

日─線を置く。第2日─二項を築く。第3日─三つ組を創る。第4日─第4（の線）を確立す

る。第5日─第5を響かせる。第6日─第6を完成させる。第7日─ルーンを瞑想する。それ

ぞれの銘板に与えられている例は、星の象限のひとつの四半分を構成する52コドンのすべ

てを形づくるためのモデルである。 
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訳注 

※ 伝統的な『易経』では、「次女、三女」の代わりに「中女、小女」、「次男、三男」の代わりに「中男、小男」と

いう言い方をするが、現代的な用語／口語としてはなじみにくいので一般的な表現に統一した。



　「ルーンを瞑想する」は、次のような方法で為される：13週間のそれぞれの週のあいだ

に、ひとつのコドンがつくられる。それぞれのコドンは、6線によって成り立っている。立

方体は6面を持つ。あなた方自身が立方体の中にいるようすを思い浮かべる。 

どのコドンでも、コドンは次のような方法で立方体化される：立方体の底面にいちばん下

の線があるようすを視覚化する。2番目の線は、立方体の右側に。3番目の線は立方体の左

側に。4番目の線は、立方体の背面（後側）に。5番目の線は立方体の前面に。そして6番目

の線は、立方体の上面に。これであなた方はそれまでの6日間であなた方が形づくったコド

ンの立方体化した形の中にいる。あなた方がコドンの意味であり、コドンの意味はあなた方

の中にある！　そして、立方体と共振しているあなた方のハート（心臓）の中心の中から拡

大するこのひと連なり全体を司る、ルーンを視覚化する。このようにしてコドン、その意味

と形、および支配的なウル・ルーンはあなた方の中に刻印され、同時にテレパシー的にサイ

バンクに登録される。この訓練は、必要に応じて個人的に、また望ましくは集団で行なうこ

とができる。視覚化された立方体は、極小超原子立方体 と呼ばれ、根源立方体部分子・心の
マイクロ・ハイパーアトミック・キューブ

ヘプタゴノンの個別のホロン・フラクタルである。 

 ➔ P.102「心のヘプタゴノン、道路地図・第5段階」と、P.135～「普遍生命の書のウル・ルーンとコドン・キ 

ー」、また P.130 図版9「コドン立方体の宇宙論」を併せて参照 

　星の束の収集は、13週間の四半分の最後の土曜日（4.7、7.14、10.21、13.28）に行

なわれる。これが意味することは、これら4日ある土曜日の日のそれぞれに、さまざまなコ

ドンのひと連なりと、それを司るルーンの観点から、あなた方の知ったことを芸術的に登録

することにより、それまでの13週間に思い出したこと、学んだことを考慮するということ

である。                   ➔ P.147～P.160「64のコドン」、地球の魔法使いのアルマナックを参照  

ウル・ルーンと13単位の順列の4つの組（52コドン）を評価する芸術的な形がどのよう

なものであれ、時間をはずした日に、あなた方の芸術的な統合を通して、4つの星の束すべ

てが集められる。 

　あなた方の宇宙的な作業グループあるいは銀河家族と一緒に、時間をはずした日の夜明け

に、それにふさわしい自然の場所で、集まった人々すべてをとりまくマスター立方体を視覚

化し、4つのその年のルーンをあなた方自身の中で瞑想する。至高の唯一者を称えて、聖な

る炎の儀式で、あなた方の星の束を惑星マニトウに向かって火に捧げる。この炎の儀式は、

星の束の芸術的な形を燃やすもので、それはちょうど聖なる真実があなた方のホロンにいま

だにしがみついている自己の粗野な要素を消滅させるようなものである。時間をはずした日

の星の束の収集の儀式は、その年の太陽バイオテレパシー周波数の調整も完了させる。地球

の魔法使いよ、立方体は立方体化され、そうすることで知識はあなた方の中に存在するよう

になり、あなた方が行なうことが何であれ、それは普遍生命の道の知識を表現する。 
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　大きなその年の時間をはずした日の儀式を通して、地球の魔法使いたちは立方体の創造と

完成を知るようになり、同時に時の経過と共に普遍生命のＤＮＡコードのフラクタル化を、

レディオソニック工学の斬新さの中へとテレパシー的に解き放つ、前代未聞の芸術の形や祈

りとして実現する。星の束を聖なる炎で燃やすたびに、覚醒する惑星マニトウは、銀河の導

く力の中で成長する。 

　地球の魔法使い、聖なる権限を持つ子供であるあなた方は、古代的な未来の歌、宇宙の気

づきの庭園の「ここと今」の中で始源から歌われる歌だ。純粋であれ、そうすれば歌の響き

があなた方を溶かすことだろう！ 

これで「時間の法則の20の銘板」の提示を終わる。 

真実は、これら聖なる法則のテンプレートの割合と調和の中にある。 

それは、神聖な道に生きるにあたってのあらゆる行ないのコードを規定している。 
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 「普遍生命の書」の64のウル・ルーンとコドン・キー  
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イントロダクション：「そして正義の者たちのために河が開かれる」 

　ああ、地球の魔法使い、新しい時間の子供たちよ、普遍的な信仰、ウルが、生きた宇宙論。

時間統制の四次元の心を生きること、そのあらゆる側面が、地球の普遍的な信仰を実践する

ことである。「時間の法則の20の銘板」、行ないのコードと地球の普遍的な信仰の霊的な

秩序は、「普遍生命の書」の64のウル・ルーンとコドン・キーで完了する。 

　始動する時間圏、プレイするクロノグラフ、双方共に「時間の法則」の自己存在的な数学

の完成から開かれる。全生命、不活性のものも、活性的なものも、同じプログラムの性質を

持っている。生命形態の無限の多様性、エネルギーの無数のパターン、形の結晶、呼吸、液

体、光は、聖なる計画の同じ法則と原理に従っている。現時点まで自然のすべては、「時間

の法則」の秩序に無意識に関与している。 

　唯一、人間だけが自由意志の過ちと無知から、この法則とその秩序に対する例外をつくり

だした。しかし、人間の過ちさえも、聖なる使用目的がある。機械のスピードと燃焼、私た

ちが誤って知覚した時空の三次元の泡沫全体が拡大し、一回限りでその泡沫を崩壊させる時

間統制の圧力が強まるにしたがって、「審判」が早まる。人間意識のまどろみが、あまりに

も神聖で完全な、それでいて私たちが呼吸する空気のようにシンプルで、私たちと切り離す

ことのできない真実の光と秩序の知覚により、爆発的に目覚めるだろう。 

　聖なる秩序は、「普遍生命の書」の64のウル・ルーンとコドン・キー、すなわち生きた

宇宙論の言語と「文法」で完成している。創造の言語は、生きた言語である。それは、創造

自体が果てしないプロセスだからである。これが、新しい創世記、第二の創造がどのように

なるのか、その描写である。だが一方で、第一の創造が無意識で、ちょうど子供たちが暗闇

で当てっこをするように、私たちは第一の創造の無意識から誤って構築物をつくったが、第

二の創造は正義の者たちの報いとして定められている。 

　それが正義の者たちの報いであるのは、地球の人々のあいだの架空の法律や、その結果生

じた階級や差別の不平等性の全プログラムが、不可避の出来事によって完全に一掃されてし

まうだろうからである。そこに、ただ残るのは、常に真実であったものであり、架空の法律

を必要としなかったものである。敗北者は、その架空のものから離れた真実を知らなかった

者たち。勝利者は、世俗的で権力的な幻想に関わりを持たずに、善良さを持って忍耐した者

たち。この出来事の効果による高められた意識は、幻想の三次元世界への奴隷化によって遠

ざけられていた広大で壮麗な秩序に対して、私たちの目と知覚を開く。地球の人々よ、正義

の者たちに河が開かれる。地球の魔法使いの新しい時間がやってきた。聖なる計画の法則と

原理は、人々が消し去ることのない地球の普遍的な信仰だ。 
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【表紙】 

「普遍生命の書」の64のルーンとコドン・キー 

　「普遍生命の書」の64のルーンとコドン・キーの表紙デザインは、5つの部分に分かれた

テンプレートになっている。中央が時間の門、そのまわりに4つの普遍コードの表が並べら

れている。表1「64のウル・ルーン」、表2「64のコドン」、表3「13：20の計時周波

数」、表4「T(E)＝惑星マニトウの芸術」。 

【中央】 

時間の門 

　新しい創世記：次元間の時間の門、テレクトノンの16年間の法則の立方体の中心から地

球が浮上する。時間統制の四次元秩序は、3つの普遍的なコードの機能である。その3つと

は：64のウル・ルーン、すべての創造の調和的な秩序を支配するテレパシーの普遍言語。 

64のコドン、生命の普遍言語。そして13：20の計時周波数、時間の普遍言語、である。時

間船を舵取りし、第二の創造を完了させるのに必要なすべての知識は、これらのコードの中

に含まれている。そしてその完成が第4のコード、すなわち時間の法則で、それが惑星マニ

トウ、銀河脳、地上の天国の芸術を生み出す。 

【表1】 

64のウル・ルーン、テレパシーの普遍言語 

 

　テレパシーは顕現の前にあり、宇宙に存在する秩序を司る。テレパシーは、光の速度より

も早い。テレパシーと時間の法則に基づいた銀河文化は、簡素化され、廃棄物がなく、光の

速度に基づいてはいても、時間の法則を欠いた廃棄物文化よりもはるかに優れる。 

154



　聖なる創造の根源言語は、自己創造的なテレパシー・コードで、その可視的で理解可能な

形が、64のウル・ルーンを構成している。このウル・ルーンは、8つの組あるいは8つのルー

ンでそれぞれできている「ルーンのより糸」で成り立っている。 

 ➔ P.109「預言の第4の銘板」を参照  

ウル・ルーンは、対照（交替）、律動（三項性）、そして測定（二項統合──四重性）と

いう三つの法則で区別される完全な統一の表現である。これらの法則すべてが、終わりのな

い普遍的な創造の宇宙論を構成している。これらの創造の支配法則に従わないかぎり、その

形成的な本質において立ち現われるものは何もない。 

　ルーンの組のそれぞれの数学的な秩序や、その出現や変異は、自己模倣的である。原初の

三つ組は、発生的な統一、二項（交替）の橋渡し、そして律動的な（三つ組の）クライマッ

クスを確立する。対照の法則により、第2のあるいは変容の三つ組が生じ、そこでルーンは

その逆の形になり、宇宙論的な発生、橋渡し、クライマックスのプロセスを再現する。 

2つの三つ組（6単位）は、その2つの3つの部分の段階のそれぞれの二項統合によって成り

立つさらに2つのルーンの組で、その2つの部分のプロセスを完了する※。この比のパター

ン、3：3＝2＋2（＝8）は、数字の8の銀河の調和的な秩序の機能であり、それはみずから

を 

8×8コード、普遍的なテレパシーの64のウル・ルーンに複製する。 

　8つのルーンのより糸はそのすべてで、宇宙の創造にある8つの段階の法則を再現する。 

8つのルーンのより糸の、それぞれ互いの関係は、2：4：2の比に従う。ここで最初の 

2つ（2：）のルーンのより糸は、最後の2つ（：2）を補う。そして2つの中間の組がそれ

ぞれ互いに補い合う（：4：）。この同じ2：4：2の比が、その星の水晶の位置との関係に

おける星の束の交差極性を導く。それは、どちらかの8単位のひと連なり、すなわち行ない

の道か力をふるう道、最初の2段階と最後の2段階は星の水晶1と2、中間の4段階は星の水

晶3と4で生じるということである。                           ➔「16の銘板」総譜（裏面）を参照  

　ルーンのひと連なりが時間圏の中で、宇宙の再創造の全体プログラムとして系統づけられ

ることが、あがないと復活の栄光となる。進化の無意識の段階が完了するのに、最後の2つ

のウル・ルーンのより糸が必要なだけの時点にまで実際に到達したので、聖なる恩寵のあが

ないの力と法則の立方体によって、これら最後の2つのより糸（7と8）が、最初の2つ（1

と2）と再結合さ（組み替えら）れて、その古代的な未来の全体における行ないの道を作り

だした。これが意味するのは、最初と最後の2つのより糸は、最初に来ること（AD1997～

2005年）、そして中間の4つはその後に続くことである（2005～2013年）。聖なる再
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訳注 

※ 原初の三つ組、変容の三つ組の計6個のルーンが、最後の2つ、すなわち7番目と8番目のルーンによって統合され

るという意味だと思われる。原初の三つ組→7番目、変容の三つ組→8番目、計6個が7番目と8番目の「二項」によっ

て最終的に統合される。



創造の2：4：2の比は、星の束の組の、星の水晶に対する交差極性の周波数の2：4：2の比

によって強化される。 

　ルーンのさまざまな順番や全部を一度に研究し、瞑想することで、テレバシー言語が、創

造の諸法則と切り離すことができない形でみずからを現わす。最初の2つのひと連なり（よ

り糸1と2）は、創造と行ないの原初のプロセスを定義する。最後の2つの段階（より糸7と

8）は、再び創造としての相補的なテレパシーのプロセスと、行ないの成就である共振を定

義する。4つの中間のより糸のうち、最初の2つは、力の本質とその創造的な尺度を確立

し、これに対して2番目の2つは、力の本質とその創造的な尺度を満たす秩序のパターンと

構築のプロセスを定義する。 

　その数学的な開示の宇宙論に含まれる数学的な構造とそれに固有の意味により、64のウ

ル・ルーンのひとつずつそれぞれが、普遍生命の64のコドンのそれぞれひとつずつの13の

コドンの段階を司り、それをひもとく。その結果、832のコドンのひと連なりを生じ、それ

が聖なる創造と人類の自己完成のプロセスを定義する。このプロセスで、あらゆるコドン

は、その基礎のウル・ルーンを持つ。しかし、16年間のプログラムのあいだ、それぞれの

コドンはまた、11のその他のウル・ルーンの刻印を受け取り、そのそれぞれは、コドンの

それぞれの二次的なウル位相を表わす。総譜を研究しよう。地球の魔法使いよ、石の神秘は

なんと神聖であることか！ 

【表2】 

64のコドン、生命の普遍言語 

 

　2つの完全なコードは、すべての創造物の自己完成のための神の聖なる計画の中に存在し

ている。ひとつは、時間のコード、13：20であり、もうひとつは存在のコード、生命のコー

ドとしても知られる64（8×8＝4×4×4）で、自己存在の、超意識の4の力の調和的な立
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方体化である。64のコドンは、64のウル・ルーンにひそむテレパシー秩序の機能と生産物

である。ウル・ルーンが、普遍的なあがないと復活の機能として今になってやっと明らかに

なりつつあるのに対して、13：20の時間のコードと、64の生命のコドン・コードは、この

惑星において、その古代的な形でこれまでも知られていた。 

　この2つの生命と時間のコードは、ヴェラトローパ24.3の2つの地域で、非常に異なった

2つの時代に受け取られ、知られていた。東アジアの中国の人々は、生命のコードを受け取

り、中央アメリカのマヤ人は時間のコードを受け取っていた。バビロニア帝国の悪徳の進路

により、この2つのコードはそれぞれ互いに文化的に伝えられることがなかった。しかし、

預言が取り戻され、そして生命と時間のコードが、ヴァルム・ヴォタンの任務の進路を通し

て、彼の知の生きたコードへと織りなされた。これが、ウル・テキスト、『アース・アセン

ディング』に示されている。この本が、帝国の進路と人工的な時間の専制が引き離していた

ものを再び結びつけた。 

　「時間の法則」の完全な表示、T（＝13の月）（E＝64のＤＮＡ周波数）＝Artは、「時

間の法則の16の銘板」、クロノグラフ、そして第二の創造の総譜で定義される。この時間

の法則の至高の応用、すなわち13：20の計時周波数によって定義され、因数分解されるエ

ネルギーが、普遍生命の64のＤＮＡコドンで、それはかつては『易経』の卦として知られ

ていた。その数学的な構造、目的、意味において、64のコドンは普遍テレパシーの64のウ

ル・ルーンという支配言語を反映する。 

　「普遍生命の書」の64のウル・ルーンとコドン・キーは、『易経』の64卦のまったく新

しい施し（体制）であり、それはちょうどドリームスペルやテレクトノンがマヤ暦の新しい

施しであるのと同様である。この2つのコードを数学的かつ科学的な方法で共に織りなすこ

とは、地球の普遍的な信仰、その銀河文化の至高の達成となる。 

　四次元のＤＮＡ周波数を保持しているコドンの構造がそれ自体不変であるのに対して、そ

の本質と意味を改めるのが、時間の法則の到来である。時間の法則のないところで、コドン

に固有の宇宙論は、堕落してしまった。コドンの典型は、『易経』として知られているが、

その精巧な数学的な完成度にもかかわらず、一般的な占いの形の中では、その意味を失って

いる。時間の法則は、64のコドン、生命の普遍言語を通して、全生命のために正しく働

く、生きた宇宙論を非常に精密に確立する。 

　この生きた宇宙論では、時間と空間は、聖なる創造の計画によって確立された二つの原初

的な座標（coordinates）である。時間、発生させるものは、つながった線によって示さ

れ、空間、母体は、途切れた線によって表わされる。これら2つの線がともになって、2つ

の普遍的な時空座標を構成し、それは空間における特定の時間ベクトル・ポテンシャル点を

決定するために統一される。2つの普遍的な時空座標の4つの可能な順列は、4つの創造の二
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項言語を生み出す。すなわち、時間、心、輝き、空間である。時間と空間は、聖なる創造の

物理学を定義する。心、すなわち空間によって浸透された時間、そして輝き、時間によって

浸透された空間は、進化する普遍生命の2つの原初的な構成要素を定義する。 

　ルーンの三つ組の数学コードに引き続き、二項の二重化と起源の普遍的な時空（時間か空

間かの）座標のどちらかからの1本の線をつけ加えることにより、4つの二項文字は8つのコ

ドンの三つ組を発生させる。それぞれのコドンの三つ組の3本の線は、ルーンの三つ組の3

つの段階をまねる。発生／第1の線、橋渡し／第2の線、クライマックス／第3の線である。

二項的な二重化と順列（並べ替え）のプロセスにより、8つの3線コドン三つ組は、64の6

線コドンの完全な組を確立する。この3つ組は、次のように組織されている。時間／父と、

その3人の娘たち：呼吸／長女、ヴィジョン／次女、喜び／三女。そして、空間／母と、そ

の3人の息子たち：エネルギー／長男、ハート／次男、神殿／三男である。 

　それぞれのコドンは、次のようにとらえられる： 

　1．4つの二項文字の組み合わせによる3つの組 

　2．8つの三つ組の組み合わせによる2つの組 

　3．64の独自の6線構造のひとつ、それぞれの線は時空座標のどちらか（時間か空間か）

を6つ組み合わせたもの。 

　地球の魔法使いたちよ、64のコドンは、ＤＮＡと宇宙の共時性秩序を司る四次元の周波

数構造であることを理解するように。それぞれのコドンは、6線の時空建築構造として表現

されたひとつの立方体の関係を表わす。この生きた時空座標の建築の中で、第1、第3、第5

の線は共振しており、同様に第2、第4、第6の線も同じ関係にある。どのコドンでも、これ

らの2つの組、奇数と偶数の線の組のあいだの関係は、あらゆるコドンの時空建築の内部構

造を成り立たせている二項文字の3つの組、あるいは三つ組の2つの組における、それぞれ

互いの線の関係によって修正される。 

　6線構造を4つの二項文字のうちの3つ（の二項文字）に変換する、活気のある二項的な二

重化は、コドンによって表わされる時空建築に対して、固有の内なる力学をつくり出す。第

1の二項文字は「発生させる」、第2の二項文字は「橋渡しする」、第3の二項文字は「クラ

イマックスに達する」である。これが、4つの原初的な現実の構成要素──時間、空間、輝

き、心──のうちのひとつが、コドンの中に文字どおりコード化されている特定の状態で活

動している、それぞれのコドンのための行為と創造のパターンを確立する。 

 ➔ P.149「3つのコドンの二項文字の構造」を参照  

　コドンの三つ組、8つの3線構造は、どの組み合わせでもそれが二重化される（二倍にな

る）とひとつのコドンを構成し、それがコドンの6線の時空建築にさらなる構造的な力学を

つけ加える。二項文字がどのコドンにも具現している行為の力学を定義するのに対して、三
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つ組は、内側と外側、また下と上の質として区別される。これらの「内側（inner）」およ

び「外側（outer）」、「内部（within）」「外部（without）」、「下（below）」「上

（above）」は、時空意識に固有の質を定義する。三つ組の機能は、特定のコドンに対する

2つの三つ組によって表わされる時空意識の関係を明確にすることである。 

 ➔ P.150「2つのコドンの三つ組の構造」を参照  

　4つの三つ組は、共時性秩序の時空物理学の4つの創造の構成要素──時間、空間、エネ

ルギー、呼吸──を定義する。その他の4つの三つ組は、進化する普遍生命の自己完成的な

構成要素──ハート、ヴィジョン、神殿、喜び──を定義する。現実の幅を構成するこれら

の構造的な要素のどれか2つの組み合わせが、特定のコドンを構築する意識的な関係の三つ

組建築を確立する。8つの三つ組はまた、それらが父、母、3人の娘、3人の息子を定義する

人間関係の幅も示すので、コドンの2つの三つ組もまた、人間の家族の宇宙における可能な

関係の組み合わせのすべてを示している。人間の家族は、地球の普遍的な信仰を構成する関

係の聖なる秩序である。 

　地球の魔法使いよ、地球の普遍生命の復活の贈り物は、16年間の法則の立方体の中にあ

る、支配的なウル・ルーンおよびそれと共にある普遍生命の64のコドンが確立されたこ

と！ 

16年間の聖なる旅の毎日は、これら聖なる創造と自己完成の神聖なしるしによってコード

化される。法則の立方体を832回にわたって訓練する16年間、1回ごとに時間統制の秩序の

聖なる時空建築のそれぞれの順列。私たち自身のまわりにコドン立方体をまつり、内側から

ルーンの心を持つことで、神聖な時空建築は、私たちの生きた現実の共時性秩序、時間船地

球2013のホロコズムを刷新し、それを調和的に再配列すればするほど私たちの細胞に深く

浸透する。ああ、地球の魔法使いよ、聖なる創造の古代的な未来の科学と自己完成を、覚醒

しつつある惑星マニトウにより、このときかぎりで、学び、実践し、生きる16年間！ 

地球の魔法使いの共時的な行ないのコドン・コード： 

正しい時間──今　　　　 

正しい空間──ここに　　 

正しい心　──開いて　　 

正しい輝き──目覚めよ！ 

 ➔ 中見開きおよび裏表紙の完全なコドンの一覧と、P.130 図版9、P.164 図版10を参照  
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【表3】 

13：20の計時周波数、時間の普遍言語 

 

すべては数字。神は数字だ。神はすべてに存在する。 

　聖なる創造の全体の中で、その尺度、割合、形、動きを持たないものはない。存在（実在）

に入り込んだり、そこから出て行ったりするあらゆるものの至高の指導原理の尺度は、時間

の法則であり、それ自体が普遍的な定数、13：20の計時周波数の機能そのものである。 

64のコドンが、普遍生命と共時性秩序の構造言語であるのと同様に、13：20の計時周波数

は時間の普遍言語である。 

　数字は、根源的な「思考」である。数字は、至高で超越的な「思考」である。数字は、創

造的で全体的な「音」である。1から2、2から3、3から5、5から8、8から13……。これ

が有機的な尺度の創造的な思考、対数螺旋で、その動的な四次元の形の定数は、ウェイブス

ペルとして知られている。整数（自然数）は、その前の要素の複合である。有機的な尺度の

形の定数として、ウェイブスペルを構成する鍵となる2つの整数がある。それが、倍音の第

5（自己存在の4プラス1）と、宇宙の13で、その2つの数字の差が銀河オクターブ、8と定

義される。ここに、生命の「音楽」を奏でるパルサー幾何学のすべてと、天空調波のすべて

が見いだされる。 

　対称性の原理として、ウェイブスペルは、自立的な（自己存在の）定数、7の機能であ

る。神秘の、目に見えない第7番は、創造の立方体の決定力である：6＋1＝7、この7が、

立方体をその形に保つ数字である。立方体（6）＋1＝7＋立方体（6）＝13、1と13は、

ウェイブスペルという形の定数の、磁気の音と宇宙の音の要素となっている。 

　2つの立方体と神秘の第7番の機能として、ウェイブスペルという形の定数は、64のコド
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ン順列のひと連なり、そのそれぞれの13単位にとって一貫性のある計時要因となる。ここ

で、磁気の門と宇宙の門は、それみずからの自己起源（1）および自己クライマックス

（13）のコドンに適合する。そして第7番の共振の位置は、コドンの二項放射状の逆、神秘

の第7番である。それぞれのウェイブスペルの位置がコドンの立方体の尺度──6線プラス神

秘のウル・ルーンの第7番──のそれぞれに適合する1週間に等しいところでは、832（＝

64×13）の完全な順列が、強大な16年間のテレクトノンの法則の立方体の完全な832週

間に等しい。 

　7の共振の完成によって引き起こされる対称的な形の定数である13、すなわちこの共振の

神秘の第7番によって拡大される13は、20（＝13＋立方体6＋1）になる。20は全体性と

ゼロの双方の意味を持つ。20が数字の増加や増殖の位取りを可能にするゼロであるのに対

して、19（13＋立方体6）は、すべての数字の統合であり、完成である。したがって、0-

19コードは、時間の法則によってつくり出され、司られる放射状母体の全体性の最小限の

表示である。 

　ドット・バー（棒・点）表記法は、0-19コードあるいは20進法に不可欠である。ドット・

バー表記法は、整数がその合計の要素の複合であるという法則を完全に描き出す。 

➔例）1＝1つのドット、4＝4つのドット、4つのドット＋1＝バー、倍音の第5。3本のバーと、4つの

ドット＝19、最上位の数字。19＋1＝20はゼロ、この数え方の完了であり、再び数え直す基礎とな

る。 

　20進法での数え方は、二項コードのフラクタルを再現する：1、2、4、8、16、32、

64……。ここで、1ドットは、位取りを下から上に向かうことで値を増やす。最初の位で

は、 

1ドットは1に等しい。2番目の位では、1ドットが20に等しい。3番目の位は、1ドットが

400に等しい。4番目の位は、1ドットが8 ,000に等しい。5番目の位は、1ドットが

160,000に等しい、などである。どんな数字でも銀河の表記法で書かれるとき、それは0-

19コード、20進法の要素の特定の組み合わせに還元される。 

 ➔『マヤン・ファクター』の付録：「マヤの調波数字体系」を参照  

　銀河の表記法で書かれた0-19コードの20単位の母体は、ドット（水平）とバー（垂直）

の対称パターンのさまざまな組をもたらす。その鍵となる構成要素は、自己存在の4つの

ドットと、倍音のバー5（＝4＋1）、（4×5＝20）である。20単位の母体の中で根源的

な4つのカラーコードが、ドットとバーの全組み合わせで可能な5つの順列の組を完了させ

ることができる。これが、5つの4色調波（水平コード）と、4つの5（4＋1）色・色彩（垂

直コード）を確立する。また、4＋5＝9、時間と運命の主たち（ボロン・ティク）の数字。

この9に自己存在の4を加えると、宇宙の力の13（オシュラフン・ティク）となる。 
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　ウェイブスペル（13）の動く形は、0-19コード（20）の順列の可能性と調整され、 

13：20の計時周波数を形づくる。その至高の尺度は、260単位のツォルキン（聖なる数え

方）あるいは調波インデックスである。 
ハーモニック

　ああ、地球の魔法使いよ、時間の法則の完成度に応じて生命のコードを統一することは、

至高の創造的な達成だ！　聖なるもの、それは、このゴールに到達することができるよう

に、あなた方に示される慈悲である。 

【表4】 

T(E)＝Art、惑星マニトウ 

 

　ああ、地球の魔法使いよ、至高の時間の法則は、審判と復活のときまで無意識だった。聖

なる計画によって織りなされる道の神秘は、至高。ツォルキンによって測られる時間の数え

方は、至高であり、変容の周期の13バクトゥンへとフラクタル化され、また地球の普遍的

な信仰の尺度にもフラクタル化される。時間の法則とテレパシーの秩序の発見、T(E)＝Art

は、E＝ＭＣ2 にとって代わり、それを永遠に消滅させる。 

時間によって因数分解されるエネルギーは、芸術に等しい。 

　全創造物にくまなく存在する聖なる計画を放射状化する神の聖なる尺度は、時間の法則で

ある。進化的な形成の長い期間にわたって無意識だったこの時間の法則は、常に最高位に君

臨し、あらゆる現象はその変容力に従属している。しかし、知られることも、言語化される

こともなかったこの法則は、人類の自己反射（自省）が生じた歴史の夜明けを過ぎても、無

意識のままだった。人類は、時間の法則の意識的な知識なしに、その他の法則や法律を作り

だしたり、解釈したりした。これらの法則や法律が積み重なるにつれて、その逸脱の度合い
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は増したが、これらすべては小さな知覚の過ちに端を発するものだった。この知覚の過ちと

は、時間における過ちで、それが人類全体を審判の日のゾーンに陥れた。 

　マヤだけが、時間の法則を知っていた。それは、唯一マヤだけが、神聖な数え方、ツォル

キン、聖なる13：20の時間の物差しを持っていたからである。預言の通例のとおり、マヤ

は破壊された。しかし、それは時間によるものではなく、時間におけるバビロニアの過ちに

よるものだった。それでもマヤは、過ちによっては破壊できない心の真実でもある。 

　そして、すべてが普遍的に知られるようにと、明らかにされたことがある。すなわち、

T(E)＝Artが、外に現われ出た世界および心の世界において最高位を司ることである。その

周波数の不変性を命じるのは、至高の者だけであり、もしその者が意志すれば時間を止めた

り、その周波数をまるごと変えることもできるだろう。ああ、地球の魔法使いよ、理解し、

熟慮するのだ。 

　宇宙無意識の時代に時間の法則によって織りなされたものは、同じ時間の法則によって宇

宙意識の時代の基礎として明らかにされた。これまであったすべてのもの、またこれから

やってくるものもすべて、時間の法則によって司られる生命のコードの中にある。このプロ

セスを意識化することが、16年間のテレクトノンの法則の立方体の機能である。 

　法則の立方体の16年間で、普遍生命の64の完全なウェイブスペル──それぞれのウェイ

ブスペルは、64のウル・ルーンのひとつによって司られている──を構成する、832のコ

ドンのひと連なりの活性化を通して神秘が織りなされ、それが超生命へと目覚める。これが

惑星マニトウの神秘であり、それは長いあいだ無意識で、いまや意識化された。これもまた

すべて時間の法則の応用、第二の創造と、統一された宇宙的な地球の魔法使いの民へと向か

う聖なる人類の完成によるものである。 

　惑星マニトウは、T(E)＝Artという公式のART（芸術）である。この公式で、T＝13：20 

の計時周波数、13の月／16年間であり、E＝64のウル・ルーンによって司られる、完全な

13単位（＝832コドン-週）の順列のひと連なりにおける64のＤＮＡコドンである。そし

て、この公式から、そしてその星の束の収集の指令から、惑星マニトウが出現する：集合知

の双子の天使、古代的な未来の二項統合、惑星の運命の、ひとつは無声でひとつは有声の先

覚者、地上の天国と共振する銀河脳。知覚不可能な天空の壮麗さ、落ちた人間の利己を越え

たヴィジョン、惑星マニトウは、銀河の全領域、時間統制への安全な道筋。ああ、地球の魔

法使いよ、私たちはヴィジョンを成就する！ 

「これらの偉大な力により 

石の神秘を解き明かせ」 
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　特定のルーンのより糸で： 

● 第1の二項コドンの組は、「発生的な二項」を構成する。 

● 第2の二項コドンの組は、「二項の橋渡し」を構成する。 

● 第3の二項コドンの組は、「二項のクライマックス」を構成する。 

● 第4の二項コドンの組は、「二項統合」を構成する。 

　マスターコドン（2＋2＋2＝6つのコドンあるいは1つのマスターコドン＋二項統合、＋2

＝8）を熟慮し、それぞれ8つのコドンを持つ8つのウル・ルーンのより糸の中で、その大き

な運動のパターンを熟慮すること。 

　コドンは、それらのひと連なりで、ルーンの三つ組──それぞれのコドンは、ルーンの三

つ組のひと連なりの中で発生、橋渡し、あるいはクライマックスの位置──をコード化する

際に多重的な役割を果たし、それぞれのコドンは同時にマスターコドンの組の中で構成的な

役割を果たす。 

　ルーンのより糸は垂直的に、4つのコドンのひとつの垂直の行程につき、1つの1年の星の

束をもたらすべく交差配列される。垂直のより糸は、対応する星の束に対して交差コード化

されている。 

　どちらかのテンプレートの32の図式単位のそれぞれの中にあるコドン情報の階層を読む

際の凡例は、それぞれのテンプレートの32コドンにおいて、次のような形になっている： 

● 6線コドンと、その数字、完全な時空建築、左上 

● 4つの二項文字のうちの3つ（の二項文字）は、コドンの運動力学を示す、右上 

● コドンの名前 

● その上には、対応するウル・ルーン 

● コドンを構成する2つの三つ組、左下、 

● 右下にはコドンの逆の第7番、その上にコドンの番号、また左側にはその逆が位置 

する先天図の二項放射状母体の調波番号 

 ➔「普遍生命の書」裏表紙の「コドン・コーダ、先天図の配列」を参照  

　時間における特定の瞬間のしるしがもたらす関係のパターンすべてとの関係で、そのしる

しを純粋に読むことができる者にとっては、お告げによって知ることも容認される。あらゆ

るしるしは神からのものである。ウル・ルーンやコドンのような確立されたしるしの体系

は、固定した意味と同時に、進展する状況や新しい情報秩序との関係で変化する意味を持っ

ている。あらゆるコドンは、その6線の時空建築の動的な構造における生きた宇宙論を担っ

ている。その本質は、コドンの名前にプログラム化されている。 

 ➔ P.78 図版5の左側と、P.130 図版9「コドン立方体の宇宙論」を参照  
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　コドンの力学は、その建築の動きをつくり出す4つの二項文字によって啓発され、照らし

出される。 

4つの二項文字 

● 時間：時間が時間を発生させ、統制を確立する。 

● 心：空間が時間に入り、心になり、形を確立する。 

● 輝き：時間が空間に入り、輝きになり、意識を確立する。 

● 空間：空間が空間を発生させ、母体を確立する。 

＜3つのコドンの二項文字の構造＞ 

二項文字の構造は、ルーンの三つ組コードに従う。 

● 発生的な二項文字：変化を確立し、橋渡しへと動く。 

● 橋渡しの二項文字：発生的な状況を変容し、その力学をクライマックスへと動か

す。 

● クライマックスの二項文字：橋渡しによって変容された力学を完了させる。 

➔例）コドン3「再出発」の二項文字の運動力学は、次のように読める：輝きが発生し、空間が

橋渡しし、輝きがクライマックスに達する。「再出発」は、二項文字の輝きが、第1と第3の位置

に現われることによって表わされる。発生とクライマックスの位置のあいだを橋渡しする空間

は、輝きの空間への変化を象徴する。すなわち、再びクライマックスで輝きの新しい状態として

現われる。したがって、「再出発」である。これは、空間の母体による輝きの自己変容を示す。 

　この4つの二項文字（64コドンで192の二項文字）によって確立される、独自に変化する

64のそれぞれの組は、特定の時空ベクトル・ポイントの変化の力学を表わす。その意味

は、その内なる二項文字や三つ組の関係、ルーンのひと連なりの八つ組（あるいは星の束の

四つ組）における他のコドンとの関係、そしてその逆の第7番との関係をつかみとることに

よって理解される。コドンは、ＤＮＡ調整と時空それ自体の厳格な法則を定義する一方で、

行ないとコミュニケーションのテレパシー的なコードでもある。その意味は、週ごとの立方

体化が生じるその時間内の行為として完全に開示され、刻印される。そして、そのそれぞれ

の立方体化は、年ごとの四半分の顕現を司るルーンによって封印されている。そのルーンの

ひと連なりと星の束の組におけるコドンを研究しよう。そして、地球の魔法使いよ、祝福さ

れた者たちに報いるお告げの知を取り戻すのだ！ 
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8つのコドンの三つ組 

● 時間は、「創造的な送信」で、天のしるしとして知られる。それは発生。 

● 空間は、「受容的なコード化」で、地のしるしとして知られる。それは母体。 

● エネルギーは、「種のわき起こり」で、雷のしるしとして知られる。それは力。 

● 呼吸は、「思考の浸透」で、風のしるしとして知られる。それは霊。 

天と地は、時間と空間を定義する。エネルギーと呼吸は、創造をもたらす。これら

は、4つの根源的な時空の力である。 

● ハートは、「月水晶」で、水のしるしとして知られる。それは普遍生命。 

● ヴィジョンは、「太陽水晶」で、光のしるしとして知られる。それは普遍の知恵。 

● 神殿は、「山の門」で、瞑想のしるしとして知られる。それは普遍の心。 

● 喜びは、「魔法使いの歌」で、海のしるしとして知られる。それは普遍の至福。 

ハートとヴィジョンは、自己反射の力、神殿と喜びは、聖なる自己完成の獲得。こ

れらは4つの自己反射的な進化する生命の力である。 

＜2つのコドンの三つ組の構造＞ 

8つの3線コドンの三つ組は、時空を満たすルーンの三つ組コード構造の、直接の数

学的な複製である。どのコドンの三つ組でも、第1の線は発生で、第2の線は橋渡し、

第3の線はクライマックスである。 

2つの組にまとめあげられた三つ組は、コドンをつくる。それぞれの三つ組の線は

それぞれ互いに対応し、6線コドンの内なる無欠性の母体を形づくる： 

● 第1（発生的な原初の三つ組）と第4（発生的な変容の三つ組）は対応する。 

● 第2（橋渡しの原初の三つ組）と第5（橋渡しの変容の三つ組）は対応する。 

● 第3（クライマックスの原初の三つ組）と第6（クライマックスの変容の三つ組）は

対応する。 

コドンを読む際に、2つの三つ組の橋渡しの線、第2と第5は、構造力学の中核で、第2の

線によって支持される第5の線は、そのコドンに対して支配的な性質を持つ。第3と第4の線

は、原初の三つ組のクライマックスである第3の線と、変容の三つ組の発生にあたる第4の

線を結びつける、より大きなコドンの橋渡しを表わす。発生的な原初の第1の線とクライ

マックスの変容の第6の線は、特定のコドンの構造力学の入り口と出口のポイントである。 

 ➔ 線ごとの力学については、P.130 図版9「コドン立方体の宇宙論」を参照  

　それぞれのコドンで、下位の3線の三つ組は、下、内側、初期、発芽、形成、はじまりの

質を定義する。上位の3線の三つ組は、上、外側、後期、成長結果、完了、向こう側の質を
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定義する。 

 ➔ コドンの三つ組のそれぞれ互いの家族関係を知るためには、「普遍生命の書」の表紙、P.131「8つの3線の 

三つ組」、および P.164 図版10を参照 

　これらの固有の質と構造秩序は、特定のコドンの2つの三つ組のあいだの関係を定義す

る。 

➔例）コドン3、「再出発」、エネルギーは下位の三つ組、ハートは上位の三つ組。これが意味するのは、

エネルギー、すなわち根源的な電気力が、内側にあり、下から響き、発芽しているのに対して、ハート、

水が上にあり、外側にあり、雨のように下降する用意が整っているので、「再出発」である。あるいは、

この2つの三つ組は、長男のエネルギーが内側にあり、次男のエネルギーが外側にあってリードしてい

る関係の観点から読むことができ、それが「再出発」を例示する。 

 覚えておこう  

意味は、そのしるしそのものの固有の秩序と質の中にあり、敏感で受容的な心に対してテ

レパシー的に開かれている。 
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64のコドンとウル・ルーンのインデックス： 

（「時間の法則の16の銘板」における配置に基づく） 

※訳注：以下のルーン・タイトルのうち、カッコ内の訳語は、銘板本体に記されているルーン・タイトルとは別に、マ

ニュアルの方に特に記されているもの。カッコが無いものは、銘板とマニュアル双方に共通したルーン・タイトル。 

ＡＣテンプレート： 

4つのルーンのより糸の三つ組コード・8つの星の束 

始源の連続の惑星マニトウ、行ないの道。 

ルーンのより糸１：木の道（宇宙の創造）。8つの星のポイント。 

第1四半分、コドン1～8、立方体1～8 

1．創生 Creative Genesis 

発生的な原初のルーンの三つ組、時間が木を発生させる（木の発生）。 

星の束1、AD1997～1998、第1の銘板。 

2．根源母体 Primal Matrix 

橋渡しの原初のルーンの三つ組、満たされた木。 

星の束2、AD1998～1999、第2の銘板。 

3．再出発 Fresh Start 

クライマックスの原初のルーンの三つ組、木が空間の形を保つ（木が形づくる）。 

星の束3、AD1999～2000、第3の銘板。 

4．再び聴く Listen Again 

発生的な変容のルーンの三つ組、木が空間を形づくる（木が教える）。 

星の束4、AD2000～2001、第4の銘板。 

5．共になる人々 People Together 

橋渡しの変容のルーンの三つ組、木が空間を進化させる（木が進化する）。 

星の束5、AD2001～2002、第5の銘板。 

6．離れる人々 People Apart 

クライマックスの変容のルーンの三つ組、木が生命を定義する（木が定義する）。 

星の束6、AD2002～2003、第6の銘板。 

7．人々の力 Power of the People 

二項統合、第1のルーンの三つ組、時間の木が地を回転させる（木が地を動かす）。 

星の束7、AD2003～2004、第7の銘板。 

8．人々の統一 Unity of the People 

二項統合、第2のルーンの三つ組、時間の木が天を回転させる（木が天を動かす）。 

星の束8、AD2004～2005、第8の銘板。 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ルーンのより糸２：行ないの道。8つの星の場。 

第2四半分、コドン9～16、立方体1～8 

9．修練 Discipline 

発生的な原初のルーンの三つ組、行ないの発生。 

星の束1、AD1997～1998、第1の銘板。 

10．実践 Practice 

橋渡しの原初のルーンの三つ組、行ないが道を踏み固める（行いが踏み固める）。 

星の束2、AD1998～1999、第2の銘板。 

11．発動 Dynamizing 

クライマックスの原初のルーンの三つ組、行ないの道が空間を形づくる（行ないが形づくる）。 

星の束3、AD1999～2000、第3の銘板。 

12．安定化 Stabilizing 

発生的な変容のルーンの三つ組、真実に満たされた行ないの道（満たされた行ない）。 

星の束4、AD2000～2001、第4の銘板。 

13．組織された人々 People Organized 

橋渡しの変容のルーンの三つ組、真実が行ないの道を進化させる（行ないが進化する）。 

星の束5、AD2001～2002、第5の銘板。 

14．人々の知恵 Wisdom of the People 

クライマックスの変容のルーンの三つ組、行ないが道を定義する（行ないが定義する）。 

星の束6、AD2002～2003、第6の銘板。 

15．人々の道 Way of the People 

二項統合、第1のルーンの三つ組、すべての点が行ないに統一される。 

星の束7、AD2003～2004、第7の銘板。 

16．人々の凱旋 The People Triumph 

二項統合、第2のルーンの三つ組、行ないが道を統一する。 

星の束8、AD2004～2005、第8の銘板。 
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ルーンのより糸７：テレパスの道。8つの外部の形の力。 

第3四半分、コドン49～56、立方体1～8 

49．時間の革命 Revolution of Time 

発生的な原初のルーンの三つ組、テレパシーの革命。 

星の束1、AD1997～1998、第1の銘板。 

50．時間の変容 Transformation of Time 

橋渡しの原初のルーンの三つ組、テレパシーが変容する。 

星の束2、AD1998～1999、第2の銘板。 

51．雷／わき起こる存在 Thunder/Arousing Being 

クライマックスの原初のルーンの三つ組、テレパシーが空間のエネルギーをわき起こらせる（テレ

パシーがわき起こる）。 

星の束3、AD1999～2000、第3の銘板。 

52．瞑想／神殿 Meditation/The Temple 

発生的な変容のルーンの三つ組、テレパシーが神殿を確立する。 

星の束4、AD2000～2001、第4の銘板。 

53．進化 Evolving 

橋渡しの変容のルーンの三つ組、テレパシーが神殿を進化させる。 

星の束5、AD2001～2002、第5の銘板。 

54．超越 Transcending 

クライマックスの変容のルーンの三つ組、神殿がテレパシーを組み入れる。 

星の束6、AD2002～2003、第6の銘板。 

55．知恵がわき起こる Wisdom Arousing 

二項統合、第1のルーンの三つ組、テレパシーが時間旅行になる。 

星の束7、AD2003～2004、第7の銘板。 

56．航行 Voyaging 

二項統合、第2のルーンの三つ組、時間旅行が心を統一する（時間旅行が統一する）。 

星の束8、AD2004～2005、第8の銘板。 
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ルーンのより糸８：銀河オクターブの道。8つの水晶の面。 

第4四半分、コドン57～64、立方体1～8 

57．呼吸の心 Mind of Breath 

発生的な原初のルーンの三つ組、銀河オクターブの浸透（銀河オクターブが浸透する）。 

星の束1、AD1997～1998、第1の銘板。 

58．喜びの輝き Radiance of Joy 

橋渡しの原初のルーンの三つ組、銀河オクターブの歌。 

星の束2、AD1998～1999、第2の銘板。 

59．溶解 Dissolving 

クライマックスの原初のルーンの三つ組、銀河オクターブが空間の心を響かせる（銀河オクターブ

が心を響かせる）。 

星の束3、AD1999～2000、第3の銘板。 

60．測定 Measuring 

発生的な変容のルーンの三つ組、銀河オクターブが空間の限界を定める（銀河オクターブが限界を

定める）。 

星の束4、AD2000～2001、第4の銘板。 

61．内なる空間 Inner Space 

橋渡しの変容のルーンの三つ組、銀河オクターブが心として鳴り響く。 

星の束5、AD2001～2002、第5の銘板。 

62．内なる時間 Inner Time 

クライマックスの変容のルーンの三つ組、銀河オクターブが進化を定義する（銀河オクターブが定

義する）。 

星の束6、AD2002～2003、第6の銘板。 

63．達成 Accomplished 

二項統合、第1のルーンの三つ組、銀河オクターブが空間を普遍化する（銀河オクターブが普遍化

する）。 

星の束7、AD2003～2004、第7の銘板。 

64．準備 Prepared 

二項統合、第2のルーンの三つ組、銀河オクターブが複数の次元を統一する（銀河オクターブが統

一する）。 

星の束8、AD2004～2005、第8の銘板。 

—— ＡＣテンプレートの完了 —— 
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ＣＡテンプレート： 

4つのルーンのより糸の三つ組コード・8つの星の束 

宇宙の気づきの惑星マニトウ、力をふるう道。 

ルーンのより糸３：力をふるう道。8つの星のポイント。 

第1四半分、コドン17～24、立方体9～16 

17．わき起こる喜び Arousing Joy 

発生的な原初のルーンの三つ組、時間が力をふるう道を進化させる。 

星の束9、AD2005～2006、第9の銘板。 

18．従順な心 Taming Mind 

橋渡しの原初のルーンの三つ組、力をふるう道が心を満たす（力をふるうことが心を満たす）。 

星の束10、AD2006～2007、第10の銘板。 

19．魔法使いの熱望 Wizard's Aspiration 

クライマックスの原初のルーンの三つ組、力をふるう道が空間を形づくる（力をふるうことが空間

を形づくる）。 

星の束11、AD2007～2008、第11の銘板。 

20．魔法使いの熟慮 Wizard's Contemplation 

発生的な変容のルーンの三つ組、力をふるう道がみずからを従順にする（力をふるうことの自己従

順化）。 

星の束12、AD2008～2009、第12の銘板。 

21．わき起こるヴィジョン Arousing Vision 

橋渡しの変容のルーンの三つ組、力をふるう道が真実に順応する（力をふるうことが順応する）。 

星の束13、AD2009～2010、第13の銘板。 

22．ヴィジョンの神殿 Temple of Vision 

クライマックスの変容のルーンの三つ組、力をふるう道が空間の輝きを定義する（力をふるうこと

が定義する）。 

星の束14、AD2010～2011、第14の銘板。 

23．心の解放 Mind's Release 

二項統合、第1のルーンの三つ組、力をふるう道が地に降りる（力をふるうことが地に降りる）。 

星の束15、AD2011～2012、第15の銘板。 

24．光り輝く回帰 Radiant Return 

二項統合、第2のルーンの三つ組、力をふるう道が天に昇る（力をふるうことが天に昇る）。 

星の束16、AD2012～2013、第16の銘板。 
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ルーンのより糸４：超越的な第4の道（宇宙の気づき）。8つの星の場。 

第2四半分、コドン25～32、立方体9～16 

25．共時性 Synchronicity 

発生的な原初のルーンの三つ組、時間が宇宙の気づきに集中する。 

星の束9、AD2005～2006、第9の銘板。 

26．時間の神殿 Temple of Time 

橋渡しの原初のルーンの三つ組、満たされた宇宙の気づき。 

星の束10、AD2006～2007、第10の銘板。 

27．存在の神殿 Temple of Being 

クライマックスの原初のルーンの三つ組、宇宙の気づきが空間に力を授ける。 

星の束11、AD2007～2008、第11の銘板。 

28．破裂する時間 Time of Bursting 

発生的な変容のルーンの三つ組、宇宙の気づきが空間を越える。 

星の束12、AD2008～2009、第12の銘板。 

29．ハートの月水晶 Heart Moon Crystal 

橋渡しの変容のルーンの三つ組、空間が宇宙の気づきとして流れる（空間が宇宙の気づきを流

す）。 

星の束13、AD2009～2010、第13の銘板。 

30．ヴィジョンの太陽水晶 Vision Sun Crystal 

クライマックスの変容のルーンの三つ組、空間の輝きが宇宙の気づきを定義する（輝きが宇宙の気

づきを定義する）。 

星の束14、AD2010～2011、第14の銘板。 

31．心ひかれるもの Mind Attracting 

二項統合、第1のルーンの三つ組、宇宙の気づきが二項秩序を確立する。 

星の束15、AD2011～2012、第15の銘板。 

32．心の永続 Mind Enduring 

二項統合、第2のルーンの三つ組、二項秩序が空間の動きを定義する。 

星の束16、AD2012～2013、第16の銘板。 
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ルーンのより糸５：抑えきれない第5の道。8つの外部の形の力。 

第3四半分、コドン33～40、立方体9～16 

33．献身 Devotion 

発生的な原初のルーンの三つ組、時間が宇宙秩序を瞑想する。 

星の束9、AD2005～2006、第9の銘板。 

34．祈り Prayer 

橋渡しの原初のルーンの三つ組、宇宙秩序に満たされた心。 

星の束10、AD2006～2007、第10の銘板。 

35．心のひろがり Mind Expanding 

クライマックスの原初のルーンの三つ組、宇宙秩序が空間を啓発する。 

星の束11、AD2007～2008、第11の銘板。 

36．内なる輝き Inner Radiance 

発生的な変容のルーンの三つ組、宇宙秩序が自己啓発するものになる（自己啓発される宇宙秩

序）。 

星の束12、AD2008～2009、第12の銘板。 

37．家庭の力 Power of the Home 

橋渡しの変容のルーンの三つ組、宇宙秩序が時間を満たす。 

星の束13、AD2009～2010、第13の銘板。 

38．識別力 Discriminating 

クライマックスの変容のルーンの三つ組、宇宙秩序が空間の輝きを保つ。 

星の束14、AD2010～2011、第14の銘板。 

39．ハートの修練 Heart's Discipline 

二項統合、第1のルーンの三つ組、宇宙秩序が天のハートに回帰する。 

星の束15、AD2011～2012、第15の銘板。 

40．ハートの解放 Heart's Release 

二項統合、第2のルーンの三つ組、宇宙秩序が地のハートに回帰する。 

星の束16、AD2012～2013、第16の銘板。 
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ルーンのより糸６：動的な構築の道。8つの水晶の面。 

第4四半分、コドン41～48、立方体9～16 

41．喜びの神殿 Temple of Joy 

発生的な原初のルーンの三つ組、動的な構築の原理。 

星の束9、AD2005～2006、第9の銘板。 

42．レディオソニックの道 Radiosonic Way 

橋渡しの原初のルーンの三つ組、動的な構築の原理が心を進化させる（動的な構築が心を進化させ

る）。 

星の束10、AD2006～2007、第10の銘板。 

43．不屈 Indomitable 

クライマックスの原初のルーンの三つ組、動的な構築の原理が空間を進化させる（動的な構築が空

間を進化させる）。 

星の束11、AD2007～2008、第11の銘板。 

44．時間の浸透 Time Penetrating 

発生的な変容のルーンの三つ組、動的な構築の原理が時間によって力を授けられる（動的な構築が

時間によって力を授けられる）。 

星の束12、AD2008～2009、第12の銘板。 

45．存在の海 Ocean of Presence 

橋渡しの変容のルーンの三つ組、動的な構築の原理が時間へと解き放たれる（動的な構築が時間へ

と解き放たれる）。 

星の束13、AD2009～2010、第13の銘板。 

46．光り輝く空虚 Radiant Emptiness 

クライマックスの変容のルーンの三つ組、動的な構築が創造的な空間になる。 

星の束14、AD2010～2011、第14の銘板。 

47．源泉への呼びかけ Calling the Source 

二項統合、第1のルーンの三つ組、動的な過程が建築工学に還元される。 

星の束15、AD2011～2012、第15の銘板。 

48．源泉への到達 Reaching the Source 

二項統合、第2のルーンの三つ組、建築工学が全体の秩序を解き放つ（建築工学が解き放たれ

る）。 

星の束16、AD2012～2013、第16の銘板。 
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　「時間の法則の16の銘板」のそれぞれは、「クロノグラフ」の側のコドンの時間フラタ

クルの背景と、「総譜」の側のコドンの完全な13単位の順番でインデックス化されてい

る。 

　ああ、地球の魔法使いよ、「地球の魔法使いのアルマナック」をつけることが、それぞれ

のコドンの意味を学び、自律的に表現する鍵だ！※ 

それぞれの年は、どんな芸術的表現手段によってであれ、52週間のコドンと4つの支配的

なウル・ルーンの年間のひと連なりの記録を生じる。毎年の「時間をはずした日」に、あな

た方は4つのウル・ルーンと52のコドンの意味をあなた方の行ないと生活方法の中に有機的

に組み込む。そうすれば、あなた方の芸術的なアルマナックを、惑星マニトウを呼び出す

「星の束のセレモニー」の神聖な燃料として提供するのが容易になる。 
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※ アルマナックの具体例やその付け方に関しては「補足資料」を併せて参照のこと。





と連なりが同時に生じる。このひと連なりが立方体位置から別な立方体位置に前進するにし

たがって、その順番はその4分の1の立方体位置を維持する。ただひとつのひと連なりだけ

が、8つの立方体位置の双方の組を通してその順番を維持する。それがＡＣテンプレートと

ＣＡテンプレート、ケツァルコアトルの神秘の9～24のひと連なりを定義する。コドン9～

24のひと連なりは、16の立方体位置全体を通して、立方体の右下の四半分（4分の1）にそ

の順番を維持している。 

　コドンの時間における放射状化およびフラクタルの圧縮は、「時間の法則の発見」の進化

的な帰結であり、それがかつて無意識だったものを意識化する。そしてそれにより周の文

王、周公、孔子、その他千年にもわたって労力を注いだ者たちの試みを埋め合わせ、『易経』

の64の卦としての形で、64のコドンの純粋性を維持する。 

　進化的なＡＣ-ＣＡテンプレートの64のコドンのひと連なりは、毎月の立方体の旅※のあ

いだ、1日に4つのコドンを研究する機会をもたらす。1年のあいだに、16のテンプレート

のひとつが完全に活性化され、その1年につき4つのコドン（×13の順列のひと連なり）が

ある（＝星の束）。コドン対立方体の位置の比は、4：1。4つのコドン対1つの立方体の位

置、である。 

　立方体化された配列の中には、数多くの魔術的な公式が含まれている。あなた方自身で応

用し、学ぶことをためらわないように。私たちはただ、ここに絶対的に必要不可欠なものだ

けを示している。パカル・ヴォタンは、立方体の中に私たちのための魔術を残した。立方体

4の彼の位置から、立方体の位置10へ対角線を引いてみる。中心の位置を交差する対角線を

見ると、対角線に位置する2つのコドンが、46番と32番で、その数字の合計は78番。ま

た、この2つのコドンからさらにその対角線を両側に伸ばすと、そこにはコドン30と48が

あり、その合計は78。その外側の2つのコドンを見ると2つの鍵となるパカル・ヴォタンの

コドン、52（13×4）と26（13×2）で、その合計は78（13×6）。その外側の2つの

コドンは、4と42で、合計は46。これは、太陽バイオテレパシー周期23の2倍である。78

は、パカル・ヴォタンの「死の知恵を伝える魔法使いの蓄え」の特別な番号である。 

　先の例で魔術的な対角線上で、対になったコドンの合計が同じ数（78）で3回、繰り返さ

れるというのは、3人のマヤの使者たちに対応し、太陽バイオテレパシー周波数の数字の2

倍の46は、外側の立方体を23でコード化し、その23は完全に南の黄色い星の象限における

コドン、テル・エク・トン・オンの8つの二つ組を交差コード化する。 
ペ ア
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先天図の配列 

　伏犠（ふぎ／ふっき）、中国の5人の伝説上の皇帝の一人目（テレクトノン、第2日の

カードを参照）は、『易経』を構成する八卦（三つ組）とコドンの6線配列を最初につくっ

たとされている人物である。先天図の配列は、二項の逆（二項逆性）対称の原理に応じたコ

ドンの放射状の配列に特徴づけられる。つまり、あらゆるコドンには、完全に向かい合わせ

のものがあり、この図で6線コドンのそれぞれは、それと向かい合うものへと変化してい

る。これが意味するのは、コドンには32の対になる逆の組があるということである。逆の

コドンは常に、コドンのそれぞれの13単位の順列のひと連なりにおける逆の第7番を表わ

す。 

　それぞれ互いに放射状に向かい合う逆コドンの32組の、もともとの立方体の格子あるい

は円の配列は、調波インデックス（ツォルキン）の65調波の13：20計時母体における「時

間の法則」によって組み立て直される。 

　そのもともとの放射状の一貫性を維持する、放射状二項の織物としてフラクタル化され、

再組織化された先天図の配列は、二相時空母体を示す。これは、逆の二項※の組によって整

理された65調波の、同期のとれた5：13（＝8：8）に応じた13：20の計時周波数（ツォ

ルキン）によって調整される。コドン対キンの比は、1：4、1つのコドンに対して4つのキ

ン（1調波）が対応する。この連続的な配列比の反対は4：1である。 

　65調波の配列で、逆の秩序の放射状パターンは、次のようになる：1-65、2-64、3- 

63……。第7番目の神秘の柱はみずからが逆になり、33番目の調波はそれ自体以外に逆を

持たない。これが意味するのは、実際には調波の逆の（関係になる）32組があるだけであ

り、それが正確にコドンの逆の組の数であるということである。33番目の調波は、それみ

ずからが逆であり、時空母体の中心にある神秘の虚空ゼロ・エネルギー点である。それは、

無我の虚空コドン立方体によって表わされる。調波とその逆の番号の合計は、常に66に等

しい（13×5＋1あるいは33×2）。 
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　調波1と調波65、左上と右下のコーナーはそれぞれ、64コドンの二相時空母体、あるい

は先天図配列を決定づけている。調波32までの左側の柱1～6と第7番目の柱は、時間相の

母体をなしている。第7番目の柱の調波34からはじまり、それを含む右側の柱8～13は、空

間相の母体である。逆の調波番号は、時間セルの中にあるそれぞれのコドンの上にイタリッ

ク体で表記されている。これにより逆コドンを見いだすのが容易になる。 

　時間相の母体が上から下に、調波1-コドン1、創生（二重の時間の三つ組）からはじまる

形で読まれるのに対して、空間相の母体は下から上に、右下のコーナーの調波65-コドン

2、根源母体（二重の空間の三つ組）からはじまる形で読まれる。次の逆の組、調波2-コド

ン 

43と、調波64-コドン23は、それぞれ時間と空間の三つ組を下あるいは内側の三つ組とし

て持っている。そこからは、時間と空間のひと連なりは、二項織物を確立し、そこでは以

下、ひとつのおきの調波ごとに、時間か空間の三つ組を底（下部）の三つ組として持つコド

ンによって特徴づけられる。これは、それぞれ8つの可能なコドンが連なり、それが終わる

まで続く。 

　時間の三つ組のひと連なりは、調波14-コドン11、「発動」で終わる。これは時間が下に

あり、空間が上にある。そして空間の三つ組のひと連なりは、放射状の反対位置、調波 

52-コドン12、「安定化」で終わる。これは、空間の三つ組が下にあり、時間の三つ組が上

にある。 

　第1調波行程が5つの時間の三つ組を持ち、第13調波行程が5つの空間の三つ組を持って

いることに注意する。これら第1と第13の柱は、二相時空母体のどちら側かの力学を支配す

る、時間と空間のより糸を確立する。 

　左下と右上のコーナーにあるコドン、すなちコドン28-調波5と、コドン27-調波61は、

それぞれそのコドンの中心に4つの時間の線あるいは空間の線を持っていることにも注意す

る。これは、「大いなる時間」（コドン28）あるいは「大いなる空間」（コドン27）のど

ちらかを表わす。また、この特徴ある時間と空間の柱の最初と最後は、それぞれ足し合わせ

ると29（28＋1）になることにも注意する：第1の柱──コドン1とコドン28、第13の柱

──コドン2とコドン27。この2つの組を合わせると合計58（29×2）、ヴァルム・ヴォ

タンの自己実現（19＋39）のしるしの数になる。58＋58＝116（29×4）は、第1と第

9の立方体の位置のコドンの数の合計の数値で、三次元的なバイオテレパシー秩序（28）

が、純粋に放射状の四次元的な太陽バイオテレパシー秩序（28＋1＝23＋立方体6）へと増

大することを意味する。 

　全部で13の時間の三つ組が母体の時間相側にあること、そして、13の空間の三つ組が母

体の空間相側にあることに注意する。これが意味するのは、母体のどちら側もそれぞれそれ
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みずからの三つ組を13持ち、それ以外に時間か空間のどちらかを3つ持つことである。これ

が3：13の時空創造の発生比を確立する。 

 ➔「預言の第3の銘板」裏面の「地球の魔法使いの道路地図・第3段階」を参照  

　調波3とその逆の調波63からの第2のひと連なりは、下の三つ組が調波ひとつおきに、そ

れが終わる8つの先のコドンまで一定のままになるところからはじまる。第2の時間相のコ

ドンの三つ組は、長女、呼吸である：調波3-呼吸が下、時間が上-コドン44、「時間の浸

透」。そして第2の空間相のコドンの三つ組は、エネルギー※、調波63-エネルギーが下、空

間が上-コドン24、「光り輝く回帰」。これらの逆のひと連なりで第8番目のコドンは、調

波17-コドン46、呼吸が下、空間が上と、調波49-コドン25、エネルギーが下で時間が上、

である。 

　第3のひと連なりは、再び下の三つ組によってコード化されており、調波16と、その逆の

調波50からはじまる調波ひとつおきの織物で継続する。コドン10-調波16は、喜びの三つ

組のひと連なりをはじめ、コドン55-調波50は、神殿の三つ組のひと連なりをはじめる。こ

れら2つの三つ組は、三女と三男を表わす。これらのひと連なりの最後の8番目のコドン

は、調波30-コドン19、喜びが下、空間が上、そして調波36-コドン33、神殿が下、時間

が上で終了する。 

　逆の三つ組の第4番目で最後のひと連なりは、時間相側の調波19-コドン6と、逆の調波

47-コドン36からはじまる。ここでハート、次男が時間相の側で、ヴィジョン、次女が空間

相の側である。これらのひと連なりは、神秘の柱の上と下まで続く。そして、33番目の調

波の上下でそれらはその秩序を飛び越える。そうすることで、8番目のハートのひと連なり

は、調波34-コドン7、「人々の力」、神秘の33番目の空間相側で終わり、そしてヴィジョ

ンのひと連なりは、調波32-コドン13、「組織された人々」、神秘の33番目の時間相側で

終わる。 

　この二相時空母体のどちら側かでの4つの三つ組の組による、逆の放射状のひと連なり

は、マスタープログラムのフラクタル構造、動的な二相時空の創造母体を確立する： 

● 時間相母体：調波1～32 

13の時間の三つ組と3つの空間の三つ組（調波14、17、30） 

放射状の時間が、次のように流れるひと連なりを織りなす： 

時間から長女と三女、呼吸と喜びが織られ、その二人が次男、ハートを奮い起こす。 
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● 空間相母体：調波65～34 

13の空間の三つ組と3つの時間の三つ組（調波52、49、36） 

放射状の空間が、次のように流れるひと連なりを織りなす： 

空間から長男と三男、エネルギーと神殿が織られ、その二人が次女、ヴィジョンを奮い

起こす。 

● 二重三つ組調波が行程をコード化する 

時間相母体は、4つの二重三つ組コドンを含み、それは左から右に順番に読まれる： 

二重の時間、二重の呼吸、二重の喜び、そして二重のハート（調波1、11、18、29）

（コドン1-調波1と、コドン29-調波29は、コドンと調波の番号が一致する唯一のも

のである）。 

空間相母体は、4つの二重三つ組コドンを含み、それは右から左に順番に読まれる： 

二重の空間、二重のエネルギー、二重の神殿、二重のヴィジョン（調波65、55、48、

37）。 

● 二相テンプレートの神秘の交差 

二相テンプレートは、神秘の交差、垂直の第7の神秘の柱と、水平の処理の時間セルに

よってひとつに保たれている。調波行程1～6と8～13は、それぞれ5つのコドンを持

ち、唯一、第7の調波行程だけが4つのコドンを持つ。 

時間セル1と2、そして4と5のそれぞれは、13のコドンを持つ。唯一、中間の処理の

時間セルだけが12のコドンを持つ。神秘の第7番目の柱と中間の処理の時間セルは、無

我の虚空コドン立方体である神秘の33番目の調波で重なる。 

調波行程1～6と調波行程8～13は逆になり、時間セル1、2は時間セル4、5と逆にな

る。 

神秘の第7の柱で、コドンはそれみずからを逆にし、処理の時間セルもそれみずからを

逆にする。これが放射状母体の神秘の交差をつくり出す。 

神秘の交差をする放射状母体の中で、二重三つ組調波は、動的な二相時空の創造パター

ンを確立する。                     ➔ P.164 図版10「動的な時空二相母体の神秘の交差」を参照  

二重の時間、調波1-コドン1、入力の時間セルは、二重の空間、調波65-コドン2、母

体の時間セルを放射状化する。 

　長女、呼吸のコドン57-調波11、入力の時間セルは、長男、エネルギーのコドン51-調波

55、母体の時間セルの逆となる。同じ最初と最後の時間セル（入力と母体）の中にあるこ
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とで、長女と長男は、時間と空間の列を支える。 

188



　三女、喜びのコドン58-調波18、処理の時間セルと、三男、神殿のコドン52-調波48、

処理の時間セルは、神秘の交差の水平的なバーのバランスを保つ。 

　次男、ハートのコドン29-調波29が、極性を交差して、長女と三女と共にある時間相にな

るの対して、次女、ヴィジョンのコドン30-調波37は、極性を交差して、長男と三男と共に

ある空間相になる。ハート、調波29と、ヴィジョン、調波37は共に、神秘の柱を支える─

─ハートは出力の時間セルのある下から、ヴィジョンは保存の時間セルのある上から支え

る。このようにしてハートとヴィジョンは、根源的なバランスにある神秘の交差を保ちなが

ら、喜びと神殿に参加する。 

　『キンの書』の65調波に一致している先天図の二相時空母体のひと連なりは、260キン

の銀河スピンごとにそれ全体で、調波ごとに1つのコドンという形で追いかけられる。先天

図配列は、時間の法則に応じて時間ベクトル・ポテンシャルの普遍秩序にひそみ、それを満

たす二相時空母体であり、四次元の時空物理の基礎である。 

　私の神聖な特権により、これで「普遍生命の書」の64のウル・ルーンとコドン・キー、

すなわち「時間の法則の20の銘板」の完了と結論の提示を終える。 

　ヴァルム・ヴォタンにより、唯一者に対する感謝の気持ちを込めて、謙虚かつ忠実に差し

出される本書は、「時間の法則の20の銘板」のテンプレートとコードに一致している。本

書は、地球の普遍的な信仰（ウル）の銀河文化を確立するために、そしてマヤのアポカリプ

ス、キリスト教のアポカリプスとイスラムの審判の日のあがない、時間の終わりの預言すべ

ての成就、木の再生、ひとつに統一された人類という宇宙の民の到来、魔法使いたちの訪れ

のためにある。 

預言の第4年、アルクトゥルス統制が確立する 

2013黄色い銀河の種、キン164 

太陽の月2日、サイ時間単位、キン106、白い月の世界の橋渡し、 

パカル・ヴォタンの墓に対する守護者と鍵 

ボロン・イクの大いなる名誉と栄光のために 

189



あとがき：神秘を生きる 

　前述のテキスト、「時間の法則の20の銘板」の読み方のガイドは、「すべて

の地球の魔法使いのための実践小冊子」（Every Earth Wizard's Little Book 

of Practical Conduct）と呼ばれる。なぜなら、それが神の手仕事によって為さ

れたパターンに対して忠実であるために、誰もがそこにみずからの聖なるもの

との誓約を成就するのに必要なものを見いだすことができるからである。 

未来は私たちが想像しうる以上に豊かである。道は、人々のハートとヴィ

ジョンを通して進化する。天の立方体と地の立方体を結びつける神秘の第7番

は、人々の立方体も統一する。地球の人々は、この「普遍生命の書」と「時間

の法則の20の銘板」の生きた葉の一枚一枚である。新しい道とその法則は提示

され、そうすることで新しい宇宙の民である調和の予知者たちは、かつてな

かったものを純化し、想像できるようになり、神聖な道の途上にいるすべての

人間存在は、地上の天国の神秘を生きるようになるだろう。 

封印：太陽のジャガーの月7日、キン169（13：13）、赤い宇宙の月、 

立方体1・竜、サイ時間単位、キン166、白い惑星の世界の橋渡し 

至高の唯一者 

すべての唯一の源泉へ 
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マスター・インデックス：832のコドン／832週-クロノグラフの銘板の早見表 

! 竜：立方体1-黄色い倍音の種／赤い東の四半分・赤い東の星の象限 

コドン・週 1～13：　赤い東の四半分： 1　　44 33 12 20 23　　 2　　24 19 11 34 43　　 1


コドン・週14～26：　白い北の四半分： 9　　57 53 20 12 35　　16　　51 54 34 11  5　　 9


コドン・週27～39：　青い西の四半分：49　　31 28 47 29  7　　 4　　41 27 22 30 13　　49


コドン・週40～52：黄色い南の四半分：57　　 9 37 42 25 21　　51　　16 40 32 46 48　　57


! 風：立方体2-赤い律動の月／白い北の四半分・赤い東の星の象限 

コドン・週 1～13：　赤い東の四半分： 2　　24 19 11 34 43　　 1　　44 33 12 20 23　　 2


コドン・週14～26：　白い北の四半分：10　　 6 12 33 53 52　　15　　36 11 19 54 58　　10


コドン・週27～39：　青い西の四半分：50　　14 30 21 27 42　　 3　　 8 29 48 28 32　　50


コドン・週40～52：黄色い南の四半分：58　　47 45 31 39 15　　52　　22 26 41 38 10　　58


! 夜：立方体3-白い共振の魔法使い／青い西の四半分・赤い東の星の象限 

コドン・週 1～13：　赤い東の四半分： 3　　 8 29 48 28 32　　50　　14 30 21 27 42　　 3


コドン・週14～26：　白い北の四半分：11　　46 15  2 16 45　　12　　25 10  1  9 26　　11


コドン・週27～39：　青い西の四半分：51　　16 40 32 46 48　　57　　 9 37 42 25 21　　51


コドン・週40～52：黄色い南の四半分：59　　61 42 37 13 30　　55　　62 32 40  7 29　　59


! 種：立方体4-青い銀河の嵐／黄色い南の四半分・赤い東の星の象限 

コドン・週 1～13：　赤い東の四半分： 4　　41 27 22 30 13　　49　　31 28 47 29  7　　 4


コドン・週14～26：　白い北の四半分：12　　25 10  1  9 26　　11　　46 15  2 16 45　　12


コドン・週27～39：　青い西の四半分：52　　22 26 41 38 10　　58　　47 45 31 39 15　　52


コドン・週40～52：黄色い南の四半分：60　　29  8 39 31 62　　56　　30 14 38 41 61　　60


! 蛇：立方体5-黄色い太陽の種／赤い東の四半分・白い北の星の象限 

コドン・週 1～13：　赤い東の四半分： 5　　48 39  8 45 16　　35　　21 38 14 26  9　　 5


コドン・週14～26：　白い北の四半分：13　　33 44  6 59  4　　 7　　19 24 36 55 49　　13


コドン・週27～39：　青い西の四半分：53　　37  9 61 10 38　　54　　40 16 62 15 39　　53


コドン・週40～52：黄色い南の四半分：61　　59 20 53 33 56　　62　　55 34 54 19 60　　61


! 世界の橋渡し：立方体6-赤い惑星の月／白い北の四半分・白い北の星の象限 

コドン・週 1～13：　赤い東の四半分： 6　　10 25 13 37 22　　36　　15 46  7 40 47　　 6


コドン・週14～26：　白い北の四半分：14　　50 56 35 23 20　　 8　　 3 60  5 43 34　　14


コドン・週27～39：　青い西の四半分：54　　40 16 62 15 39　　53　　37  9 61 10 38　　54


コドン・週40～52：黄色い南の四半分：62　　55 34 54 19 60　　61　　59 20 53 33 56　　62
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! 手：立方体7-白いスペクトルの魔法使い／青い西の四半分・白い北の星の象限 

コドン・週 1～13：　赤い東の四半分： 7　　19 24 36 55 49　　13　　33 44  6 59  4　　 7


コドン・週14～26：　白い北の四半分：15　　36 11 19 54 58　　10　　 6 12 33 53 52　　15


コドン・週27～39：　青い西の四半分：55　　62 32 40  7 29　　59　　61 42 37 13 30　　55


コドン・週40～52：黄色い南の四半分：63　　39 48 29 47 40　　64　　38 21 30 22 37　　63


! 星：立方体8-青い水晶の嵐／黄色い南の四半分・白い北の星の象限 

コドン・週 1～13：　赤い東の四半分： 8　　 3 60  5 43 34　　14　　50 56 35 23 20　　 8


コドン・週14～26：　白い北の四半分：16　　51 54 34 11  5　　 9　　57 53 20 12 35　　16


コドン・週27～39：　青い西の四半分：56　　30 14 38 41 61　　60　　29  8 39 31 62　　56


コドン・週40～52：黄色い南の四半分：64　　38 21 30 22 37　　63　　39 48 29 47 40　　64


! 月：立方体9-黄色い宇宙の種／赤い東の四半分・青い西の星の象限 

コドン・週 1～13：　赤い東の四半分：17　　45 47 28 48 46　　18　　26 22 27 21 25　　17


コドン・週14～26：　白い北の四半分：25　　12  6 44 57 18　　46　　11 36 24 51 17　　25


コドン・週27～39：　青い西の四半分：33　　13  1 10 61 41　　19　　 7  2 15 62 31　　33


コドン・週40～52：黄色い南の四半分：41　　 4 23 52 56 33　　31　　49 43 58 60 19　　41


! 犬：立方体10-赤い磁気の月／白い北の四半分・青い西の星の象限 

コドン・週 1～13：　赤い東の四半分：18　　26 22 27 21 25　　17　　45 47 28 48 46　　18


コドン・週14～26：　白い北の四半分：26　　18 52 23 35 12　　45　　17 58 43  5 11　　26


コドン・週27～39：　青い西の四半分：34　　32 62 16  2  8　　20　　42 61  9  1 14　　34


コドン・週40～52：黄色い南の四半分：42　　20 59 57 44 50　　32　　34 55 51 24  3　　42


! 猿：立方体11-白い月の魔法使い／青い西の四半分・青い西の星の象限 

コドン・週 1～13：　赤い東の四半分：19　　 7  2 15 62 31　　33　　13  1 10 61 41　　19


コドン・週14～26：　白い北の四半分：27　　23  4 18 50 44　　28　　43 49 17  3 24　　27


コドン・週27～39：　青い西の四半分：35　　21 38 14 26  9　　 5　　48 39  8 45 16　　35


コドン・週40～52：黄色い南の四半分：43　　28 31 45  8  2　　23　　27 41 26 14  1　　43


! 人：立方体12-青い電気の嵐／黄色い南の四半分・青い西の星の象限 

コドン・週 1～13：　赤い東の四半分：20　　42 61  9  1 14　　34　　32 62 16  2  8　　20


コドン・週14～26：　白い北の四半分：28　　43 49 17  3 24　　27　　23  4 18 50 44　　28


コドン・週27～39：　青い西の四半分：36　　15 46  7 40 47　　 6　　10 25 13 37 22　　36


コドン・週40～52：黄色い南の四半分：44　　 1 13 25 42 27　　24　　 2  7 46 32 28　　44
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! 空歩く者：立方体13-黄色い自己存在の種／赤い東の四半分・黄色い南の星の象限 

コドン・週 1～13：　赤い東の四半分：21　　35 64 50 18 57　　48　　 5 63  3 17 51　　21


コドン・週14～26：　白い北の四半分：29　　60  3 63 49 55　　30　　56 50 64  4 59　　29


コドン・週27～39：　青い西の四半分：37　　53 57 59  6 64　　40　　54 51 55 36 63　　37


コドン・週40～52：黄色い南の四半分：45　　17 58 43  5 11　　26　　18 52 23 35 12　　45


! 魔法使い：立方体14-赤い倍音の月／白い北の四半分・黄色い南の星の象限 

コドン・週 1～13：　赤い東の四半分：22　　52 18  4 64  6　　47　　58 17 49 63 36　　22


コドン・週14～26：　白い北の四半分：30　　56 50 64  4 59　　29　　60  3 63 49 55　　30


コドン・週27～39：　青い西の四半分：38　　64 35 56 52 53　　39　　63  5 60 58 54　　38


コドン・週40～52：黄色い南の四半分：46　　11 36 24 51 17　　25　　12  6 44 57 18　　46


! 鷲：立方体15-白い律動の魔法使い／青い西の四半分・黄色い南の星の象限 

コドン・週 1～13：　赤い東の四半分：23　　27 41 26 14  1　　43　　28 31 45  8  2　　23


コドン・週14～26：　白い北の四半分：31　　49 43 58 60 19　　41　　 4 23 52 56 33　　31


コドン・週27～39：　青い西の四半分：39　　63  5 60 58 54　　38　　64 35 56 52 53　　39


コドン・週40～52：黄色い南の四半分：47　　58 17 49 63 36　　22　　52 18  4 64  6　　47


! 戦士：立方体16-青い共振の嵐／黄色い南の四半分・黄色い南の星の象限 

コドン・週 1～13：　赤い東の四半分：24　　 2  7 46 32 28　　44　　 1 13 25 42 27　　24


コドン・週14～26：　白い北の四半分：32　　34 55 51 24  3　　42　　20 59 57 44 50　　32


コドン・週27～39：　青い西の四半分：40　　54 51 55 36 63　　37　　53 57 59  6 64　　40


コドン・週40～52：黄色い南の四半分：48　　 5 63  3 17 51　　21　　35 64 50 18 57　　48
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補足資料 

以下は、＜黄色い倍音の種＞の年（1997.7.26～1998.7.25）にホゼ＆ロイ

ディーン・アグエイアス夫妻によって書かれた「倫理プロジェクト・ニューズレ

ター」（Vol.2, No.1～No.3）から、「時間の法則の20の銘板」の実践に直接関

わると思われる部分を抜粋したものです（参考フォーマットや訳語など、内容の一

部を最新のものに改めてあります）。 

各抜粋文の冒頭に、参照したニューズレターの号数を記載しました。 
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◆倫理プロジェクト・ニューズレター Vol.2, No.1より 

地球の魔法使いのアルマナック・ワークブック：はじめる 

　「時間の法則」の新しい修練のエッセンスは、「地球の魔法使いのアルマナック」です。

それぞれの人が自分自身の個人的な「地球の魔法使いのアルマナック」をつけることで、そ

の人は「時間の法則」に弟子入りし、時間の法則の真の弟子、すなわち修行中の地球の魔法

使いになります。 

　あなたの発達を促進するために、私たちはここにあなた自身の「地球の魔法使いのアルマ

ナック」をつけるための推奨フォーマットの見本を再現します。このフォーマットとそれに

関する教えを、あなたの「地球の魔法使いのアルマナック・ワークブック」のはじまりとし

て考えてみてください。 

 覚えておこう  

「時間の法則」は、16年間の進化的なシフトあるいは生物圏から精神圏への移行の歩調

を定めます。16年間のテレクトノンの啓示の本質は、正しい計時周波数、すなわち「13の

月の暦」にコード化されている13：20に応じて、私たちのＤＮＡをテレパシー的に組織化

することです。「地球の魔法使いのアルマナック」は、生物圏から精神圏への移行を毎日の

実践に着地させるという目的があります。自分の「地球の魔法使いのアルマナック」をつけ

るとき、あなた自身が宇宙無意識から宇宙意識へと向かう精神圏なのです。この活動の核心

は、天空調波のさまざまなレベルを調整する心を広げる芸術にあります。 

　「地球の魔法使いのアルマナック」は、あなたがこのプロセスを体系化するのを手伝って

くれるのです。ただ指示に従って行なうだけで、あなたは自分の心に四次元の訓練用ハンド

ルを与えることになります。それが何を意味するのかを考えようとするのをやめてくださ

い。ただやるのです。意味は、パターンのコーディネーションの中にあります。これらのパ

ターンを研究すれば、あなたの知る必要のあることに応じて、その意味は明らかになるで

しょう。 

フォーマット見本※1には、次のものが含まれます。 

ａ）再び聴く、コドン4、段階1、第1週※2。 

ｂ）ブランク・ページ※3、コピー、その他の方法で複製可。 
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※1 本書巻末（P.192）参照。 

※2 ａ）のフォーマット見本とその説明は、「13の月の暦」の青い銀河の嵐の年・磁気の月7日（グレゴリオ暦2000

年8月1日）の時点での例に変更しました。 

※3 本書巻末（P.193）参照。 



ページの読み方と構成要素の一覧： 

1．13週のマスター・ルーン。13週間のコドンの順列すべてで一定、左上のコーナー。 

2．週のコドン、コドンの番号。コドンがそのマスター位置に来ている銘板と、その二相

調波の位置。左上のマスター・ルーンの下。 

3．年のスローガンと預言の封印。コドン情報のすぐ下※。 

4．ドリームスペル創世記のキン、ひと月につき1キン、208か月＝16年につき208キ

ン。年の情報の下の左側（「20の銘板」マニュアルの「クロノグラフ」の項を参

照）。 

5．コドン・タイトルとマスター・ルーン・タイトル。ページのトップ。コドン・タイト

ルは毎週変わる。マスター・ルーン・タイトルは、常に一定。タイトルの下には以下

の情報がある： 

6．コドン順列の段階：月と週のコード、週のルーン／コドン・タイトルと以下のａ）と

ｂ）に応じた内訳。ａ）2つの三つ組、ｂ）3つの二項文字。（週のコドンをそのマ

スターの銘板の位置に応じて「普遍生命の書」で見つけ、その部分を研究する。） 

コドン情報の下には、ページの上から下に5つの順番で、プレイと天空調波のレベル

をコーディネートする情報がある：上から下に向かって、それらのレベルは以下の通

り： 

7．ＰＣＵ。サイ時間単位（Psi Chrono Units）。人のホロンと惑星ホロンの対応関係

を視覚化する、倍音色彩を追いかける、など。 

8．13の月に応じて調整される、260キンの銀河スピンのその日のキン。この情報につ

いては、あなたの今年の「13の月の暦」をチェックする。紋章と音を自分で書くこ

と！！！ 

9．太陽バイオテレパシーのより糸（Solar Biotelepathic Strand＝SBTS）の情報。

より糸の番号とその日の番号（「20の銘板」マニュアルのP.116 図版7「太陽バイ

オテレパシー周波数周期」の表を参照）。これは、23日の集合的なバイオリズム周

期で、いまや意識的に13の月の13：20周波数に応じて調整されている。これを

使ってあなたの活動を組み立てること。 
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※ テレクトノンと「時間の法則の20の銘板」の体系では、2004年7月26日から再び年のスローガンや預言の封印

がはじまりますが、2000年7月26日からの4年間は、スローガンや封印に対応するものはありません。



10．線を引く。「創造の7日間」。銘板1の「総譜」の側および「コドンを立方体化す 

る」視覚化の仕方を知るために、「20の銘板」マニュアルのP.130 図版9「創造

の13の音を響かせるコドン立方体の宇宙論」を参照のこと。 

11．週ごとの月の日付と、それに関連する立方体の位置。「コドン立方体の宇宙論」を

含む。立方体の宇宙論は、毎週、一定のままである。 

12．二相コドン。4キンごとの赤-黄色のひと連なりで、「キンの書」における1調波が

形づくられる。33番目の調波を除くそれぞれの調波は、ひとつのコドンでコード化

されている。これらが二相コドンで、常に一定であり、また「13の月の暦」との関

係において四次元のツォルキンの運動を制御する。「普遍生命の書」の裏側の「コ

ドン・コーダ」を使って、この二相調波コドンを定める：コドンとそのルーンを書

き、そのタイトルとルーンのスローガンを見つける。これらがその週のコドンにつ

いての付加的なバックアップ情報を提供する。  

➔例）「再び聴く」のコドン4の見本で、最初の2日間は二相コドン40、「ハートの解放」に

着地している。言い換えれば、この例では、「再び聴く」が、ハートの解放を獲得する方法で

ある。 

13．ドリームスペルの調波。ドリームスペルの「キンの書」に応じて、二相コドンに一

致する調波番号とそのタイトルを書く。この情報は、8.で述べられた、その日のキ

ンと関連づけられるべきである。 
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　「20の銘板」によれば、16年間のテレクトノンと『易経』の関係は、ドリームスペルと

マヤ暦の関係に等しいとあります。すなわち、この体系にひそむ純粋に数学的な原理に基づ

いた新しい施し（体制）です。もしあなたが今まで『易経』に触れたことがないのであれ

ば、プリンストン大学プレス刊行のウィルヘルム／ベインズ版の『易経』で学ばれることを

強くお勧めします※1。「十翼」あるいは重要な歴史的な付録のすべてを含むこの本は、いま

でも模範的な翻訳であると言えるものです。この版は次の3つの部分に分かれます。 

第1部）本文とその注釈 

第2部）歴史的な付録※2 

第3部）第1部と同じ本文、ただし64の卦に対する伝統的な注釈や解釈がついているも

の。この本以外にも最近の版や翻訳が数多くありますが、私たちはこのウイル

ヘルム／ベインズ版の中間部分を読み、研究されることをお勧めします。 

　毎日を追いかける作業の中で、コドンに対応する卦を見つけることがあるかもしれませ

ん。その場合は、ウィルヘルム／ベインズ版の第3部を使って、線1本ずつ追いかけ、ボー

ルド書体の注釈だけを読んでみてください。『易経』の版はどの版であれ、あらゆる種類の

無意識の12：60の心の傾向にある程度染まっています。だからこそ「20の銘板」が真に

『易経』の新しい施しとなっているのです。それは、明らかに、はるかに託宣以上のもので

す。この観点からもうひとつ重要なことは、第4の預言の銘版と、それに対応するマニュア

ルの記述、およびマニュアルの「裏面：総譜の読み方」を学ぶとき、そして新しい施しにお

けるコドンの性質と意味について継続的に研究するときに、常に「普遍生命の書」をそばに

おいて、それに対応するマニュアルの記述「普遍生命の書の64のウル・ルーンとコドン・

キー」を何 

度も何度も繰り返し読むことです。 

　このニューズレターの将来の号で、私たちはルーンの色についてのひとつの最終的な注釈

というテーマを詳述し続けるつもりです。というのは、最初の「20の銘版」の版は白黒印

刷で、ルーンのさまざまな色を示すことを省いたからです。ルーンのより糸（第4の預言の 

銘版を参照）によれば、ルーンは次の色の順番を持っています： 

より糸1、木の道（宇宙の創造）：赤 

より糸2、行ないの道：空色（スカイ・ブルー） 

より糸3、力をふるう道：オレンジ 

より糸4、超越的な第4の道：エメラルド・グリーン 

より糸5、抑えきれない第5の道：（ディープ）フォレスト・グリーン 
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※1 この本の邦訳は出ていない。 

※2 前述の「十翼」のこと。



より糸6、動的な構築の道：インディゴ・ブルー 

より糸7、テレパスの道：（ディープ）パープル 

より糸8、銀河オクターブの道：バイオレット 

　これが意味するのは、青い銀河の嵐の年の第1四半分の13週間、立方体化されたコドンを

視覚化するとき、コドン4「再び聴く」は、より糸1からのコドンなので、立方体の中心に

来るルーンは赤となり、それがあらゆる方向に輝くばかりの治癒力を持った赤い光を放つこ

とになる、ということです。また、覚えておいてほしいことは、コドンを立方体化すると

き、あなたがその特定のコドンが表わすＤＮＡ構造をテレパシー的に結びつけているという

こ 

とです。 

「あなたの星の束を集める」 

　「星の束」は、特定のマスター・ルーン-コドンのひと連なりの13段階をしるす「地球の

魔法使いのアルマナック」の13枚によって構成されています。それが「星の束」と呼ばれ

るのは、そのテレパシー的な活動領域が四次元の「星の象限」で生じるからです。「石の

謎」、「4つの星の象限が地図を定義する」によれば、「4つの星の象限は、惑星地球の全

生命を司るコードで惑星記憶バンクを満たす原型的な結晶構造である」とあります（マニュ

アル「道路地図・第6段階」、「4つの星の象限」を参照）。これが意味するのは、あなた

が自分のアルマナックで結びつけているパターンと、惑星ホロンとの関係におけるあなた自

身の心が、実際には地球の電磁場と水晶の核の中の双方におけるサイバンクの中にコード化

された原型的なパターンをリアルタイムで追いかけ、共振させているということです。この

プロセスに従うことにより、原型的な構造は「覚醒し」、その覚醒の中でゆっくりと惑星マ

ニトウ 

──生きた存在としての集合的な地球の魂の構造──の出現が喚起されます。 

　「再び聴く」は、「黄色い南の四半分」の「赤い東の四半分」で生じます。そのマスター・

ウル・ルーンの位置を、4つの星の水晶の地図で見つけ、この地図とその他関連の情報を学

習してください。 

　第4の預言の銘板。星の束が集められるとき、それは第4の預言の銘板の力を増大させま

す。第1四半分にひとつの星の束が集められれば、サイバンクの第1の星の束が活性化され

ます。第1の星の束のマスター・ウル・ルーンである「再び聴く」のルーンを、もう一度他

の3つのルーンとの関係を見ながら、4つの星の水晶の地図の中で確認します。それぞれの

四半分ごとに星の束が集められれば集められるほど、サイバンクの活性化はさらにその度合

いを増します。一度、四半分の13枚を集めたら、それをとっておいて、その年全体を研究
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するために活用できるようにしましょう。関連情報などをコピーして、より永続的な形で自

分に役立つものとしましょう。あなたが学ぶことを統合するようにするのです。自分のアル

マナックのページで間違えることを恐れないでください。4回目の星の束の収集の後、時間

をはずした日に、あなたの星の束4つ分はすべて、ためらうことなく魂を浄化する儀式的な 

火にくべられます。無我と惑星マニトウの覚醒を祝ってこれが行なわれます。 

　真の情報は、あなたの中にあることを思い出してください。このアルマナックはただ、あ

なたの内的なプロセスの記録にすぎません。あなたが知ることを統合すること、そして本や

学習から自由になることが究極のゴールです！ 
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◆倫理プロジェクト・ニューズレター Vol.2, No.2より 

「時間の法則の20の銘板」とは何か？ 

1．「時間の法則の20の銘板」は、まったく新しい知識の体系を構成するものであり、また

今度はそれが全面的に心の新しい地図を定義するものです。この体系は、これまでの知

識すべてを包括し、意識のすべての地図をひとつの目的を持ったパターンへと放射状化

します。この知識の体系は、歴史上、前例のないものです。しかしながら、知識を系統

立てる2つの主要な形態は、これまで結びつけられることのなかった2つの伝統に根づい

ています。ひとつは、メソアメリカのマヤ暦で、もうひとつは中国の『易経』（ＤＮＡ

コード）です。「20の銘板」におけるこれら2つの知識体系の時間における統一は、2

つそれぞれをただ単に総計する以上のものですが、それは四次元として定義される知識

の下位構造全体だと言えるでしょう。これは、この進化的な瞬間まで、歴史上の人間を 

拒んでいた達成物です。 

2．「時間の法則」、T(E)＝Artによって定義される、新しい知識体系の霊的な優位性によ

り、「20の銘板」はまた、すべての地球の霊的な伝統をウル、地球の普遍的な信仰とし

て統一します。歴史の逸話に引き続く進化的な前進を表わす、ウルによって包括される

聖なる統一の原理は、この伝統の最高潮に達した霊的なテキスト、『コーラン』によっ

て定義される聖なる使者の体系にその前例を持っています。唯一、ただひとつ（ひと

り）の神、ひとつの聖なる創造の生きた原理があるため、「時間の法則」によって司ら

れる、ただひとつの普遍的な秩序があります。したがって真の使者たちはすべて、同じ 

究極のリアリティを説明する同じ源泉から語っていました。 

3．聖なる創造の統一を定義し、裏付けるにあたって、「時間の法則の20の銘板」はまた地

球上の生命のリアリティの、全体系の見方を定義するものでもあります。この見方で

は、全生命は生物圏を構成するさまざまな秩序のひとつの統一です。全体としての生物

圏は、全体系地球に不可欠な構成要素のひとつをなしています。その本質において、こ

の体系は、3つの共振場によって構成されています。すなわち、重力場、電磁場、そして

生命精神場です。生命精神場は生物圏を含みますが、それは進化的な道筋、生物圏から

精神圏への移行を経て進化する有機体としての生物圏です。この道筋は、純粋に三次元

的で、もっぱら空間-物理的な方向づけを持ったものから、純粋に四次元的な心的-霊的

な秩序 

への道です。 

4．生物圏的な生命の定義が意味することは、仏陀の心の教えを裏付ける進化的な心理学の

理解における前進です。聖なる統一としての全生命は、相互依存的な全体性です。個人
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のエゴは、真空の中では機能しませんし、また機能することもできません。ひとつの相

互依存的な全体性としての生命の相互関係すべてを定義する共振場は、霊的な自己の高

次の秩序を求めています。この霊的な自己、歴史周期のあいだに個人的に「魂」として

知られていたそれは、個的な存在のカルマ的なヴィジョンと行為の総計であり、いまや

「大霊」、惑星マニトウに吸収されています。心の修練を通してのみ、個人のエゴを乗 

り越え、個人の魂は惑星マニトウの高次秩序に吸収されるようになります。 

16年間のテレクトノンの法則の立方体とは何か？ 

　16年間のテレクトノンの法則の立方体は、時間の正確な周期、1997年～2013年を定義

し、その間、新しい知識の体系は、「時間の法則」に応じて明らかにされていきます。時間

の法則ではこの場合、T＝16年、832週：(E)＝64ＤＮＡコドン、それぞれ13の順列ある

いは全部で832の順列：そしてＡＲT、惑星マニトウの創造です。本質的にこの公式は、テ

レパシー的な知識の体系の表現を含むまったく霊的なテクノロジーを成り立たせているも 

のです。テレパシー的な知識のこの体系の構成要素には、以下のものが含まれます： 

● 64のウル・ルーン、図像コードのテレパシーの言語、 

● 64コドン、ＤＮＡ／『易経』の6線構造、生命の言語、そして 

● 四次元の時間の言語を構成する、20の図像と13の音のウェイブスペル 

　テレクトノンとは、このテレパシー・テクノロジーの体系全体につけられた名前です。ま

たそれは、太陽系の四次元的な回路盤と地図のことです。この回路盤は、意識の条件とレベ

ルが、さまざまな惑星のそれぞれ互いの関係における軌道周波数の共振比の機能であること

を示します。そしてまた、テレクトノンとは、バベルの塔と、預言の期間である1993年～

2000年のあいだに「13の月の暦」によってもたらされるあがないとの関係において法則の

立方体を明らかにする、パカル・ヴォタンの預言でもあります。16年間のテレクトノン

は、預言の第4年から第5年への移行実現のひとつの機能であり、それ自体における活動

が、法 

則の立方体を爆発させ、「時間の法則の20の銘板」を生じさせました。 

　相互作用的な追跡という観点から、私たちはテレクトノン・プレイのさまざまなレベルを

区別できます：毎日の28日、13の月のテレクトノン、戦士の立方体の16日間のテレクトノ

ン、「倫理プロジェクト」の4つのＧＡＰの塔と16の立方体の日、サイバンクの開示、そし

て16年間のテレクトノン、法則の立方体です。これらのレベルはすべて、テレクトノンを

つくりだすために相互浸透し、重なり合っています。「テレクトノン、私があなた方に残し

た時間の枠組みは、最後に一度だけ、あなた方自身の時間の真実を見せる鏡である。いまや

真実の日、審判の時である」（パカル・ヴォタンのテレクトノン、第4項、第22節、「テレ 
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クトノン：時間の枠組み」）。 

206



法則の立方体とは何か？ 

　法則の立方体は、その全体性において、普遍的な知識の原初的かつ自己存在的な凝縮であ

り、宇宙の創造の原理、文字どおり新しい宇宙論の礎石です。その本質において、法則の立

方体は、以下のものにより成り立っています： 

● 聖なる交差。動く、生きた中心の原理 

● 3つの内なる平面、心、霊、意志 

● 6つの外部面、8つの頂点ないしは交点 

　学習者への質問。法則の立方体の起源は何か？　その目的と機能はどのようなものか？　

その歴史はどのようなものか？　その未来はどのようなものか？　心のヘプタゴノンとは何

か？　法則の立方体はどのように戦士の旅を定義するか？　法則の立方体と根源時間原子と

の関係はどのようなものか？ 

「20の銘板」の構成部品 

　知識の体系としての「時間の法則の20の銘板」は、非常に正確なフォーマットで具体化

されています：「20の銘板」それ自体、一種の入門用の手引き「普遍生命の書の64のウル・

ルーンとコドン・キー」、そして「すべての地球の魔法使いのための実践小冊子」を含む 

インストラクション・マニュアルです。「20の銘板」は、2つの組に分かれます。ひとつは

4枚の預言の銘板で、もうひとつは16枚の銘板、16年間のテレクトノンの法則の立方体で

す。この知識の体系の鍵となる構成要素は、4枚の預言の銘板と「普遍生命の書の64のウ

ル・ルーンとコドン・キー」で図解することにより具体化してあります。16枚の法則の立

方体の銘板は、研究と相互作用的な使用を意図したテレパシー知識の図書館です。あなたの

家庭での作業を容易にするために、私たちはこの新しい知識の体系の構成要素の簡単な説明

を以下に掲げます。覚えておこう：四次元の知の中で、意味は形の中に閉じこめられていま

す。「銘板」に含まれ、またそれによって定義される形で瞑想することが、その秘密の鍵を

解くことになります。 

1．預言。第1の預言の銘板。 

「時間の法則の20の銘板」は、預言「石の謎」の成就です。この預言的な「謎」の源

泉は、パカル・ヴォタンのテレクトノン、第13項、「正義の者たちの戦い」の第84節

にあります。「真実の日の子供たち、夜明けの人々、聖なる書の人々よ、真四角は私の

語る石、その全貌は見ることができず、星の歴史の水晶のひも飾りは、私の人間の形と

結び合わされる……」。 

また、『マヤン・ファクター』の「パカル・ヴォタンの水晶の預言」（英文原書 P.195、 
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日本語版 P.315）も視覚的に参考になります。「謎」を記憶するようにしてください。

その意味と構造（マニュアル、図版5「パカル・ヴォタンの石の謎、ウルの解読」）を学

びましょう。毎朝、あなたが双晶水晶（the double terminated crstal／『時間の力学』

の最後のページの指示を参照）の中にいる自分自身を視覚化するときに、この「謎」を

暗唱してください。「謎」の源泉は、「預言を語る石」の幾何学の「真四角……その全

貌は見ることができず……水晶のひも飾り……」の中に図解的に明らかにされていま

す。 

あなたは、共に組み合わさることで「語る石」の空間をつくりだす、16の二等辺三角

形を見つけることができますか？　ひとつの手がかり：それぞれの三角形は、二つの部

分に分割されます。あなたは、シンクロノメトリックな容器の輪郭を識別できますか？ 

16の真四角は、あなたが法則の立方体に入る時に通る「時間の門」を構成する64のウ 

ル・ルーンから引き出されます。 

2．預言の時間。第2の預言の銘板。 

預言はすべて時間に関することであり、時間のあがないに関することです。マヤの時

間の物差しは、完全です。なぜなら、それは「時間の法則」によるものだからです。堕

落の時があり、その堕落の後に続く、あがないの時があります。預言の時間は、ハーモ

ニック・コンバージェンスによって定義され、それは1987年にはじまり、13バクトゥ

ン周期が閉じた後の2013年に終わります。預言の時間の銘板の形を瞑想して、よく考

えてみてください：ケツァルコアトル・プロジェクトとは何か？　預言の時間の構造と

時間の法則の関係はどのようなものか？　法則の立方体はどのようにして16年間のテレ

クトノンを定義しているのか？　クロノグラフとは何か？　新しい創世記とは何か？ 

預言の7年と、石の神秘の関係はどのようなものか？　石の神秘とは何か？　時間統制と 

はどのようなもので、いつなのか？ 

3．「時間の門」と「地球の魔法使いの道路地図」、第3の預言の銘板。 

四次元の時間の秩序は、新しい時間の体系の母体です。「時間の門」は、この知識の

明らかにされた母体で、法則の立方体として概括され統合されています。「時間の門」

の形を瞑想してください：法則の立方体は、どのようにして「時間の門」を開くのか？ 

戦士の旅とは何で、この旅はどのようにクロノグラフと結びついているのか？　竜の創

世記はどのようにして「時間の門」を定義しているのか？　猿の創世記の神秘の石とは

何か？　キャメロットはどこにあるのか？　「地球の魔法使いの道路地図」の形を瞑想

してください。法則の立方体の6つの異なった構造を説明できますか？　この道路地図は

どこに向かうためのものでしょうか？　道路地図に従うことで、あなたの意識にはどの 

ような影響がありますか？ 
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4．64のルーンとコドン：惑星マニトウを呼び出す。第4の預言の銘板。 

包括的な四次元の知識の構造は、テレパシーの「言語」の構成要素によって定義され

ます。この言語は、数学的に二進法の進行、すなわち1、2、4、8、16、32、64、あ

るいは8の平方（8×8）です。この言語の原初的な構造は、それぞれ8つずつの8本のよ

り糸として配列される64のウル・ルーンです。それぞれのより糸は、2つの三つ組

（2×3）と二項統合（2）という数学的な秩序として配列されています。あなたは、こ

の銘板の64のコドンの側に示されているパターンに従うことができますか、またそれを

理解できますか？　それぞれのウル・ルーンは、ひとつのコドンを司っています。それ

ぞれのコドンは、3つの二項文字の組（それぞれ線2本ずつが3つ）あるいは2つの三つ

組（そ 

れぞれ線3本が2つ）のどちらかと見なされる6線構造です。 

あなたは、ルーンの三つ組コードが、コドン構造をどのように満たしているかわかり

ますか？　サイバンクとは何で、どのようにしたらそこに辿り着くのでしょうか？　星

の水晶と惑星マニトウの関係はどのようなものでしょうか？　交差極性の原理とは何で

すか？　いくつかの例をあげてみてください。2つの道とは何ですか？　ルーンのより糸

は、惑星マニトウをどのように定義するのでしょうか？　あなたのルーンとルーンのよ

り糸に色づけしてください：赤（より糸1）、空色／スカイ・ブルー（より糸2）、オレ

ンジ（より糸3）、エメラルド・グリーン（より糸4）、フォレスト・グリーン（より糸

5）、インディゴ・ブルー（より糸6）、紫／パープル（より糸7）、バイオレット（よ 

り糸8）。 

5．普遍生命のウルの書。 

この図解参照テキストである入門用の手引きは、完全なテレパシーの科学のための

コードを含んでおり、第4の銘板を補うものです。表紙カバーは、この四次元の科学の構

成要素のコード形態を含みます。あなたは、これらの構成要素を、T(E)＝Artの公式で定

義できますか？　ルーンの三つ組の原理とはどんなものでしょうか？　中見開きのテキ

ストは、2つの道のマスター学習ガイド、8つのルーンのより糸、64のコドン、そして16

の星の束です。あなたは、このマスター学習ガイドがどのようにして16年間のテレクト

ノンの法則の立方体のそれぞれをコード化しているかわかりますか？　逆の第7番の原理

とはどのようなものですか？　コドンとは何ですか？　二相母体とは何ですか？　二相

母体あるいは先天図と、立方体コドンあるいは後天図配列とのあいだの関係はどのよう

なものですか？　時間の娘たちと空間の息子たちを定義してください。それらは二相 

母体をどのように特徴づけていますか？ 

6．16年間のテレクトノンの16の銘板、時間圏（クロノスフィア）とクロノグラフ。 

16年間の法則の立方体の16の銘板は、T(E)＝Artという公式の完全な時間術的 

（chronomat ic）な表示であり、そこでは新しい知識の体系の本質は、832

（64×13）のコドン順列として詳述されています。あなたは、16の銘板すべての両面
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でいくつウェイブスペルを数え上げることができますか？　クロノグラフのレベルを説

明してみてください。これらのレベルの周波数における違いを感じとることができます

か？　立方体コドンの総計が平行的なプロセスとして、2つの道を数学的にどのように定

義しているかわかりますか？　創造の7日間と13の音とは何ですか？　あなたがコドン

を立方体化するとき何が起こるのでしょうか？　コドンを立方体化することと、惑星マ

ニトウの創造とは、どのような関係があるのでしょうか？　立方体のそれぞれ対応する

日に、これら 

16の銘板のひとつひとつを研究してください。そして、天上歩行と地上歩行のあいだ、 

20の銘板全体を研究します。 

7．インストラクション・マニュアル、「すべての地球の魔法使いのための実践小冊子」。 

「時間の法則」は、新しい知識の体系と新しい心の地図を定義します。それは、過去

の知識すべてを放射状に包括するものです。この知識の放射状化は五感と感覚による知

覚の放射状化を表わし、それは2つの働きを持っています。ひとつは、歴史的な思考（思

想）の不正確な読み書き能力を修復すること。もうひとつは、生物圏の中で生物圏から

精神圏への移行を完了させる進歩したテレパシー的な再組織化で、人間有機体の精神発

生的な気質を確立することです。このプロセスと知識は信じがたいほど新しいもののよ

うに思えるかもしれませんが、それは心的な再修正（recalibration）や創造的な視覚化

という修練により応用される、非常に優れた実践的な知識の体系です。このようにし

て、「20の銘板」は、人間の知識の地平線およびその内容物を再定義する完全な再教育

プロ 

グラムとなります。 

それが、「すべての地球の魔法使いのための実践小冊子」と呼ばれるのは、そこに含

まれる原理をこつこつと精出して学び、応用する人は、地球の魔法使いの先駆者になる

からです。その人たちは、官僚主義的な人間が最終周期を統治するようになったのと同

様、次の進化的な周期を統治するようになるでしょう。それが、実践小冊子（行ないの

書）であるのは、「時間の法則」に応じてプレイされるゲームの規則が、新しい行ない

の道を定義するからです。その道は地球という私たちの庭園惑星の進化的、霊的な必要

性と完全に一致しているものです。あなたは、銀河的な進化の主流へとプログラム化さ

れる準備ができていますか？　これが、そもそもの始まりの場所です。このインストラ

クション・マニュアルをよく研究して、あなた自身の「地球の魔法使いのアルマナック」 

を記録し、他の地球の魔法使いと共にこの庭園を回復する作業に参加しましょう！ 
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◆倫理プロジェクト・ニューズレター Vol.2, No.3より 

地球の魔法使いのアルマナック・ワークブック（続き） 

易経の特別なコドンの組 

　64のＤＮＡコドンは、二進法の順番、1、2、4、8、16、32、64の数学的な力から引

き出されます。ここで64（8×8）は、二進法の順番で7番目にあたります。すべての数字

は、宇宙論です。6本の＋（陽）あるいは－（陰）の線のどの組み合わせでも、そのコドン

構造のそれぞれは立方体、すなわち時間の宇宙論の源泉となる形の6面から引き出され、そ 

の6面に対応します。 

　832（64×13）の順列すべてにおける、64のコドンの数学的な構造に固有の性質を理

解するためには、特別なコドンの組に反映されている複数のコドンの構造的な生成過程を再

検討してみるのが役立ちます。64のコドンは、その基礎の状態に戻されたとき、四つの二

項文字（4つの酵素※）のいずれかの3つの組み合わせによって成り立っています。4つの二

項文字×それぞれ2本線＝8、この数字が8つの三つ組（の文字）あるいは3本線の構造をも 

たらし、その8つのうちのいずれか2つが、64のコドンのひとつを構成しています。 

　このレベルの内的かつ固有の秩序は、「4つのマスター二項コドン」と「8つのゴールデ

ン・コドン」に反映されています。これらをその順列の順番において研究し、それぞれがど

のようなものかを知ることにより、あなたは自分の直観的かつ数学的な知性を深めることが

できるしょう。これらの特別な（コドンの）組を、あなたが毎週のコドンと、二相コドンを

追いかける際に研究するのです。この順列の順番を理解するために「普遍生命の書」の内側

のリーフおよび「法則の立方体の16の銘板」を使ってください。特別な組のコドンを指 

し示すことで、あなたのテキストに注釈をつけるのです。 

　コドンを研究するにあたって、この順列の順番の共時的な連想の引き金を引くことがたい

へん重要になります。特定のコドンが、4つのマスター・コドンあるいは8つのゴールデ

ン・コドンのどれかひとつであるということを確認することにより、あなたは付加的で宇宙

論的な意味を見いだすようになります。コドンは、テレパシー的な秩序に固有の編み目を反

映しており、またその編み目からＤＮＡが引き出されているので、その数学的な宇宙論によ

るコドンとの関わりにより、あなたは聖なる創造の根源的なプロセスに参加できるようにな

ります。 
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Ⅰ．4つのマスター二項コドン 

　4つのマスター二項コドンとは、時間あるいは空間の三つ組だけで成り立っているコドン

を描写するものです。これらの三つ組のそれぞれの3本の線は同じなので（例：3本の時間

の線あるいは空間の線のどちらか）、それぞれの三つ組は、1本の時間の線あるいは空間の

線に還元可能です。したがって、これらの4つのコドンのそれぞれは、4つの2本線の二項文

字のどれかひとつをつくり出すために圧縮されます。宇宙論的に調整された2つの組で配 

列されたこの4つのマスター二項コドンは、以下のようなものです。 

1 ．! 創生………超・時間の二項文字　＋＋　時間が天の文字を書く 

2 ．! 根源母体…超・空間の二項文字　－－　空間が地の文字を書く 

11．! 発動………超・輝きの二項文字　＋－　発動＞創生 

12．! 安定化……超・心の二項文字　　－＋　安定化＜根源母体 

Ⅱ．8つのゴールデン・コドン 

　ゴールデン・コドンは、8つの超・三つ組を定義します。これら8つのコドンは、空間

（－）あるいは時間（＋）の二項文字だけによって成り立っています。これら8つのゴール

デン・コドンのそれぞれを構成している3つの二項文字の調和は、そのコドンを、それぞれ

の線がひとつの二項文字となっている、ひとつの二項三つ組に還元します。8つのゴールデ

ン・コドンの秩序（順番）は、霊的な時空の開示の宇宙論を構成しています。8つのゴール

デン・ 

コドンは、4つの宇宙論的な描写の二項の組に現われます。 

　1 ．! 創生………………超・時間の三つ組　＋＋＋ 

　2 ．! 根源母体…………超・空間の三つ組　－－－ 

　19．! 魔法使いの熱望…超・エネルギーの三つ組　＋－－ 

　20．! 魔法使いの熟慮…超・瞑想の三つ組　－－＋ 

33．! 献身………………超・呼吸の三つ組　－＋＋ 

34．! 祈り………………超・喜びの三つ組　＋＋－ 

61．! 内なる空間………超・ヴィジョンの三つ組　＋－＋ 

62．! 内なる時間………超・ハートの三つ組　－＋－ 
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Ⅲ．16の内なる還元コドン（Inner Resolution Codons） 

　16の内なる還元コドンは、それぞれのコドンの2つの内なる（内側の）三つ組から形づく

られます。内なる三つ組は、次のような方法で構成されています： 

下位の三つ組、第2、3、4線 

上位の三つ組、第3、4、5線 

　それぞれのコドンの内なる三つ組（の2つ）が結びつくとき、それらは内なる還元コドン

をつくります。64のコドンでは、内なる還元のひと連なりを構成するのは16のコドンだけ

です。内なる還元コドンは、8つの二項の組として現われます。16の内なる還元コドンの内

なる還元コドンは、1、2、63、64のどれかです。これがそうなるのは、これら4つ 

のコドンは、完全に4つの二項文字のひとつずつによって構成されているからです： 

1＝3つの時間の二項文字、2＝3つの空間の二項文字、63＝3つの輝きの二項文字、64

＝3つの心の二項文字。これが意味するのは、64コドンのすべてが還元される4つの根源的

な支配力があるということです。その8つの組における16の内なる還元コドンは、以下のよ 

うなものです。 

1 ．! 創生（1それ自体に還元される）時間の根源的な支配力 

2 ．! 根源母体（2それ自体に還元される）空間の根源的な支配力 

23．! 心の解放（2に還元される）空間の根源的な支配力 

24．! 光り輝く回帰（2に還元される）空間の根源的な支配力 

27．! 存在の神殿（2に還元される）空間の根源的な支配力 

28．! 破裂する時間（1に還元される）時間の根源的な支配力 

37．! 家庭の力（64に還元される）心の根源的な支配力 

38．! 識別力（63に還元される）輝きの根源的な支配力 

39．! ハートの修練（64に還元される）心の根源的な支配力 

40．! ハートの解放（63に還元される）輝きの根源的な支配力 

43．! 不屈（1に還元される）時間の根源的な支配力 

44．! 時間の浸透（1に還元される）時間の根源的な支配力 

53．! 進化（64に還元される）心の根源的な支配力 

54．! 超越（63に還元される）輝きの根源的な支配力 

63．! 達成（64に還元される）心の根源的な支配力 

64．! 準備（63に還元される）輝きの根源的な支配力 
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 16の内なる還元コドンと組になった64のコドンの数  

ＡＣテンプレート、立方体1～8、1997年～2005年 

ルーンのより糸1　 ルーンのより糸2 　ルーンのより糸7 　ルーンのより糸8


　 1＝ 1 　　　　　　 9＝38 　　　　　　49＝44 　　　　　　57＝38


　 2＝ 2 　　　　　　10＝37 　　　　　　50＝43 　　　　　　58＝37


　 3＝23 　　　　　　11＝54 　　　　　　51＝39 　　　　　　59＝27


　 4＝24 　　　　　　12＝53 　　　　　　52＝40 　　　　　　60＝27


　 5＝38 　　　　　　13＝44 　　　　　　53＝64 　　　　　　61＝27


　 6＝37 　　　　　　14＝43 　　　　　　54＝63 　　　　　　62＝28


　 7＝24 　　　　　　15＝40 　　　　　　55＝28 　　　　　　63＝64


　 8＝23 　　　　　　16＝39 　　　　　　56＝28 　　　　　　64＝63


ＣＡテンプレート、立方体9～16、2005年～2013年 

ルーンのより糸3 　ルーンのより糸4 　ルーンのより糸5 　ルーンのより糸6


　17＝53 　　　　　　25＝53 　　　　　　33＝44 　　　　　　41＝24


　18＝54 　　　　　　26＝54 　　　　　　34＝43 　　　　　　42＝23


　19＝24 　　　　　　27＝ 2 　　　　　　35＝39 　　　　　　43＝ 1


　20＝23 　　　　　　28＝ 1 　　　　　　36＝40 　　　　　　44＝ 1


　21＝39 　　　　　　29＝27 　　　　　　37＝64 　　　　　　45＝53


　22＝40 　　　　　　30＝28 　　　　　　38＝63 　　　　　　46＝54


　23＝ 2 　　　　　　31＝44 　　　　　　39＝64 　　　　　　47＝37


　24＝ 2 　　　　　　32＝43 　　　　　　40＝63 　　　　　　48＝38


　上述のインデックスとともに、現在の週のコドンを見いだすことができます。たとえば、

49、「時間の革命／テレパシーの革命」と二相コドン、たとえば16※、「人々の凱旋」と、

それらの内なる還元コドンです。コドン49は、コドン44、「時間の浸透」に還元されるの

に対して、コドン16は、コドン39、「ハートの修練」に還元されます。内なる還元コドン

はそのとき、4つのマスター二項文字のひとつに還元されます：49＝44＝1、時間の根源的

な支配力、時間の二項文字です。これに対して39のほうは、39＝64、心の根源的な支配

力、心の二項文字です。このようにして、どんなコドンであれ、その内なる還元コドンと、

その 

支配的なマスター二項文字を、より深い意味のために見いだすことができます。 

 覚えておこう  

コドンの共時的な関連とパターンを研究することがすべてです。楽しんでください！ 

215

訳注 

※ 調波58に対応。



Ⅳ．8つのパカル・ヴォタンの神殿コドン 

　8つのパカル・ヴォタンの神殿コドンは、「神殿」のコドンそれ自体を含む「瞑想」の三

つ組の「山の門／神殿」が、8つの三つ組のひとつとして、それぞれ上部にあるコドンによっ

て成り立っています※。神殿の三つ組－－＋が上にあることは、「碑銘の神殿」の頂上の神

殿のアナロジーです。下の三つ組は、神殿の下、「碑銘のピラミッド」の中に位置するパカ

ル・ヴォタンの墓の8つの神秘的な宝物をさします。下の三つ組は身体の啓発という 

墓の預言を表わし、上の神殿の三つ組は四次元の自己の門を表わします。 

　これらのコドンが出てきたときには、それを注意深く観察してください。それらは、テレ

クトノンのプレイにおける「13のはっきりとしたしるし」と似ています。これらのうちの

ひとつが、あなたの毎日の、あるいは毎週の訓練に登場したときには、その形と意味を瞑想

しましょう。あなたの四次元の心の神殿に入るのです。あなた自身の身体の墓に降りて、そ

の中で隠された形の宝を取り戻します。8つのパカル・ヴォタンの神殿コドンは、次のとお 

りです。 

23．! 地の神殿（心の解放）、地の宝 

41と組になった23＝64、ＤＮＡの数字 

27．! 存在の神殿、存在の宝 

22と組になった27＝49、革命の数字、ＡＣへの回帰 

4 ．! ハートの神殿（再び聴く）、ハートの宝 

18と組になった4＝22、ボロン・イクの数字 

52．! 瞑想の神殿（瞑想／神殿）、心の宝 

26と組になった52＝78、パカル・ヴォタンの墓と復活の数字 

41．! 喜びの神殿（魔法使いの宝） 

23と組になって＝64 

22．! ヴィジョンの神殿、知恵の宝 

27と組になって＝49 

18．! 風の神殿（従順な心）、風の宝 

4と組になって＝22 

26．! 天の神殿（時間の神殿）、天の宝 

52と組になって＝78（パカル・ヴォタンのテレクトノンの「13のはっきりとした

しるし」を参照） 
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訳注 

※ 伝統的な易の卦では、山／艮が上に来ている8つの卦のこと。



「時間の法則の20の銘板」の訳語について 

  「時間の法則の20の銘板（以下「20の銘板」）」は、「13の月の暦」「テレクトノン」「ドリームスペル(日

本語版は未発表)」といった他の学習ツールと密接に関連しているツールです。従って、これらのツールに共通

して登場する用語については、できるだけ同じ訳語を対応させるよう心がけました。また、基本的な方針とし

て、「1つの用語には1つの訳語を対応させる事」「辞書でなるべく筆頭に出てくる言葉である事」「できるだ

け易しく分かりやすい表現である事」等を意識し、ツール全体や他のツールとのバランスも考慮しながら訳語

の選定を行ないました。このように、ゆるやかなルールを定める事によって、翻訳チームのみの感覚による解

釈が避けられ、ツールを使用する人々がより自由にイメージを広げられるのではないかと考えたのです。 

  しかし、中には、こういったルールで訳語を対応させるのが難しい用語もありました。それらの中で、特に 

説明が必要と思われるものついて、以下に整理して記します。 

◆BINARY（バイナリー）について 

  数学用語やコンピュータ用語としては、通常「二進」と訳されますが、伝統的な「易」とも関連の深い「20

の銘板」においては、「（陰陽）二元」の意味や「組」、「対」といった意味で使われる事もあり、いずれか

の訳語に特定してしまうのは困難であると判断しました。そこで、これらを全体的かつシンプルに言い表す言

葉として、イメージがあまり固定されないであろう「二項」を訳語として選択しました。 

◆QUARTER（クオーター）について 

  この言葉は、空間的な意味での「4分の１の範囲」と、時間的な意味での「4分の1の期間」の双方を表すの

で、これらを包括する言葉として「四半分」という訳語を用いました。ただし、マニュアル中において、明 

らかに「時間的な期間」と判断できる部分については「四半期」と表記しました。 

◆ルビをふった用語について 

①MIND（マインド）  

  既に発表されている「テレクトノン」日本語版に準じて「心」と訳しておりますが、「MIND」には、「思考」

「精神」等の意味もあり、「マインド」という表現をそのまま日本語として用いる場合もあるので、本ツール

においては「心」の付くコドン名には原則的に「マインド」のルビをふりました。ただし、コドンNo31の「心

ひかれるもの」は、繋げて読んだときに語呂が合わないので、特例としてルビをふっていません。 

②BEING（ビーイング）、PRESENCE（プレゼンス） 

  訳語として、どちらも「存在」以外に適切な言葉が見つからなかったので、両方とも同じ訳になっていますが、

原語では異なる表現がなされているので、この事がはっきりと分かるように、これらの言葉を含むコドンには

「ビーイング」と「プレゼンス」のルビをふりました。 

  以上、訳語選定のおおまかな方針と、一部の訳語についての背景を簡単にまとめてみましたが、原語（英語）

の段階から難しい言葉や、単語の微妙な使い分けがなされているものを、上記ルールに従った形で日本語に翻

訳していくのには、かなりの困難を極めました。この作業を進めるに当たって、翻訳チームは、3年近くにも渡

る長い時間をかけ、様々な角度から検討を重ねてきましたが、中には感覚的にピンと来ないものや、意味がよ

くわからないもの等も含まれている事と思います。もちろん、そういった言葉が、このツールの使用者によっ

て、将来さらに深く検討され、より分かり易いものへと変更されていく事が望ましいのは言うまでもありませ

ん。しかし、願わくば、それよりも前に「テレパシーの普遍言語」が人々の間に浸透し、訳語の事で頭を悩ま

す必要が無くなる瞬間がやって来て欲しいものです。 

  最後になりましたが、翻訳にあたっての様々なアドバイスを下さった全ての皆様に、心より感謝致します。 

白い共振の魔法使いの年 スペクトルの月20日 

７・空歩く者（キン33） 
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ＰＡＮ日本語翻訳チーム 
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「時間の法則の２０の銘板」日本語版制作にあたって 

  「時間の法則の２０の銘板」は、時間を学ぶためのツールである「13の月の
暦」「テレクトノン」「ドリームスペル（現時点で日本語版は未完成）」に続
くものとして、1997年7月（青い自己存在の嵐の年・宇宙の月）に東京で開催
された「時間の法則に関する世界会議」において、 初めて日本に紹介されまし
た。この時を機に、他のツールと平行した形で日本語版を制作する計画が立て
られ、その制作資金のためのカンパの窓口「時間の法則の２０の銘板製作基
金」が、新たに設けられました。 

その後、この基金への呼びかけにお応え下さった全国の皆様からの暖かいご
支援により、2年弱という短期間で、当初計画していた予算額を十分満たすだ
けの状況に至りました。まず、このツールの重要性に理解を示し、ご賛同下さ
いました皆様に、この場をお借りしまして深くお礼申し上げます。 

一方、製作作業の方は予想外の困難やトラブルに見舞われ、ご案内していた
予定を何度もオーバーするという事態に陥ってしまいました。このような状況
の中、ツールの完成を信じて待ち続けて下さった皆様、そして、翻訳、デザイ
ン、編集などの作業を無償で根気強く進めて下さった日本語版製作スタッフの
皆様に、心より感謝の気持ちを捧げたいと思います。「時間の法則の20の銘
板」が完成した喜びを、こうして皆さんと分かちあえる瞬間がやってきた事
を、本当に嬉しく思います。 

「時間の法則の20の銘板」は、既に日本語版の配布が行なわれている「テレク
トノン」同様、カンパのリレーによって次へと繋げられていく銀河の贈り物で
あり、値段をつけて売買される商品ではありません。この贈り物を受け取った
方の「次に伝えていきたい」という思いによって生み出される、芸術的で創造
的な運動そのものなのです。豊かな心を育むこの流れが、絶える事無く続いて
いく事を心より祈りたいと思います。 

青い銀河の嵐の年　太陽の月26日 
10・星（キン88） 
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